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巻 【ジャンル】内容（収録資料点数）頁数 ISBN
978-4- 本体

1【女性百科】女芸文三才図会（1点）540頁 86688-001-3 \19,000
2【女子教訓】女要訓和歌文庫他（2点）280頁 86688-002-0 \9,500
3【語彙】万宝女節用罌粟嚢（2点）350頁 86688-003-7 \12,000
4【女子教訓】婦人教訓・女今川伊呂波文他（3点）290頁 86688-004-4 \10,000
5【風俗・遊女】漫画百女他（3点）330頁 86688-005-1 \11,500
6【諸芸】当流謡指南抄他（4点）300頁 86688-006-8 \10,000
7【暦占】天竺霊感観音籤他（3点）290頁 86688-007-5 \10,000
8【遊戯】秘事百撰・前編他（5点）380頁 86688-008-2 \13,000
9【仏教（臨終行儀）】孝養集他（3点）510頁 86688-009-9 \18,000
10【仏教（往生）】女人往生章他（3点）320頁 86688-010-5 \11,500
11【仏教（仏教一般）】孝子善之丞感得伝他（4点）320頁 86688-011-2 \11,500
12【仏教（放生）】商家繁盛・農家豊作・重宝記他（6点）450頁 86688-012-9 \16,000
13【語彙（通俗辞書）】畳辞訓解他（3点）330頁 86688-013-6 \11,500
14【語彙（通俗辞書）】寺子節用錦袋鑑他（4点）390頁 86688-014-3 \13,500
15【俚諺（俚諺一般）】漢語大和故事他（4点）400頁 86688-015-0 \14,000
16【俚諺（道歌等）】和漢詞徳抄他（2点）330頁 86688-016-7 \12,000
17【養生】養性百種他（6点）430頁 86688-017-4 \15,500
18【養生】病家示訓他（5点）460頁 86688-018-1 \16,500
19【産育】児相素見他（4点）430頁 86688-019-8 \15,500
20【産育】老婆心書他（6点）510頁 86688-020-4 \18,500
21【教訓】善悪道中独案内他（5点）380頁 86688-021-1 \13,500
22【教訓】むかしありしこと他（4点）310頁 86688-022-8 \11,000
23【教訓】農家童子訓・海隅田舎草紙他（3点）430頁 86688-023-5 \15,000
24【教訓】忠孝道の栞他（2点）400頁 86688-024-2 \14,500
25【家政】万宝智恵袋他（3点）310頁 86688-025-9 \11,500
26【家政】大全針刺宝他（2点）480頁 86688-026-6 \18,000
27【家政】錦嚢智術全書（一～三冊）（1点）340頁 86688-027-3 \12,500
28【家政】錦嚢智術全書（四～七冊）（1点）320頁 86688-028-0 \11,500
29【家政】料理秘伝抄他（4点）320頁 86688-029-7 \12,500
30【教訓】民家分量記他（2点）490頁 86688-030-3 \18,000
31【教訓】貝原先生家訓他（4点）320頁 86688-031-0 \12,000
32【教訓】訓蒙勧孝禄（1点）520頁 86688-032-7 \19,000
33【教訓】堪忍袋他（4点）340頁 86688-033-4 \13,000
34【教訓】ふみ鏡他（5点）360頁 86688-034-1 \14,000
35【教訓】利運談他（4点）380頁 86688-035-8 \14,500
36【教訓】童子常の心得他（5点）360頁 86688-036-5 \14,000
37【語彙】古版字尽他（6点）320頁 86688-037-2 \12,000
38【語彙】世説故事苑（1点）380頁 86688-038-9 \14,500
39【語彙】事物異名類編（1点）380頁 86688-039-6 \15,000
40【年代記】日本・唐土・二千年袖鑒他（3点）380頁 86688-040-2 \15,000
41【法令・教諭】御当家御制法他（4点）340頁 86688-041-9 \13,000
42【法令・教諭】父母状講釈他（6点）320頁 86688-042-6 \12,000
43【礼法】三礼口訣他（2点）330頁 86688-043-3 \12,500
44【礼法】日用贈答・書札辨惑集他（2点）410頁 86688-044-0 \15,000
45【教訓】主従心得草（初・二編）（1点）480頁 86688-045-7 \17,500
46【教訓】主従心得草（三～五編）（1点）570頁 86688-046-4 \21,000
47【教訓】絵本清水の池他（6点）330頁 86688-047-1 \12,000
48【教訓】教訓・拾ひ歌他（7点）320頁 86688-048-8 \12,000
49【教育】武小学他（3点）390頁 86688-049-5 \15,000
50【教育】授業編他（2点）400頁 86688-050-1 \15,500

巻 【ジャンル】内容（収録資料点数）頁数 ISBN
978-4- 本体

51【教育】間合早学問他（4点）350頁 86688-051-8 \13,500
52【地誌】人国記他（2点）350頁 86688-052-5 \13,500
53【地誌】松島図誌他（3点）440頁 86688-053-2 \16,500
54【外国地誌】増補・華夷通商考（1点）460頁 86688-054-9 \14,000
55【外国地誌】坤輿図識・正編（1点）310頁 86688-055-6 \12,000
56【外国地誌】坤輿図識・補編（1点）400頁 86688-056-3 \15,000
57【教訓】為人鈔（一～五巻）（1点）340頁 86688-057-0 \13,500
58【教訓】為人鈔（六～十巻）（1点）350頁 86688-058-7 \13,000
59【救荒・防災】鎮火用心集他（10 点）360頁 86688-059-4 \14,000
60【神道】神風恵草他（6点）450頁 86688-060-0 \17,500
61【園芸・飼育】菊花壇養種他（4点）320 頁 86688-061-7 \14,500
62【科学（化学・物理・理学）】舎密局必携他（4点）450頁 86688-062-4 \19,500
63【食養生】摂生談他（2点）380 頁 86688-063-1 \16,200
64【料理・近代家政】西洋衣食住他（4点）350 頁 86688-064-8 \14,500
65【絵画（入門書）】画筌（1点）310 頁 86688-065-5 \13,300
66【笑話・小咄】時勢話大全他（4点）350 頁 86688-066-2 \14,800
67【物産】広益国産考他（2点）590 頁 86688-067-9 \23,400
68【歌謡】大津絵婦志他（7点）320 頁 86688-068-6 \14,000
69【教育・学問】物覚早伝授他（4点）390 頁 86688-069-3 \16,200
70【人物辞典】古今評論早引人物故事（1点）480 頁 86688-070-9 \19,600
71【戯文】新ぱんおどけ商売往来他（16 点）520 頁 86688-071-6 \22,500
72【故事・俗説】本朝俗談正誤他（2点）430 頁 86688-072-3 \19,000
73【仏教】八宗伝来集他（4点）470 頁 86688-073-0 \20,000
74【農業】除蝗録他（5点）420 頁 86688-074-7 \18,500
75【絵本】絵本池の蛙他（2点）340 頁 86688-075-4 \16,000
76【建築】雛形匠家秘伝他（3点）400 頁 86688-076-1 \18,500
77【紀行】温泉遊草他（4点）390 頁 86688-077-8 \18,500
78【暦】古暦便覧他（5点）440 頁 86688-078-5 \19,000
79【気象】秉燭或問珍他（5点）610 頁 86688-079-2 \24,500
80【地方・経済】算法入勧農固本録他（3点）360 頁 86688-080-8 \16,000
81【旅行・交通（海陸交通）】増補日本汐路之記他（2点）380頁 86688-081-5 \17,000
82【災異（地震・救荒）】饑年要録他（7点）380 頁 86688-082-2 \17,000
83【仏教（般若心経）】般若心経絵抄他（6点）430 頁 86688-083-9 \19,000
84【祭祀（葬祭）】非火葬論他（8点）400 頁 86688-084-6 \17,000
85【漢学（語録）】言志四録（1点）400 頁 86688-085-3 \17,000
86【医学・本草】広恵済急方（1点）600 頁 86688-086-0 \25,000
87【茶道】茶道早合点他（5点）360 頁 86688-087-7 \16,500
88【天文】運気暦術天文図解（1点）390 頁 86688-088-4 \16,000
89【医学・看護】古方便覧他（6点）320 頁 86688-089-1 \16,000
90【辞書】日本釈名（1点）350 頁 86688-090-7 \16,500
91【商業】町人考見録他（2点）390 頁 86688-091-4 \18,000
92【商業】家業道徳論他（2点）380 頁 86688-092-1 \18,000
93【書道】臨池求源鈔他（2点）390 頁 86688-093-8 \18,000
94【伝記】妙祐往生伝他（9点）400 頁 86688-094-5 \18,000
95【医学・養生】こけぬ杖他（2点）340 頁 86688-095-2 \16,000
96【測量】規矩分等集他（4点）450 頁 86688-096-9 \19,000
97【年中行事】国朝佳節録他（5点）470 頁 86688-097-6 \19,000
98【神道】神路の手引艸他（6点）540 頁 86688-098-3 \23,500
99【本草・植物】〈草形出生〉草花絵全書他（2点）560 頁 86688-099-0 \25,000
100【画譜】絵本集草他（3点）340 頁 86688-100-3 \17,000

＊各巻
分売可

別巻「江戸庶民」の生活を知る「解題・索引」［1-60 巻］660 頁（2016 年 12 月刊）　978-4-908926-02-0 \28,000
別巻「江戸庶民」の生活を知る２「解題・索引」［61-100 巻］614 頁（2022 年 5月刊）　978-4-908926-12-9 \28,000

●収録資料354点　　●総（影印）ページ約39,000頁

江戸時代の庶民生活の諸相を貴重な版本（影印）で見せる一大叢書

江戸時代庶民文庫
全100巻  別巻2
解題 小泉吉永
〈往来物研究家〉

〈価格表〉

第 1期（1～ 60 巻・別巻）　　ISBN 刊行 定価（10％税込）
1回（1～ 8巻） 978-4-283-01002-4 2012.11 \95,000
2 回（9～ 16 巻） 978-4-283-01003-1 2013.5 \108,000
3 回（17 ～ 24 巻） 978-4-283-01004-8 2013.10 \120,000
4 回（25 ～ 32 巻） 978-4-283-01005-5 2014.6 \115,000
5 回（33 ～ 40 巻） 978-4-283-01006-2 2015.1 \112,000
6 回（41 ～ 48 巻） 978-4-283-01007-9 2015.6 \115,000
7 回（49 ～ 56 巻） 978-4-283-01008-6 2015.11 \115,000
8 回（57 ～ 60 巻） 978-4-283-01009-3 2016.6 \58,000
　第 1期・別巻 978-4-908926-02-0 2016.12 \28,000

第 2期（61 ～ 100 巻・別巻）　ISBN 刊行 定価（10％税込）
1回（61 ～ 65 巻） 978-4-86688-101-0 2018.6 \78,000
2 回（66 ～ 70 巻） 978-4-86688-102-7 2018.11 \88,000
3 回（71 ～ 75 巻） 978-4-86688-103-4 2019.4 \96,000
4 回（76 ～ 80 巻） 978-4-86688-104-1 2019.10 \96,500
5 回（81 ～ 85 巻） 978-4-86688-105-8 2020.5 \87,000
6 回（86 ～ 90 巻） 978-4-86688-106-5 2020.11 \91,000
7 回（91 ～ 95 巻） 978-4-86688-107-2 2021.5 \88,000
8回（96～100巻） 978-4-86688-108-9 2021.10 \103,500
　第 2期・別巻 978-4-908926-12-9 2022.5 \28,000

全 100 巻・別巻 2　揃本体 1,622,000 円
第 1期：揃本体 \866,000.　　　　第 2期：揃本体 \756,000.
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■
第
61
巻
【
園
芸
・
飼
育
】（
収
録
4
点
）

菊
花
壇
養
種
（
き
く
か
だ
ん
や

し
な
い
ぐ
さ

）
菅
井
菊
叟
作
。
池
田
英
泉
（
渓
斎
英
泉
・
池
田
義
信
・
善
次
郎
・
一
筆
庵
可
候
・
楓
川
市
隠
）
画
・
序
。
弘
化
3
年
（1846

）
春
、

一
筆
庵
序
。
弘
化
3
年
春
、
玉
英
舎
主
人
跋
・
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
市
兵
衛
（
甘
泉
堂
）
板
。
／
菊
花
の
栽
培
法
を
豊
富
な
図
解
と
と
も
に
記
し
た
園
芸
書
。

珍
花
・
奇
妙
と
言
わ
れ
る
菊
花
は
「
栽
培
の
手
入
の
巧
」
が
決
め
手
（
序
）、
そ
の
秘
訣
と
し
て
培
養
、
如
露
、
風
雨
の
手
当
、
虫
除
等
を
記
す
。

金
魚
養
玩
草
（
き
ん
ぎ
ょ
そ

だ
て
ぐ
さ

）
安
達
喜
之
作
・
序
。
奚
疑
斎
増
補
。
寛
延
元
年
（1

7
4
8

）
9
月
自
序
江
戸
後
期
再
刊
。
［
大
阪
］
河
内
屋
木
兵
衛
板
。
／
出
版
さ

れ
た
金
魚
飼
育
書
の
嚆
矢
。
日
本
に
お
け
る
金
魚
の
故
事
か
ら
執
筆
の
経
緯
に
触
れ
た
「
金
魚
の
も
の
が
た
り
」
等
。

厩
馬
新
論
（
き
ゅ
う
ば

し
ん
ろ
ん

）
竜
山
堂
主
人
作
・
跋
。
藤
原
隣
春
（
福
島
隣
春
・
雨
廼
屋
・
花
所
）
画
。
卑
牧
子
補
注
。
文
化
三
年
（1806

）
6
月
自
跋
。
嘉
永
六

年
（1853

）
8
月
、
無
辺
散
人
（
黙
翁
）
序
。
嘉
永
7
年
初
刊
（
択
善
居
板
）。
安
政
元
年
（1854

）
12
月
再
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
金
右
衛
門
板
。
／
荻
生

徂
徠
の
『
鈐
録
』
を
参
照
し
、
多
く
林
子
平
作
『
海
国
兵
談
』
を
援
用
し
な
が
ら
、
己
の
体
験
・
見
聞
や
故
事
に
基
づ
く
自
説
も
交
え
、
特
に
、
馬
術
に
志

あ
る
「
小
禄
窮
士
」
の
者
が
馬
を
飼
う
秘
訣
を
述
べ
た
書
。

〈
諸
鳥
餌
養
〉
百
千
鳥
（
し
ょ
ち
ょ
う
じ
よ

う-

も
も
ち
ど
り

）
泉
花
堂
三
蝶
作
・
序
。
寛
政
11
年
（1

7
9
9

）
10
月
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。
／
飼
い
鳥
の
餌
の
製
法
や
餌
の
与
え

方
、
飼
い
鳥
の
養
生
や
治
療
な
ど
飼
育
全
般
を
述
べ
た
書
。
た
と
え
ば
餌
の
製
法
に
つ
い
て
、
米
の
粉
拵
え
様
、
摺
餌
青
味
、
水
を
飼
う
と
飼
わ
ざ
る
、
爪

切
り
様
、
篭
仕
立
て
、
羽
変
わ
り
の
事
な
ど
27
項
目
。
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【
科
学
（
化
学
・
物
理
・
理
学
）】（
収
録
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点
）

舎
密
局
必
携
（
前
篇
）（
せ
い
み
き
ょ

く
ひ
っ
け
い

）
上
野
彦
馬
（
季
渓
）
抄
訳
。
堀
江
公
粛
（
鍬
次
郎
・
忠
雍
・
松
潭
）
校
・
序
。 

文
久
2
年
（1

8
6
2

）
1
月
刊
記
。
文
久
2
年
9

月
、
堀
江
雍
（
公
粛
）
序
・
刊
。
文
溯
堂
蔵
板
。
［
津
］
伊
勢
屋
治
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
化
学
実
験
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
西
洋
の
諸
文
献
に
基
づ
き
主
要
元
素

の
「
稟
性
・
親
和
力
・
異
重
力
・
効
用
、
其
他
各
材
ノ
成
分
・
配
合
・
分
量
等
」
を
抄
訳
し
て
図
解
を
施
し
た
化
学
入
門
書
。
「
舎
密
」
は
蘭
語c

h
e
m
i
e

の
訳
語
（
化

学
の
意
）
。
当
時
最
先
端
の
科
学
史
の
一
資
料
。

硝
石
製
造
辨
・
作
焔
硝
製
造
方
（
し
ょ
う
せ
き
せ
い
ぞ
う
べ
ん
・
さ

く
え
ん
し
ょ
う
せ
い
ぞ
う
ほ
う

）
佐
藤
信
淵
（
椿
園
・
元
海
・
百
祐
）
作
。
嘉
永
7
年
（1

8
5
4

）
2
月
、
奎
文
老
人
序
。
嘉
永
7
年
7
月
刊
。

［
江
戸
］
和
泉
屋
半
兵
衛
板
。
／
火
薬
の
原
料
・
硝
石
製
造
法
の
技
術
書
。
住
居
の
床
下
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
土
か
ら
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
析
出
し
て
硝
石
を
製
造
す
る
「
古

土
法
」
と
、
藁
・
草
・
木
の
葉
に
石
灰
や
糞
尿
を
か
き
混
ぜ
た
土
を
硝
石
小
屋
に
積
み
上
げ
、
定
期
的
に
糞
尿
を
か
け
て
四
、
五
年
経
過
し
た
後
に
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を

抽
出
す
る
「
硝
石
丘
法
」
の
二
つ
を
多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
。

気
海
観
瀾
（
き
か
い
か

ん
ら
ん

）
青
地
林
宗
（
青
地
盈
・
芳
滸
）
作
。
篠
田
忠
元
（
順
）
校
。
文
政
8
年
（1

8
2
5

）
12
月
、
著
者
凡
例
。
文
政
10
年
7
月
、
桂
川
甫
賢
（
国
寧
・

桂
嶼
・
清
遠
）
序
・
刊
。
芳
滸
園
（
著
者
）
蔵
板
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
（
名
山
閣
）
売
出
。
／
日
本
で
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
本
格
的
な
物
理
学
・
気
象
学
書
。

著
者
が
翻
訳
し
た
蘭
書
『
格
物
綜
凡
』
（J

.
B
u
y
s
,
N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
 
S
c
o
o
l
b
o
e
k

（
物
理
学
教
科
書
）
』
（1

7
9
8

）
か
ら
「
気
性
」
関
連
を
抜
粋
・
編
集
。
体
性
、
引
力
、

気
重
、
窒
気
、
燃
気
、
光
、
色
、
音
、
風
、
越
列
吉
的
爾
（
エ
レ
キ
テ
ル
）
質
、
気
化
、
虹
、
暈
、
潮
汐
な
ど
全
40
項
目
。

慈
石
論
（
じ
し
ゃ

く
ろ
ん

）
石
井
磯
岳
（
光
致
・
磯
岳
亭
）
作
。
文
政
10
年
（1

8
2
7

）
10
月
作
・
刊
。
著
者
蔵
板
。
［
江
戸
］
千
鐘
房
（
須
原
屋
茂
兵
衛
）
売
出
。
／
中
国
の
文
献
等
に

よ
り
な
が
ら
磁
石
に
関
す
る
知
見
や
故
事
を
ま
と
め
、
そ
の
起
原
を
考
察
し
た
、
磁
石
に
関
す
る
本
邦
最
初
の
文
献
。
鉄
と
相
性
が
良
い
磁
石
が
太
陽
が
盛
ん
な
南
方
を
向
く

と
い
う
原
理
を
応
用
し
た
方
位
磁
針
等
。

　

■
第
63
巻
【
食
養
生
】（
収
録
2
点
）

摂
生
談
（
せ
っ
せ

い
だ
ん

）
近
藤
隆
昌
（
近
藤
明
・
泉
海
・
文
渓
）
作
。
文
化
12
年
（1

8
1
5

）
10
月
序
。
同
年
月
、
近
藤
隆
二
凡
例
・
跋
・
刊
。
［
大
阪
］
聞
喜
堂
ほ
か
蔵
板
。
本
書
以

前
の
数
多
く
の
養
生
書
の
中
か
ら
「
食
療
（
食
養
生
）
」
に
関
す
る
事
柄
を
選
ん
だ
も
の
。
全
二
巻
、
本
文
全
て
仮
名
交
じ
り
文
。
「
進
養
生
説
三
章
」
「
脾
胃
調
養
法
十
八
条
」
。

食
療
正
要
（
し
ょ
く
り
ょ

う
せ
い
よ
う

）
松
岡
玄
達
（
恕
庵･

成
章
・
怡
顔
斎
）
作
。
松
岡
典
（
定
庵
・
子
勅
）
校
。
明
和
5
年
（1768

）
3
月
、
滕
惟
寅
（
浅
井
図
南
）
序
。
明
和
6
年
1
月
、

中
山
玄
亨
（
蘭
渚
）
跋
。
明
和
6
年
9
月
刊
。［
大
阪
］
柳
原
喜
兵
衛
ほ
か
板
。
／
食
養
生
（
食
療
）
を
説
い
た
医
学
書
。
全
13
部434
項
の
食
品
に
つ
い
て
異
名
、
外
見
そ

の
他
の
特
徴
、
気
味
（
味
覚
や
毒
性
の
有
無
）、
主
治
（
効
能
）、
禁
忌
な
ど
を
詳
し
く
記
す
。

　

■
第
64
巻
【
料
理
・
近
代
家
政
】（
収
録
4
点
）

西
洋
衣
食
住
（
せ
い
よ
う
い

し
ょ
く
じ
ゅ
う

）（
2
種
）　

片
山
淳
之
介
（
福
沢
諭
吉
）
作
・
序
。
慶
応
3
年
（1

8
6
7

）
12
月
序
・
刊
。
［
江
戸
］
慶
應
義
塾
板
。
／
図
解
で
紹
介
（
三
部
構
成
）
。
「
衣

之
部
」
は
、
多
く
が
男
性
用
衣
服
で
、
用
途
・
形
状
・
素
材
、
ま
た
着
用
・
装
飾
の
心
得
等
に
も
言
及
。
「
食
之
部
」
は
、
最
小
限
の
食
事
マ
ナ
ー
や
饗
応
時
の
酒
に
つ
い
て

（61巻）

（62巻）

（63巻）
＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム
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4
も
触
れ
る
。
「
住
之
部
」
は
、
西
洋
人
の
身
嗜
み
や
、
室
内
の
土
足
や
ベ
ッ
ド
で
の
就
寝
な
ど
日
本
と
は
異
な
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
述
べ
、
末
尾
に
、
十
二
時
法
と
西
洋
時

計
の
見
方
を
説
明
。

万
宝
玉
手
箱
（
初
篇
）（
ば
ん
ぽ
う
た

ま
て
ば
こ

）
杉
田
成
卿
（
杉
田
信
・
梅
里
）
編
訳
・
序
。
安
政
5
年
1
月
自
序
。
安
政
5
年
2
月
作
・
刊
。
［
江
戸
］
天
真
楼
蔵
板
。
［
江
戸
］
山
城

屋
佐
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
海
外
の
著
作
の
中
か
ら
生
活
に
役
立
つ
「
簡
便
利
用
の
方
法
」
を
集
め
、
雑
多
な
備
忘
録
を
加
え
た
。
西
洋
の
科
学
的
知
識
を
活
用
し
た
生
活
上
の

工
夫
が
目
立
つ
。

〈
日
用
助
食
〉
竃
の
賑
ひ
（
竃
賑
）（
に
ち
よ
う
じ
ょ
し
ょ
く

-

か
ま
ど
の
に
ぎ
わ
い

）
大
蔵
永
常
編
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
］
石
井
佐
太
郎
ほ
か
板
。
／
主
と
し
て
都
会
で
そ
の
日
暮
ら
し
を
す
る
人
々

に
対
し
て
、
飢
饉
時
の
救
荒
食
、
特
に
米
や
雑
穀
や
野
菜
を
混
ぜ
た
「
か
て
飯
」
を
主
と
す
る
救
荒
食
の
作
り
方
や
効
能
そ
の
他
の
関
連
知
識
を
紹
介
し
た
書
。

〈
料
理
調
菜
〉
四
季
献
立
集
（
り
ょ
う
り
ち
ょ
う
さ
い-

し
き
こ
ん
だ
て
し
ゅ
う

）
秋
山
子
編･

序
。
天
保
7
年
4
月
序･

刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
ほ
か
板
。
／
初
心
者
に

も
分
か
り
や
す
く
四
季
料
理
の
献
立
と
調
理
法
を
解
説
し
た
料
理
書
。
二
汁
五
菜
、
鱠
之
部
、
酢
之
部
、
四
季
附
込
之
部
、
平
之
部
、
四
季
鉢
肴
、

丼
物
之
部
な
ど
、
調
理
法
や
諸
注
意
を
箇
条
書
き
で
簡
潔
に
記
す
。

　

■
第
65
巻
【
絵
画
（
入
門
書
）】（
収
録
1
点
）

画
筌
（
が
せ
ん

）
林
守
篤
（
魯
軒
）
編
・
序
。
正
徳
2
年
1
月
自
序
。
享
保
6
年
7
月
、
平
住
専
安
序
。
享
保
6
年
6
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
吉
兵
衛

ほ
か
板
。
／
絵
画
入
門
書
。
狩
野
派
秘
伝
の
暴
露
本
と
な
っ
た
が
、
絵
を
独
学
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
理
論
と
実
技
の
解
説
、
図
様
の
実
例
な
ど

が
懇
切
に
用
意
さ
れ
た
便
利
な
ハ
ウ
・
ツ
ー
本
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

　

■
第
66
巻
【
笑
話
・
小
咄
】（
収
録
4
点
）

時
勢
話
大
全
（
い
ま
よ
う
は
な

し
た
い
ぜ
ん

）
橘
香
亭
瓶
吾
作
・
序
。
髙
橋
栄
治
軒
書
。
安
永
6
年
（1777

）
1
月
刊
。［
大
阪
］
渋
川
久
蔵
板
。　

▽
絵
入
り
の
小

咄
集
。
大
半
が
半
丁
程
度
の
短
編
で
全
5
巻
に
50
話
を
収
録
。
小
咄
の
題
目
と
出
典
の
み
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
随
所
に
咄
本
の
広
告
を
掲
げ
る
。

早
説
法
、
旦
那
贔
屓
、
弥
陀
の
光
、
孝
行
臼
、
住
吉
詣
、
夜
明
の
山
葵
、
戎
膳
、
真
田
山
、
井
の
内
蛙
、
見
せ
大
根
、
等
。

し
み
の
す
み
か
物
語
（
し
み
の
す
み
か

も
の
が
た
り

）
石
川
雅
望
（
六
樹
園
・
宿
屋
飯
盛
・
蛾
術
斎
）
作
・
序
。
司
馬
江
南
（
伋
）
画
。
享
和
2
年
（1802

）
8
月
、
大
邨
詡
（
周
斎
）
序
。

文
化
元
年
1
月
、
朝
田
保
清
跋
。
文
化
2
年
（1805

）
春
刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
板
。　

▽
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
風
の
擬
古
文
・
平
安
説
話
集
風
の
雅
文
で
書
か
れ

た
笑
話
集
。
当
時
の
題
材
の
他
、
中
国
説
話
集
や
漢
文
笑
話
集
か
ら
も
着
想
を
得
た
話
か
ら
な
る
。
上
下
二
巻
、
合
計
55
話
。
色
好
の
男
簾
の
際
よ
り
女
を
み
る
事
、
丹
後
国

の
痴
人
竜
宮
に
行
た
る
事
、
等
。

奇
談
新
編
（
き
だ
ん
し

ん
ぺ
ん

）
淡
山
子
作
。
紀
洋
子
、
髙
村
幹
斎
補
。
天
保
13
年
（1842

）
5
月
、
三
橋
子
序
・
刊
。［
江
戸
］
松
濤
館
蔵
板
。［
大
阪
］
象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
売
出
。

　

▽
長
短
含
む
49
話
か
ら
成
る
漢
文
笑
話
集
。
独
創
の
み
で
な
く
和
書
や
漢
籍
か
ら
の
翻
案
も
多
く
、
著
述
と
編
訳
が
相
互
に
混
じ
り
合
っ
た
日
中
混
成
作
品
。
種
々
の
奇
談

に
潜
む
寓
意
を
読
み
取
る
こ
と
を
読
者
に
促
す
。

古
今
秀
句
落
し
噺
（
こ
こ
ん
し
ゅ
う
く

お
と
し
ば
な
し

）
景
斎
英
寿
（
二
代
目
一
筆
庵
・
一
筆
斎
・
吉
泉
子
）
作
。
弘
化
元
年
（1844

）
春
、
渓
斎
英
泉
（
一
筆
庵
・
楓
川
市
隠
）
序
・
刊
。［
江

戸
］
本
屋
又
助
板
。　

▽
古
今
の
秀
句
を
題
材
に
し
た
短
編
笑
話
集
（
咄
本
）。
い
ず
れ
も
最
後
に
落
ち
を
付
け
る
小
咄
で
、半
丁
程
度
の
短
文
か
ら
数
丁
に
及
ぶ
長
文
も
あ
る
。

富
士
、
梅
見
、
桜
、
吉
原
、
松
竹
梅
、
骸
骨
、
大
晦
日
、
夕
立
、
等
15
話
。

　

■
第
67
巻
【
物
産
】（
収
録
2
点
）

広
益
国
産
考
（
こ
う
え
き
こ

く
さ
ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
（
黄
葉
園
主
人
）
作
。
天
保
15
年
（1844

）
1
月
作
。
安
政
6
年
（1859

）
9
月
初
刊
。［
大
阪
］
豊
田
屋
宇
左
衛
門
ほ
か
後
印
。　

▽
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
農
学
者
の
集
大
成
的
農
書
で
、
諸
国
特
産
品
や
加
工
品
の
知
識
技
術
、
農
業
経
済
上
の
心
得
等
を
多
く
の
図
版
を
交
え
記
す
。
全
8
巻
。
最
も
詳
細

な
農
書
と
し
て
影
響
は
近
代
以
降
ま
で
及
ん
だ
。
国
産
を
拵
ふ
る
心
得
の
辨
、
杉
の
木
仕
立
方
の
事
、
土
地
風
気
の
辨
、
莚
を
織
る
指
南
、
蕨
、
醤
油
、
木
綿
、
養
蚕
、
蜂
を

畜
て
蜜
を
と
る
事
、
農
家
の
益
と
な
る
べ
き
植
物
の
事
、
等
。

国
産
考
（
こ
く
さ

ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
作
。
松
川
半
山
画
。
天
保
13
年
（1842

）
3
月
刊
。［
京
都
］
丸
屋
善
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
前
掲
書
に
先
立
っ
て
冒
頭
2
巻
の
み
を
刊
行
し
た
も

の
。
本
文
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
表
紙
・
巻
頭
・
巻
末
な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て
抄
録
。

　

■
第
68
巻
【
歌
謡
】（
収
録
7
点
）

大
津
絵
婦
志
（
お
お
つ

え
ぶ
し

）
一
荷
堂
半
水
（
情
夫
・
狭
川
峯
二
・
佐
川
峯
二
）
作
・
画
。
安
政
年
間
（1854-59

）
刊
。［
大
阪
］
板
元
不
明
。　

▽
三
味
線
の
調
子
を
派
手
で
陽

（64巻）

（65巻）

（66巻）

（67巻）
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5
気
な
二
上
り
で
歌
う
単
純
簡
潔
な
俗
曲
、
当
時
の
流
行
歌
・
戯
歌
で
あ
っ
た
大
津
絵
節
を
半
丁
に
1
曲
ず
つ
収
め
挿
絵
を
添
え
た
も
の
。
よ
し
原
言
葉
、
降
物
づ
く
し
、
梅
と

月
の
色
事
、
江
戸
歌
づ
く
し
、
な
に
や
ら
の
名
よ
せ
、
天
神
ま
つ
り
、
な
ど
27
曲
。

ど
ゞ
い
つ
図
会
（
ど
ど
い

つ
ず
え

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
（
古
久
我
・
萩
原
乙
彦
・
歌
沢
能
六
斎
・
金
竜
山
人
・
鈴
亭
）
作
・
序
。
歌
川
国
郷
（
立
川
国
郷
・
立
川
斎
）
画
。
文
久
2
年

（1862
）
3
月
、
松
島
庵
主
人
序
・
刊
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
俗
謡
（
都
々
逸
）
集
。
前
半
部
に
情
歌
48
曲
の
他
約
70
曲
、
後
半
部
に
小
編
の
三
味
線
声
曲
集
等
約
30

曲
を
収
録
。
上
方
唄
、
清
元
節
、
常
磐
津
節
な
ど
の
流
派
や
、
本
調
子
、
二
上
り
、
三
下
り
と
い
っ
た
三
味
線
調
弦
法
も
付
記
す
る
。

〈
調
子
附
替
唄
入
〉
端
唄
独
稽
古
（
ち
ょ
う
し
づ
け
か
え
う
た
い

り-

は
う
た
ひ
と
り
げ
い
こ

）
光
盛
舎
作
丸
編
・
序
。
光
斎
（
歌
川
芳
盛
・
一
光
斎
・
さ
く
ら
坊
）
画
。
安
政
3
年
（1856

）
4
月
、
夏
自
序
・
刊
。

刊
行
者
不
明
。　

▽
「
光
盛
連
」
と
称
す
る
端
唄
連
を
主
と
し
、
編
者
自
身
も
含
む
十
数
名
の
作
品
を
集
め
た
端
唄
集
。
作
品
毎
に
作
者
名
や
住
所
を
記
す
（
江
戸
橋
て
つ
、

桜
川
我
幸
、
上
広
光
盛
連
よ
ね
丸
、
等
）。

哇
節
用
集
（
は
う
た
せ
つ

よ
う
し
ゅ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
（
作
丸
）
画
。
光
斎
書
。
初
編
：
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
。
二
編
：
安
政
4
年
春
、

金
竜
山
人
序
。［
江
戸
］刊
行
者
不
明
。　

▽
女
子
用
往
来
や
女
用
文
章
に
頻
出
す
る
名
歌
や
そ
の
他
の
記
事
、消
息
例
文
等
に
端
唄
や
都
々
逸
を
盛
り
込
ん
で
編
ん
だ
パ
ロ
デ
ィ
・

戯
文
集
。
ち
ら
し
文
の
か
き
や
う
、
年
中
用
文
章
書
様
替
唱
（
夜
ざ
く
ら
、
夏
は
両
国
、
萩
桔
梗
、
枯
野
、
等
）、
七
小
町
詠
歌
度
独
逸
、「
哇
（
は
う
た
）」
と
い
う
名
称
の
由
来
、

等
。

は
う
た
用
ぶ
ん
章
（
は
う
た
よ
う

ぶ
ん
し
ょ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
画
。
光
斎
書
。
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
・
刊
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
前
掲
書
の
前
半
部
（
初
編
）
の
み
を
抜
粋
し
た
改
題
本
。
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
た
め
、
冒
頭
部
と
末
尾
の
み
を
収
録
。

は
う
た
手
お
ど
り
稽
古
本
（
は
う
た
て
お
ど

り
け
い
こ
ぼ
ん

）
十
返
舎
一
九
作
・
序
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
カ
］
ま
つ
金
板
。　

▽
端
唄
踊
り
の
舞
踊
法
を
図
解

し
た
教
則
本
。
割
注
形
式
で
仕
草
・
動
き
の
略
注
と
図
解
を
添
え
、
曲
毎
（
全
11
曲
）
に
衣
装
の
色
を
変
え
て
見
や
す
く
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

新
ぱ
ん
は
う
た
お
ど
り
ひ
と
り
げ
ゐ
こ
（
し
ん
ぱ
ん
は
う
た
お

ど
り
ひ
と
り
げ
い
こ

）
歌
川
芳
晴
（
一
寿
斎
・
一
梅
斎
・
朝
香
楼
・
芳
春
）
画
。
江
戸
後
期
刊
。
刊
行

者
不
明
。
▽
前
掲
書
と
類
似
の
端
唄
踊
り
の
教
則
本
だ
が
、
こ
ち
ら
は
舞
踊
の
図
解
を
中
心
に
大
き
く
掲
げ
、
よ
り
詳
細
に
説
明
。
本
文
末
尾
で

舞
踊
稽
古
の
秘
訣
も
助
言
す
る
。
や
ま
が
ゑ
り
、
あ
だ
な
ゑ
が
ほ
、
一
と
よ
を
は
り
、
の
ぼ
り
く
だ
り
、
一
と
よ
あ
く
れ
ば
、
の
5
曲
。

　

■
第
69
巻
【
教
育
・
学
問
】（
収
録
4
点
）

物
覚
早
伝
授
（
も
の
お
ぼ
え
は

や
で
ん
じ
ゅ

）
呉
門
先
生
作
。
久
保
田
雲
亭
校
。
山
本
一
馬
・
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
明
和
2
年
（1765

）
3
月
、
山
本
一
馬
序
。

明
和
8
年
秋
、
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
作
者
伝
授
の
種
々
の
記
憶
法
を
記
し
た
書
。
後
篇
予
告
あ
る
が
未
刊
。
本
書
の
記
憶
術

は
卑
賤
な
が
ら
極
め
て
実
用
的
と
述
べ
、
具
体
的
な
記
憶
術
を
展
開
。
擬
託
法
（「
学
而
」
を
「
字
を
書
く
」
と
借
転
）、
種
子
法
（
一
二
三
四
等

の
順
序
を
記
憶
の
よ
す
が
と
す
る
）、
器
物
験
証
、
心
法
、
無
形
有
形
、
源
氏
験
証
等
12
項
目
。

間
合
早
学
問
（
後
編
）（
ま
に
あ
わ
せ
は
や
が

く
も
ん
・
こ
う
へ
ん

）
大
江
玄
圃
（
久
川
靱
負
・
大
江
資
衡
・
穉
圭
）
作
。
近
藤
正
信
（
国
宝
）
校
。
藤
応
挙
（
仲
選
）
訂
。

安
永
2
年
（1773

）
2
月
自
序
・
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
新
治
郎
板
。
▽
漢
学
入
門
者
の
た
め
に
仮
名
書
き
で
学
問
の
要
点
を
記
し
た
『
間
合
早

学
問
』（
同
作
者
・
明
和
3
・1766

／
本
文
庫
51
巻
所
収
）
の
後
編
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
。「
…
唐
土
代
々
の
事
を
委
く
記
し
…
詩
の
作
り
や
う
、

平
仄
・
韻
字
の
押
や
う
、
書
家
の
心
得
…
画
賛
の
仕
や
う
…
朱
青
墨
印
肉
の
拵
や
う
秘
伝
…
を
詳
に
あ
ら
は
し
、
い
か
な
る
無
学
の
人
々
も
、
な

ら
わ
う
し
て
忽
ち
学
者
と
な
り
玉
ふ
…
」

一
覧
博
識
（
い
ち
ら
ん

は
く
し
き

）
茹
蘆
山
人
作
・
序
。
安
永
9
年
（1780

）
10
月
初
刊
。
文
化
9
年
（1812

）
7
月
求
板
。［
江
戸
］
永
楽
屋
西
四
郎
求
板
。　

▽
漢
学
入
門
者
に
経
書

や
関
連
の
初
歩
的
知
識
を
記
し
た
書
。
基
本
的
な
儒
教
経
典
・
十
三
経
（
易
経
・
書
経
・
詩
経
・
三
礼
〔
周
礼
・
礼
記
・
儀
礼
〕・
春
秋
三
伝
〔
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
〕・

論
語
・
孝
経
・
孟
子
・
爾
雅
）
や
中
国
歴
代
の
正
史
・
二
十
一
史
、
六
経
、
文
章
や
詩
の
諸
体
等
。

文
教
温
故
（
ぶ
ん
き
ょ

う
お
ん
こ

）
山
崎
美
成
作
・
序
。
文
政
11
年
（1828

）
1
月
序
、
同
年
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
庄
二
郎
ほ
か
板
。　

▽
初
学
者
の
た
め
に
学
問
の
要
諦
や
心
得
を
体

系
的
に
述
べ
た
書
。
い
ず
れ
も
故
実
や
典
拠
を
逐
一
提
示
・
引
用
し
つ
つ
計
10
章
68
項
に
つ
い
て
概
説
。
文
学
、
学
校
、
経
籍
、
訓
点
、
読
法
、
文
字
、
文
章
、
詩
賦
、
和
歌
、

印
板
の
分
類
。

　

■
第
70
巻
【
人
物
辞
典
】（
収
録
1
点
）

〈
古
今
評
論
〉
早
引
人
物
故
事
（
こ
こ
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん-

は

や
び
き
じ
ん
ぶ
つ
こ
じ

）
川
関
惟
充
（
川
関
楼
・
琴
川
）
編
・
序
。
享
和
2
年
（1802

）
1
月
自
序
。
文
政
8
年
（1825

）
2
月
刊
。［
大
阪
］

河
内
屋
茂
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
神
代
か
ら
近
世
ま
で
、
外
国
人
や
伝
説
上
も
含
む
約1800

人
を
収
録
し
た
イ
ロ
ハ
引
き
日
本
人
物
辞
典
。
耳
慣
れ
た
読
み
方
で
童
蒙
の
引
き

や
す
さ
を
重
視
、
例
え
ば
、
人
名
第
一
音
と
訓
読
（
よ
み
ご
え
）
の
音
数
で
引
く
、「
伊
勢
」
な
ら
「
い
・
二
」、「
和
泉
」
な
ら
「
い
・
三
」
等
。

（68巻）

（69巻）
（70巻）

＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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■
第
71
巻
【
戯
文
】（
収
録
16
点
）

〈
新
ぱ
ん
お
ど
け
〉
商
売
往
来
（
し
ん
ぱ
ん
お
ど
け-

し
ょ
う
ば
い
お
う
ら
い

）
＊
立
田
土
瓶
作
。
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
本
屋
安
兵
衛
（
松
栄
堂
）
板
。　

▽
『
商
売
往
来
』（
元
禄

7
・1694
年
）
に
倣
っ
た
戯
文
で
、
遊
女
の
心
得
や
通
用
の
語
句
を
書
き
記
し
た
準
往
来
物
。

厄
払
ひ
商
売
往
来
（
や
く
ば
ら
い-

し
ょ

う
ば
い
お
う
ら
い

）
＊
立
田
土
瓶
作
。
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
本
屋
安
兵
衛
（
松
栄
堂
）
板
。　

▽
鼈
甲
屋
・
筆
屋
・
豆
腐
屋
・
紺
屋
・
張

形
屋
・
人
形
屋
を
題
材
に
、
除
災
招
福
の
趣
き
を
七
五
調
で
綴
っ
た
6
項
の
戯
文
。

〈
お
ど
け
て
い
き
ん
〉
道
楽
往
来
（
お
ど
け
て
い
き
ん-

ど
う
ら
く
お
う
ら
い

）
＊
華
山
亭
呼
升
作
。
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
『
商
売
往
来
』
に
な
ら
っ
て
道
楽
者

の
生
涯
を
書
き
記
し
戒
め
と
し
た
戯
文
。
幼
少
の
頃
よ
り
悪
行
の
限
り
を
尽
く
し
て
手
習
い
学
問
に
は
身
を
入
れ
ず
、
親
や
師
匠
の
異
見
は
聞
か
ず
、
奉
公
先

で
も
全
く
勤
ま
ら
ず
、
成
人
す
る
に
及
ん
で
さ
ら
に
遊
興
に
耽
っ
た
成
れ
の
果
て
を
示
す
。

〈
大
坂
色
里
名
寄
づ
く
し
〉
京
名
所
か
へ
文
章
（
な
に
わ
い
ろ
ざ
と
な
よ
せ
づ
く
し-

き
ょ
う
め
い
し
ょ
か
え
ぶ
ん
し
ょ
う

）
＊
十
扁
舎
一
九
（
世
系
不
詳
）
カ
／
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
本
屋
安
兵
衛
（
松

栄
堂
）
板
。　

▽
京
都
の
由
来
や
京
周
辺
の
名
所
旧
跡
を
紹
介
す
る
『
京
名
所
（
洛
陽
往
来
・
都
往
来
・
都
巡
と
も
）』
の
文
章
に
似
せ
て
新
町
遊
廓
を
始
め
と

す
る
大
坂
の
遊
廓
と
遊
里
風
俗
を
記
し
た
戯
文
。

滑
稽
道
外
案
文
（
こ
っ
け
い
ど
う

け-

あ
ん
も
ん

）
鼻
山
人
（
細
河
並
輔
・
東
里
山
人
）
作
。
松
亭
金
水
（
中
村
経
年
・
保
定
・
金
水
道
人
）
序
。
渓
斎
英
泉
（
池
田
善
次
郎
・
池

田
義
信
・
一
筆
庵
可
候
・
楓
川
市
隠
）
画
。
江
戸
後
期
（
文
化
頃
）
刊
。［
江
戸
］
玉
泉
堂
（
布
袋
屋
市
兵
衛
）
板
。　

▽
『
附
会
案
文
』（
享
和
4
・1804

年
）

を
模
倣
し
た
滑
稽
本
。
奇
抜
な
題
材
で
綴
っ
た
戯
文
で
あ
る
。「
書
札
妙
智
力
難
文
」
と
「
諸
用
附
会
奇
妙
案
文
」
の
二
部
か
ら
な
り
、
前
者
は
冒
頭
に
絵
目
録

を
掲
げ
た
18
通
、
後
者
は
22
通
を
収
録
、
本
文
の
途
中
に
著
者
が
士
農
工
商
別
に
詠
ん
だ
狂
歌
4
首
も
掲
げ
る
。
数
種
の
異
板
が
あ
る
が
、
本
巻
に
は
『
滑
稽

道
外
案
文
』『
ど
う
け
用
文
』
の
2
種
を
収
録
。

虫
三
ヶ
仲
間
洗
濯
所
え
願
出
（
む
し
さ
ん
か
な
か
ま
せ
ん

た
く
し
ょ
へ
ね
が
い
で

）
＊
桂
文
治
カ
／
江
戸
後
期
（
天
保
頃
カ
）
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
表
紙
に
擬
人
化
し
た
蚊
・
蚤
・
虱

の
三
者
に
対
す
る
「
洗
濯
所
」
の
申
し
渡
し
風
景
を
描
く
、
虫
三
ケ
仲
間
に
対
す
る
洗
濯
所
の
申
し
渡
し
「
洗
濯
所
よ
り
御
申
出
し
の
事
」
と
、
そ
れ
に
対
す

る
「
乍
恐
奉
願
上
候
三
ヶ
仲
間
よ
り
口
上
書
」
の
二
通
か
ら
成
る
戯
文
。
自
ら
の
不
埒
を
人
間
の
迫
害
な
ど
に
責
任
転
嫁
す
る
滑
稽
な
戯
文
に
作
る
。

い
た
づ
ら
も
の
製
薬
種
（
い
た
ず
ら
も
の

せ
い
や
く
し
ゅ

）
作
者
不
明
／
江
戸
後
期
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
「（
石
見
）
銀
山
御
薬
種
よ
り
鼠
共
人
御
申
出
之
事
（
鼠
共
え
申

渡
し
の
事
）」
と
「
鼠
仲
間
よ
り
願
ひ
出
る
事
（
鼠
共
奉
申
上
候
口
上
書
）」
の
二
通
の
書
状
形
式
で
綴
っ
た
戯
文
。
前
者
は
石
見
銀
山
製
薬
所
か
ら
鼠
共
仲
間

宛
の
文
書
で
、
鼠
ど
も
が
迷
惑
千
万
で
、
ま
す
ま
す
不
埒
な
働
き
を
な
す
の
で
、
慎
ま
な
け
れ
ば
毒
薬
（
砒
素
）
で
皆
殺
し
に
す
る
と
言
い
渡
す
。
そ
れ
に
対
す
る
後
者
は
、
鼠
仲
間
惣
代
か
ら
石
見
銀
山
製
薬
所

宛
の
文
書
で
、
鼠
達
が
置
か
れ
た
食
糧
難
の
窮
状
と
事
情
を
訴
え
、
己
の
正
当
性
を
主
張
し
、
今
後
は
善
良
な
福
鼠
に
な
る
べ
く
努
力
す
る
の
で
鼠
を
根
絶
や
し
に
す
る
毒
殺
を
中
止
し
て
欲
し
い
と
訴
え
る
。

乍
恐
奉
願
ひ
上
候
魚
仲
間
よ
り
返
答
書 

ほ
か
（
お
そ
れ
な
が
ら
ね
が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ

う
ろ
う-

う
お
な
か
ま
よ
り
へ
ん
と
う
が
き

）
＊
立
田
土
瓶
作
。
長
秀
画
。
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
本
屋
安
兵
衛
（
松
栄
堂
）
板
。　

▽
「
魚
仲
間
返
答
書
」
と
「
青
物
仲

間
口
上
書
」
の
二
種
を
収
録
。
前
者
は
魚
介
類
が
人
間
を
養
う
重
要
な
食
物
で
あ
り
、
人
間
生
活
と
い
か
に
密
接
で
あ
る
か
を
述
べ
、
魚
仲
間
を
重
視
し
て
欲
し
い
と
訴
え
、
後
者
は
青
物
が
日
々
三
度
の
食
事
に

不
可
欠
で
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍
す
る
な
ど
、
青
物
仲
間
を
上
位
に
位
置
づ
け
る
よ
う
懇
願
。
魚
仲
間
と
青
物
仲
間
の
対
立
を
題
材
に
し
た
戯
文
。

〈
青
物
づ
く
し
・
く
ち
あ
い
〉
奉
公
人
請
状
之
事 

ほ
か
（
あ
お
も
の
づ
く
し-

く
ち
あ
い-

ほ

う
こ
う
に
ん
う
け
じ
ょ
う
の
こ
と

）
＊
梅
翁
作
。
江
戸
後
期
刊
。［
大
阪
］
本
屋
栄
次
郎
板
。
▽
奉
公
人
請
状
と
宗
旨
手
形
を
模
し
た
二
通
か
ら
成
る
戯
文
。
第

一
通
は
、
松
茸
屋
志
免
治
郎
に
対
し
て
奈
良
漬
屋
瓜
四
郎
が
奉
公
人
ふ
き
の
身
元
を
保
証
す
る
形
式
の
請
状
と
し
て
書
か
れ
、
文
面
に
多
彩
な
青
物
類
を
盛
り
込
む
。
第
二
通
は
、
文
中
に
多
く
の
魚
類
の
名
称
を

織
り
込
ん
で
綴
っ
た
宗
旨
手
形
風
の
戯
文
で
、
全
文
に
地
口
や
も
じ
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
百
人
一
首
〉
地
口
絵
手
本
（
ひ
ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ

-

じ
ぐ
ち
え
て
ほ
ん

）
梅
亭
樵
父
作
・
序
・
画
。
江
戸
後
期
刊
。
刊
行
者
不
明
（［
名
古
屋
］
東
壁
楼
の
書
籍
広
告
付
）
▽
『
小
倉
百
人
一
首
』
の
下
の
句
の
み
を
掲
げ
、
そ
れ
を
も
じ
っ

た
地
口
と
挿
絵
を
掲
げ
た
も
の
。

道
戯
百
人
一
首
（
ど
う
け
ひ
ゃ
く

に
ん
い
っ
し
ゅ

）
山
東
京
伝
（
岩
瀬
醒
・
北
尾
政
演
・
醒
斎
・
菊
亭
主
人
）
編
・
序
。
享
和
4
年
（1804
）
初
刊
。
江
戸
後
期
後
印
。[

江
戸]

鶴
屋
喜
右
衛
門
（
仙
鶴
堂
）
板
（
序
文
）。　

▽
歌

舞
伎
の
道
化
方
が
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
滑
稽
味
を
主
と
す
る
狂
歌
を
集
め
た
異
種
百
人
一
首
。
本
書
を
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
小
倉
山
の
百
首
の
翻
案
」
と
も
じ
り
と
し
、こ
れ
が
道
化
方
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
『
道

化
百
人
一
首
』
と
称
し
た
も
の
。
巻
頭
に
「
職
人
八
景
」
と
題
し
た
狂
歌
8
首
と
挿
絵
を
掲
げ
る
。

ど
う
け
百
人
一
首
（
ど
う
け
ひ
ゃ
く

に
ん
い
っ
し
ゅ

）
作
者
不
明
／
文
化
5
年
（1808

）
刊
。[

江
戸]

和
泉
屋
市
兵
衛
板
。　

▽
前
掲
『
道
戯
百
人
一
首
』
と
同
様
に
、
滑
稽
主
体
の
狂
歌
集
・
異
種
百
人
一
首
。
江
戸
前
期
か
ら

伝
わ
る
『
道
外
百
人
一
首
』
の
改
編
本
と
思
わ
れ
る
。
本
文
は
、
半
丁
四
コ
マ
の
枡
目
に
挿
絵
を
添
え
て
100
首
を
収
録
す
る
。
ま
た
巻
頭
に
三
夕
の
和
歌
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
異
本
の
江
戸
後
期
（「
安
政
六
年
」

の
書
き
入
れ
あ
り
）
刊
『
道
外
百
人
一
首
』（
柱
題
「
ど
う
け
百
人
」）
も
収
録
し
た
が
、
巻
頭
の
和
歌
と
挿
絵
が
全
く
異
な
る
う
え
、
本
文
に
も
種
々
異
同
が
見
ら
れ
る
。

道
外
三
十
六
歌
仙
・
新
撰
な
ぞ
づ
く
し
（
ど
う
け
さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か

せ
ん-

し
ん
せ
ん
な
ぞ
づ
く
し

）
作
者
不
明
。
江
戸
後
期
（
天
保
頃
）
刊
。[

江
戸]

山
口
屋
藤
兵
衛
板
。
▽
三
十
六
歌
仙
に
見
立
て
て
、
和
歌
三
神
・
六
歌
仙
・
三
十
六
歌
仙
・

中
古
三
十
六
歌
仙
・
小
倉
百
人
一
首
・
女
房
三
十
六
歌
仙
か
ら
任
意
に
選
ん
だ
和
歌
36
首
を
も
じ
っ
た
狂
歌
集
。
頭
書
に
76
題
の
謎
か
け
集
を
掲
げ
る
。

（71巻）＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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笑
艸
三
十
六
歌
仙
（
わ
ら
い
ぐ
さ
さ
ん

じ
ゅ
う
ろ
っ
か
せ
ん

）
作
者
不
明
／
江
戸
後
期
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
。『
小
倉
百
人
一
首
』
等
の
和
歌
を
も
じ
っ
た

狂
歌
を
半
丁
六
首
ず
つ
、合
計
36
首
を
収
録
し
た
青
色
刷
の
小
冊
子
。
本
文
等
に
挿
絵
は
な
い
が
、上
巻
表
紙
に
衣
冠
姿
の
歌
人
を
描
く
。

馬
鹿
三
人
酒
づ
く
し
き
や
う
く
ん
（
ば
か
さ
ん
に
ん
さ
け

づ
く
し
き
ょ
う
く
ん

）
作
者
不
明
／
江
戸
後
期
刊
。[

江
戸]

三
ツ
木
板
。　

▽
『
小
倉
百
人
一
首
』

等
の
和
歌
を
題
材
に
、
三
十
六
歌
仙
に
見
立
て
て
も
じ
っ
た
狂
歌
を
集
め
た
も
の
。
刷
表
紙
に
三
人
の
馬
鹿
者
を
描
い
た
小
冊
子
。
い

ず
れ
も
飲
酒
に
因
ん
だ
滑
稽
な
狂
歌
ば
か
り
36
首
を
挿
絵
と
共
に
掲
げ
る
。。

〈
通
客
必
用
〉
算
法
珍
書
（
つ
う
き
ゃ
く
ひ
つ
よ
う

-

さ
ん
ぽ
う
ち
ん
し
ょ

）
洒
落
斎
唐
人
（
柳
川
春
三
・
喫
霞
楼
仙
客
・
喫
霞
仙
人
）
作
・
校
・
序
。
鼓
腹
庵
狸
友
校
。

明
治
元
年
（1868
）
12
月
、ゆ
め
の
や
桜
痴
（
福
地
桜
痴
・
福
地
源
一
郎
）
序
。
明
治
2
年
春
刊
。[

東
京]

上
州
屋
惣
七
（
中
外
堂
）
板
。

　

▽
書
名
は
和
算
書
『
算
法
新
書
』
の
も
じ
り
で
、
ど
の
問
題
も
戯
文
で
珍
問
を
31
題
掲
げ
る
が
、
単
な
る
戯
文
に
止
ま
ら
ず
、
文
明

開
化
期
の
社
会
に
お
け
る
皮
肉
や
諷
刺
が
随
所
に
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
我
国
最
初
の
西
洋
数
学
者
」
た
る
著
者
に
よ
る
「
維
新
革
命
に

際
し
て
、
稀
に
見
る
所
の
、
最
も
ナ
ン
セ
ン
ス
味
あ
る
一
数
学
書
」（
小
倉
金
之
助
）
と
評
さ
れ
る
。

　

■
第
72
巻
【
故
事
・
俗
説
】（
収
録
2
点
）

本
朝
俗
談
正
誤
（
ほ
ん
ち
ょ
う
ぞ

く
だ
ん
せ
い
ご

）
作
者
不
明
。
元
禄
3
年
（1690

）
8
月
序
。
元
禄
4
年
7
月
刊
。［
京
都
］
書
林
（
某
）
板
。　

▽
俚
諺
・

伝
承
・
俗
説
等
の
典
拠
や
そ
の
正
誤
を
改
め
た
書
。
寛
永
年
間
に
「
伊
東
氏
某
左
近
将
監
某
」
が
童
蒙
に
示
し
た
教
訓
書
を
平
易
な
仮

名
書
き
の
俗
文
に
改
め
た
も
の
で
、
合
計
70
話
を
収
録
す
る
。
諸
説
の
正
誤
を
改
め
荒
唐
無
稽
な
俗
説
を
否
定
し
、
多
く
出
典
等
を
明

記
す
る
な
ど
考
証
的
態
度
で
記
述
す
る
。

和
漢
故
事
談
（
わ
か
ん
こ

じ
だ
ん

）
挙
扇
堂
静
栄
作
。
宝
永
元
年
（1704
）、
昌
陽
軒
序
。
寛
延
元
年
（1748

）
11
月
求
板
。［
京
都
］
岡
権
兵
衛
板
。　

▽
和
漢
の
諸
書
か
ら
種
々
の

故
事
・
奇
談
・
善
事
等
、
合
計
279
話
を
集
め
て
解
説
し
、
出
典
を
示
し
た
書
。。
宝
永
1
年
5
月
刊
『
和
語
連
珠
集
』（［
京
都
］
島
崎
忠
兵
衛
ほ
か
板
）
の
求
板
改
題
本
。

　

■
第
73
巻
【
仏
教
】（
収
録
4
点
）

八
宗
伝
来
集
（
は
っ
し
ゅ
う
で

ん
ら
い
し
ゅ
う

）
作
者
不
明
。
正
保
四
年
（1647

）
11
月
刊
。［
京
都
］
平
田
半
左
衛
門
板
。　

▽
日
本
に
伝
来
し
た
仏
教
の
八
宗
派
、
す
な
わ
ち
、
南
都
六
宗
の

法
相
宗
・
三
論
宗
・
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
律
宗
・
華
厳
宗
と
、
平
安
二
宗
の
天
台
宗
・
真
言
宗
が
日
本
に
伝
播
し
た
経
緯
や
諸
宗
の
概
要
を
問
答
形
式
で
記
し
た
書
。
鎌
倉
新

仏
教
で
あ
る
禅
宗
・
浄
土
宗
・
日
蓮
宗
・
時
宗
の
成
立
・
展
開
・
本
地
（
本
山
）
等
も
述
べ
る
。

仏
道
問
答
（
ぶ
つ
ど
う

も
ん
ど
う

）
智
韶
作
。
亮
融
（
豁
堂
）
跋
。
享
保
6
年
（1721

）
閏
7
月
作
。
文
政
11
年
（1828

）、
松
平
定
常
（
池
田
定
常
・
池
田
冠
山
・
不
軽
居
士
・
君
倫
）
序
・

刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
問
答
形
式
で
仏
道
や
修
行
の
あ
ら
ま
し
全
12
問
に
つ
い
て
説
い
た
書
。
仏
道
修
行
の
根
本
は
信
心
で
あ
る
と
諭
ず
る
。

仏
道
手
引
草
（
ぶ
つ
ど
う
て

び
き
ぐ
さ

）
大
賢
鳳
樹
（
石
竜
道
人
・
芻
狗
子
）
作
。
文
政
2
年
（1819
）
8
月
作
。
文
政
3
年
3
月
、
木
雞
敬
序
・
刊
。［
仙
台
］
輪
王
蔵
板
。［
江
戸
］
和

泉
屋
庄
次
郎
製
本
。　

▽
和
漢
の
諸
書
を
参
酌
し
つ
つ
仏
教
の
歴
史
や
仏
教
史
上
の
人
物
故
事
、
ま
た
仏
教
の
根
本
教
義
を
平
易
に
説
い
た
も
の
。。

不
思
議
問
答
（
ふ
し
ぎ
も

ん
ど
う

）
翫
山
作
・
序
。
東
南
画
。
天
保
13
年
（1842

）
序
・
刊
。［
京
都
］
中
尾
三
衛
門
ほ
か
板
。
▽
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
人
物
や
二
地
域
で
や
り
と
り
さ
れ

る
問
答
や
問
答
歌
の
形
式
で
綴
っ
た
絵
入
り
の
通
俗
教
訓
書
。
仏
説
由
来
の
言
説
に
止
ま
ら
ず
、
教
訓
的
な
戯
文
も
多
く
含
む
。

　

■
第
74
巻
【
農
業
】（
収
録
5
点
）

除
蝗
録
（
じ
ょ
こ

う
ろ
く

）
大
蔵
永
常
（
黄
葉
園
）
作･

跋
。
長
谷
川
雪
旦
（
宗
秀
・
一
陽
庵
・
岩
岳
斎
）
画
。
文
政
9
年
（1826

）
1
月
、
奥
山
翼
序
。
文
政
9
年
2
月
、
黄
葉
園
跋
。

文
政
9
年
3
月
、
佐
藤
担
（
一
斎
）
序
・
刊
。［
江
戸]

黄
葉
園
（
著
者
）
蔵
板
。　

▽
農
薬
に
よ
る
害
虫
駆
除
法
を
説
い
た
最
初
の
文
献
で
、
凶
作
の
主
要
因
で
あ
る
害
虫

特
に
ウ
ン
カ
（
浮
塵
子
）
の
駆
除
に
鯨
油
が
効
果
的
な
こ
と
を
述
べ
、
鯨
油
の
使
用
方
法
な
ど
を
論
じ
た
農
書
。
作
者
は
既
に
『
老
農
茶
話
』
や
『
豊
稼
録
』
で
害
虫
駆
除
に

つ
い
て
説
い
た
が
、
版
木
焼
失
の
た
め
、
さ
ら
に
詳
し
い
本
書
を
改
め
て
刊
行
し
た
。

農
業
要
集
（
の
う
ぎ
ょ
う

よ
う
し
ゅ
う

）
宮
負
定
雄
（
佐
平
）
作
・
序
。
文
政
9
年
（1826

）
3
月
作
・
自
序
。
文
政
9
年
6
月
、
平
田
篤
胤
序
・
刊
。［
下
総
国
香
取
郡]

著
者
蔵
板
。　

▽
宮
崎
安
貞
編
『
農
業
全
書
』（
元
禄
10
・1697

年
）
に
漏
れ
た
事
柄
と
、
作
者
が
「
種
芸
」
を
勤
め
て
自
得
し
た
知
見
の
う
ち
同
書
と
異
な
る
事
柄
を
ま
と
め
た
農
書
。
農

人
の
日
用
業
務
に
関
す
る
記
事
も
収
録
し
、
市
場
に
お
け
る
「
値
段
割
合
」
な
ど
農
業
経
営
上
の
知
識
の
重
要
性
を
訴
え
、
下
総
国
に
お
け
る
農
作
物
の
標
準
的
な
値
段
を
明

記
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

穂
立
手
引
草
（
ほ
だ
ち
て

び
き
ぐ
さ

）
酔
吟
子
（
酔
吟
居
）
編
・
序
。
篠
原
遷
外
画
。
文
政
11
年
3
月
（1828

）
刊
記
。
同
年
6
月
自
序･

刊
。［
江
戸]
西
成
堂
蔵
板
。［
江
戸]

岡
田

屋
嘉
七
ほ
か
売
出
。　

▽
五
穀
や
農
事
関
連
の
故
事
、
ま
た
、
穀
類
の
栽
培
、
特
に
選
種
に
つ
い
て
記
し
た
農
書
。
図
解
を
交
え
、
俗
語
で
詳
述
し
、
編
者
自
ら
実
証
済
み
の

（74巻）

（72巻）

（73巻）
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知
見
と
太
鼓
判
を
押
す
。
挿
絵
も
豊
富
。

農
業
蒙
訓
（
の
う
ぎ
ょ
う

も
う
く
ん

）
伊
藤
正
作
（
信
前
・
耕
楽
舎
）
作
。
貫
名
苞
（
海
屋
・
子
善
・
菘
翁
）
序
。
天
保
10
年
（1839

）
2
月
序
。
天
保
10
年
7
月
作
。
天
保
11
年
刊
。［
若

狭]
寧
止
堂
蔵
板
。　

▽
若
狭
国
河
原
市
村
（
現
・
福
井
県
美
浜
町
）
の
庄
屋
で
あ
る
作
者
が
、
先
行
農
書
の
数
々
を
参
酌
し
な
が
ら
北
陸
に
適
し
た
知
見
を
ま
と
め
た
農
書
。

種
々
の
農
業
技
術
を
合
計
34
カ
条
に
ま
と
め
る
。
自
ら
試
し
て
利
得
を
確
認
で
き
た
知
見
を
記
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、
金
銭
才
覚
の
あ
る
農
人
、
百
姓
の
忠
勤
、
人
真

似
で
は
な
く
人
に
先
ん
じ
て
努
め
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
諭
す
。

農
家
心
得
種
（
の
う
か
こ
こ

ろ
え
ぐ
さ

）
手
塚
敬
義
（
含
章
）
作
・
序
。
永
嶋
顕
（
安
竜
）
校
。
天
保
14
年
（1843

）
9
月
自
序
・
刊
。［
江
戸]

文
溪
堂
（
丁
子
屋
平
兵
衛
）
板
。　

▽

著
者
自
身
の
体
験
や
見
聞
を
種
々
の
文
献
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
農
家
の
急
用
に
備
え
る
た
め
に
、
主
に
農
家
に
身
近
な
植
物
・
食
物
に
関
す
る
保
健
衛
生
上
の
知
識
や

心
得
を
一
冊
に
ま
と
め
た
簡
易
な
農
民
必
携
・
生
活
百
科
。
農
村
の
生
活
心
得
や
処
世
訓
全
般
に
わ
た
っ
て
縷
々
説
い
て
い
る
。

　

■
第
75
巻
【
絵
本
】（
収
録
2
点
）

絵
本
池
の
蛙
（
え
ほ
ん
い
け

い
の
か
わ
ず

）
東
鶴
（
赤
松
堂
）
作
・
序
。
西
川
祐
信
（
自
得
叟
・
文
華
堂
）
画
。
延
享
2
年
（1745

）
初
刊
。
明
和
5
年
（1768

）
1
月
再
刊
。［
京
都]

菊

屋
喜
兵
衛
求
板
。　

▽
『
枕
草
子
』
の
「
も
の
づ
く
し
」
に
準
じ
、
各
巻
の
歌
題
と
し
て
詠
ん
だ
狂
歌
と
挿
絵
で
構
成
し
た
絵
本
。
い
ず
れ
も
、
世
俗
の
日
常
生
活
に
お
け
る

一
場
面
を
と
ら
え
た
「
憎
い
」「
お
か
し
い
」「
嬉
し
い
」
事
柄
を
、
あ
る
い
は
皮
肉
や
揶
揄
、
あ
る
い
は
滑
稽
や
共
感
を
込
め
て
詠
ん
だ
狂
歌
81
首
を
収
録
。
祐
信
の
挿
絵
も

当
時
の
世
相
や
風
俗
を
生
き
生
き
と
映
し
出
す
。

神
事
行
灯
（
し
ん
じ
あ

ん
ど
ん

）
初
編
：
大
石
真
虎
（
小
泉
真
虎
・
樵
谷
・
鞆
舎
）
画
。
二
編
：
花
笠
文
京
（
花
笠
外
史
）
序
。
歌
川
国
芳
画
。
三
編
：
小
笠
山
樵
（
疎
放
）
序
。
渓
斎

英
泉
（
池
田
英
泉
）
画
。
四
編
：
歌
川
国
直
画
。
五
編
：
一
筆
庵
英
泉
（
渓
斎
英
泉
）
画
。
初
編
：
文
政
12
年
（1829

）
4
月
、乗
清
序
。
四
編
：
天
保
13
年
（1842

）
4
月
、

松
亭
序
。
五
編
：
弘
化
4
年
（1847

）
夏
、
小
笠
老
樵
序
。
文
政
12
年
～
弘
化
4
年
初
刊
。
明
治
初
年
再
刊
。［
名
古
屋]

紅
梅
園
蔵
板
。［
名
古
屋]

永
楽
屋
（
片
野
）
東
四

郎
（
東
壁
堂
）
売
出
。　

▽
川
柳
・
狂
句
・
地
口
に
色
刷
挿
絵
を
添
え
た
絵
本
な
ら
び
に
絵
手
本
。

　

■
第
76
巻
【
建
築
】（
収
録
3
点
）

〈
雛
形
〉
匠
家
秘
伝
（
ひ
な
が
た-

　

し
ょ
う
か
ひ
で
ん

）
広
丹
晨
父
作
。
享
保
12
年
（1727
）
5
月
初
刊
。
宝
暦
14
年
（1764

）
4
月
再
刊
。［
江
戸
］
須
原
屋
茂
兵
衛
板
。

▽
江
戸
中
期
の
木
割
書
の
一
つ
で
、
日
本
建
築
に
お
け
る
規
矩
準
縄
を
示
し
た
も
の
。
木
割
り
と
は
、
建
築
の
部
材
寸
法
を
実
寸
法
で
な
く
他
の
部
材
と
の
比
例
（
割
合
）
で

示
す
方
法
で
、
初
め
は
部
材
の
木
取
り
を
目
的
と
し
た
技
術
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
組
上
げ
ま
で
規
定
す
る
よ
う
に
発
展
し
た
。
上
巻
に
は
、
和
漢
の
尺
、
寸
尺
の
異
名
、
占

卜
・
家
相
等
の
基
本
か
ら
、
造
営
物
に
お
け
る
各
部
材
の
寸
法
や
図
解
な
ど
を
掲
げ
る
。
下
巻
に
は
「
角
行
の
び
定
法
（
ひ
ら
の
つ
る
の
び
定
法
・
角
の
び
定
法
）」「
た
る
木

を
く
ば
る
法
」
の
解
説
等
で
、
繁
榱
・
亜
繁
榱
（
半
し
げ
）・
吹
寄
榱
等
の
垂
木
割
や
、「
が
ん
ぎ
が
ね
法
」「
扇
罫
法
」
な
ど
軒
廻
り
の
図
解
、
ま
た
、
角
木
（
隅
木
）
の
比

率
や
垂
木
割
の
簡
易
な
計
算
方
法
を
示
す
。

〈
大
工
雛
形
〉
秘
伝
書
図
解
（
だ
い
く
ひ
な
が
た-

ひ
で
ん
し
ょ
ず
か
い

）
文
照
軒
一
志
作
・
序
。
西
村
権
右
衛
門
画
。 

享
保
12
年
（1727

）
7
月
自
序
。
享
保
12
年
12
月
刊
。［
京
都
］
永
田
調
兵
衛
板
。

　

▽
江
戸
中
期
を
代
表
す
る
規
矩
術
書
。
規
矩
術
は
、
指
し
矩
を
用
い
て
垂
木
や
隅
木
な
ど
の
建
築
部
材
の
実
形
を
幾
何
学
的
に
割
り
出
し
、
材
木
に
墨
付
け
を
す
る
技
術
で
、

そ
の
淵
源
は
古
代
ま
で
遡
る
が
、
現
代
の
規
矩
術
に
連
な
る
の
は
、
和
算
の
発
達
に
伴
い
高
度
に
理
論
化
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
規
矩
術
。
本
書
は
、
隅
矩
術
（
軒
規
矩
術
）
に

関
す
る
本
邦
最
初
の
出
版
物
と
さ
れ
る
。
2
巻
か
ら
成
り
、
乾
巻
は
軒
規
矩
術
全
般
に
つ
い
て
図
解
し
、
20
項
を
収
録
。
坤
巻
は
、
堂
塔
・
拝
殿
等
の
木
割
や
車
寄
小
柱
や
擬

宝
珠
の
割
付
な
ど
を
図
解
し
た
木
割
書
で
、
13
項
を
収
録
。
参
考
の
た
め
、
江
戸
後
期
後
印
本
（［
江
戸
］
須
原
屋
茂
兵
衛
板
）
も
抄
録
。

〈
俗
説
正
誤
〉
匠
家
必
用
記
（
ぞ
く
せ
つ
せ
い
ご-

し
ょ
う
か
ひ
つ
よ
う
き

）
立
石
定
準
作
・
序
。 

宝
暦
5
年
（1755

）
自
序
。
宝
暦
6
年
1
月
、
原
益
（
友
諒･

鶴
皐
）
序
。
宝
暦
6
年
4
月
刊
。［
江

戸
］
須
原
屋
茂
兵
衛
板
。　

▽
番
匠
の
祖
神
に
関
す
る
諸
説
を
検
討
し
、
番
匠
祖
神
が
手
置
帆
負
命
と
彦
狭
知
命
の
二
神
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、
そ
の
神
徳
や
祀
り
方
を
説
き

明
か
し
、
ま
た
、
宮
造
り
か
ら
鳥
居
に
至
る
ま
で
の
故
実
や
、
屋
造
り
の
吉
凶
等
を
述
べ
た
書
。
上
巻
は
「
神
国
神
道
、
并
ニ
両
部
習
合
の
大
意
」
な
ど
11
項
、
中
巻
は
「
陰

陽
の
二
神
八
尋
の
宮
殿
を
化
立
給
ふ
事
」
な
ど
10
項
、
下
巻
は
「
地
鎮
の
神
事
」
な
ど
17
項
を
収
録
。
各
巻
に
挿
絵
数
葉
を
載
せ
、
下
巻
に
は
社
殿
等
の
雛
形
を
多
く
掲
げ
る
。

　

■
第
77
巻
【
紀
行
】（
収
録
4
点
）

温
泉
遊
草
（
お
ん
せ
ん

ゆ
う
そ
う

）
深
草
元
政
（
日
政
・
霞
谷
妙
牛
子
・
草
山
妙
子
（
玅
子
）・
石
井
元
政
）
作
。
片
山
松
庵
（
朴
元
）
編
・
序
。 

寛
文
8
年
（1668

）
12
月
、
松
庵
朴
元

序
・
初
刊
。
明
治
初
年
後
印
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
作
者
が
二
度
に
わ
た
る
有
馬
温
泉
で
の
湯
治
旅
行
の
模
様
を
記
し
た
漢
文
の
紀
行
文
と
旅
中
の
折
々
に
詠
じ
た
詩
歌
を
収

め
た
も
の
。
①
寛
文
5
年
9
月
の
「
温
泉
遊
草
」、
②
寛
文
7
年
2
月
の
「
温
泉
再
遊
」
と
、
両
作
品
の
間
に
挿
入
し
た
③
片
山
作
「
悼
霞
谷
山
人
詩
并
序
」
か
ら
成
る
。
①

は
京
都
出
発
後
の
道
中
を
記
し
、
温
泉
の
祭
神
で
あ
る
大
己
貴
命
・
少
彦
名
命
以
来
の
温
泉
関
連
の
故
事
を
種
々
記
す
。
②
は
、
湯
治
の
効
果
を
実
感
し
た
作
者
が
再
び
有
馬

（75巻）

（76巻）

＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。



9
を
訪
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
漢
詩
文
や
和
歌
6
首
。
③
で
は
、
深
草
の
略
歴
と
恩
師
追
悼
の
七
言
絶
句
7
編
を
掲
げ
る
。

相
馬
日
記
（
そ
う
ま

に
っ
き

）
小
山
田
与
清
（
文
儒
・
高
田
与
清
・
平
与
清
）
作
。
北
条
時
鄰
注
。
大
寂
庵
立
綱
序
。
鍬
形
蕙
斎
（
紹
真
）
画
。 

文
化
15
年
（1818

）
4
月
、
大
石
千

引
跋
。
文
政
元
年
（1818

）
5
月
、
藤
原
常
彦
跋
。
文
政
元
年
8
月
、
玄
雅
序
。
文
政
元
年
、
喜
多
村
節
信
跋
。
文
政
元
年
10
月
初
刊
。
明
治
初
年
後
印
。［
大
阪
］
群
鳳
堂

ほ
か
板
。　

▽
文
化
14
年
8
月
17
日
に
江
戸
神
田
川
沿
い
の
自
宅
を
出
発
し
て
下
総
国
相
馬
郡
の
平
将
門
城
跡
等
を
巡
っ
て
、
8
月
27
日
に
江
戸
に
戻
る
ま
で
の
11
日
間
の
旅

行
記
。
一
巻
は
、
江
戸
神
田
川
辺
～
下
総
国
豊
田
郡
水
海
道
村
。
二
巻
は
、
水
海
道
村
～
下
野
国
都
賀
郡
日
光
領
。
三
巻
は
、
下
総
国
相
馬
郡
筒
戸
村
～
下
総
国
下
埴
生
郡
成

田
山
新
勝
寺
。
四
巻
は
、
印
旛
郡
伊
篠
村
～
江
戸
。
各
地
の
古
跡
に
因
む
故
事
や
地
名
の
由
来
、
名
所
和
歌
等
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
頭
書
に
記
紀
万
葉
を
は
じ
め
、
多
数
の

古
典
文
献
に
よ
っ
て
詳
細
に
施
注
す
る
。
各
巻
に
風
景
図
、「
三
宝
寺
・
豊
島
氏
城
跡
周
辺
」「
羽
生
村
・
法
蔵
寺
・
累
ヶ
淵
」「
真
間
国
府
台
」
な
ど
。

鹿
島
日
記
（
か
し
ま

に
っ
き

）
小
山
田
与
清
（
文
儒
・
高
田
与
清
・
平
与
清
）
作
。
滝
山
知
之
校
・
序
。
真
斎
英
笑
画
。 

文
政
5
年
（1822

）
7
月
、
長
谷
川
宣
昭
・
滝
山
知
之
序
。

文
政
5
年
7
月
、
沢
近
嶺
跋
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
文
政
3
年
9
月
7
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
、
千
住
、
松
戸
、
小
金
、
柏
、
我
孫
子
、
取
手
、
神
崎
、
佐
原
、
香
取
神

社
、
潮
来
、
鹿
島
神
社
、
延
方
、
息
栖
神
社
、
銚
子
、
八
日
市
場
、
成
田
、
酒
々
井
、
佐
倉
、
船
橋
、
行
徳
を
経
て
11
月
6
日
に
帰
宅
す
る
ま
で
の
旅
行
記
。
道
す
が
ら
各
地

の
知
人
や
門
人
を
訪
れ
、種
々
の
講
説
を
行
い
、あ
る
い
は
和
歌
を
贈
答
し
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、適
宜
、地
名
を
考
証
し
、名
所
旧
跡
の
故
事
来
歴
や
金
石
文
を
紹
介
し
、種
々

の
文
献
を
引
用
す
る
豊
富
な
地
誌
的
記
述
と
と
も
に
、
各
地
の
風
趣
や
旅
情
も
伝
え
る
。
序
文
で
長
谷
川
は
、
旅
日
記
の
多
く
は
旅
行
後
に
記
し
た
も
の
で
錯
誤
が
多
く
、
本

書
の
よ
う
に
旅
行
中
に
記
し
た
も
の
は
稀
で
あ
る
と
述
べ
る
。

や
を
か
の
日
記
（
よ
う
か
の

に
っ
き

）
岩
雲
花
香
（
岩
雲
大
人
）
作
・
序
。
精
々
翁
培
山
画
。
片
野
善
長
（
永
楽
屋
東
四
郎
）
跋
。 

天
保
2
年
（1831

）
6
月
、
阿
波
の
国
人
序
・
刊
。

［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
板
カ
。　

▽
伊
豆
国
田
方
郡
多
田
村
（
現
・
伊
豆
の
国
市
韮
山
）
に
住
む
友
人
の
訪
問
を
機
に
思
い
立
っ
た
富
士
登
山
の
8
日
間
（
天
保
2
年
6

月
15
～
22
日
）
の
旅
行
記
兼
歌
集
。
そ
の
後
合
流
し
た
二
人
と
と
も
に
伊
豆
・
多
田
村
を
出
発
。
出
発
直
前
の
感
興
を
詠
ん
だ
「
望
の
夜
に
降
り
け
る
雪
を
よ
く
見
む
と
、
富

士
の
高
嶺
に
明
日
は
登
ら
む
」
の
一
首
を
冒
頭
に
掲
げ
る
。
早
朝
に
荒
木
神
社
を
参
拝
し
、
長
崎
村
、
三
嶋
神
社
、
深
良
村
を
経
て
富
士
の
裾
野
で
1
泊
。
翌
朝
に
富
士
浅
間

の
宮
を
参
拝
し
、
箱
根
の
水
海
を
眺
め
な
が
ら
旅
を
続
け
、
岩
室
で
宿
泊
し
、
い
よ
い
よ
登
頂
に
挑
む
が
、
そ
の
感
慨
を
12
首
の
和
歌
で
表
現
す
る
。
下
山
後
も
再
び
富
士
浅

間
神
社
に
お
礼
参
り
を
し
、
裾
野
・
三
島
に
宿
泊
し
た
後
、
22
日
に
伊
豆
・
多
田
村
に
帰
着
し
、
和
歌
一
首
で
結
ぶ
。
文
中
に
挿
入
し
た
和
歌
は
31
首
。

　

■
第
78
巻
【
暦
】（
収
録
5
点
）

古
暦
便
覧
（
こ
れ
き
　

べ
ん
ら
ん

）
吉
田
光
由
（
久
庵
）
編
・
序
。
慶
安
元
年
（1648

）
五
5
月
、
久
庵
序
。
万
治
2
年
（1659

）
4
月
刊
記
。
延
宝
元
年
（1673

）
頃
後
印
。

［
京
都
］
西
村
又
左
衛
門
板
。
底
本
は
末
尾
10
年
分
に
元
号
等
を
省
略
す
る
た
め
、
延
宝
元
年
頃
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
。　

▽
『
塵
劫
記
』
の
作
者
と
し
て
知
ら

れ
る
吉
田
光
由
が
編
纂
し
た
、
天
正
4
年
（1576

）
か
ら
延
宝
元
年
（1673

）
ま
で
の
暦
。
本
書
以
前
に
成
立
し
て
い
た
古
暦
を
訂
正
し
た
。
本
文
の
体
裁
は
、

和
暦
（
上
に
干
支
、
下
に
二
十
八
宿
）
を
見
出
し
風
に
大
字
で
記
し
、
12
か
月
そ
れ
ぞ
れ
の
、
月
の
大
小
、
朔
（
1
日
）
の
干
支
、
二
十
八
宿
、
二
十
四
節
気
や

滅
没
の
日
付
と
時
刻
な
ど
を
付
記
、
次
に
、
奇
数
月
と
偶
数
月
の
六
十
四
卦
を
記
す
。
最
下
段
に
納
音
を
示
し
、
左
側
に
各
月
の
月
の
大
小
、
十
干
、
二
十
八
宿
、

主
要
日
の
干
支
や
二
十
四
節
気
を
記
す
。

〈
万
民
家
宝
〉
増
補
暦
之
抄
大
成
（
ば
ん
み
ん
か
ほ
う-

ぞ
う
ほ

こ
よ
み
の
し
ょ
う
た
い
せ
い

）
佐
藤
和
泉
校
。
享
保
元
年
（1716

）
8
月
初
刊
（［
大
阪
］
秋
田
屋
徳
右
衛
門
板
）。
江
戸
後
期
再
刊
。

［
大
阪
］
伊
予
屋
善
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
陰
陽
道
を
始
め
日
本
の
信
仰
・
習
俗
の
中
で
生
ま
れ
た
暦
日
の
神
々
や
暦
日
・
方
位
の
吉
凶
な
ど
暦
に
関
す
る
用
語
を

網
羅
的
に
集
め
て
解
説
し
た
書
。
上
巻
48
項
（
全
80
項
）
は
、
歳
徳
神
・
八
将
神
な
ど
そ
の
年
の
吉
方
・
凶
方
を
司
る
神
々
を
始
め
、
鬼
門
、
金
神
や
、
月
建
、

土
用
の
間
日
（
土
を
動
か
す
作
業
な
ど
土
用
中
の
禁
忌
が
許
さ
れ
る
例
外
日
）、
十
二
直
等
の
暦
用
語
や
暦
注
、
ま
た
、
各
種
吉
凶
日
な
ど
の
解
説
が
中
心
。
下

巻
も
、
雑
節
・
吉
凶
日
・
暦
注
な
ど
数
多
く
解
説
す
る
ほ
か
、
暦
に
関
す
る
種
々
の
問
答
を
載
せ
る
。
な
お
、
上
下
巻
と
も
首
題
に
続
け
て
「
土
御
門
家
校
考
」

と
記
す
の
は
、
作
者
が
中
世
以
来
、
暦
の
権
威
で
あ
っ
た
同
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

真
暦
考
（
し
ん
れ

き
こ
う

）
本
居
宣
長
（
鈴
屋
大
人
）
作
。
天
明
2
年
（1782

）
9
月
作
。
寛
政
11
年
（1799

）
7
月
刊
。［
京
都
］
銭
屋
利
兵
衛
ほ
か
板
。
▽
上
古
の
暦

と
近
世
の
暦
の
相
違
な
ど
を
考
察
し
た
う
え
で
、
中
国
の
暦
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
種
々
の
支
障
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、
日
本
の
自
然
・

風
土
に
調
和
し
た
日
本
古
来
の「
真
暦
」に
立
ち
戻
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
書
。
古
代
に
お
け
る
真
暦
こ
そ
が
天
地
自
然
に
即
し
た
も
の
で
、中
国
の
暦
法
に
な
ら
っ

た
当
代
の
暦
が
日
本
に
馴
染
ま
な
い
理
由
を
述
べ
、
日
本
の
暦
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
。
江
戸
後
期
後
印
の
別
本
も
抄
録
。

和
漢
暦
原
考
（
わ
か
ん
れ
き

げ
ん
こ
う

）
石
井
磯
岳
（
光
致
・
磯
岳
亭
）
作
。
釈
希
巽
（
律
師
包
山
）
校
。
文
政
12
年
（1829

）
6
月
自
序
。
文
政
13
年
8
月
刊
。［
江
戸
］

須
原
屋
茂
兵
衞
（
千
鐘
房
）
板
。　

▽
日
本
の
暦
の
起
源
・
歴
史
、
干
支
の
意
味
な
ど
を
論
じ
る
。
神
皇
か
ら
人
皇
に
か
け
て
の
古
代
暦
に
つ
い
て
、
本
邦
で
初

め
て
外
来
の
暦
を
採
用
し
た
推
古
天
皇
の
以
降
の
変
遷
を
略
記
し
、
本
朝
に
お
け
る
7
度
の
改
暦
を
一
覧
に
す
る
。
さ
ら
に
、
中
国
で
は
東
周
の
平
王
以
降
、
本

（77巻）
（78巻）
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朝
で
は
推
古
朝
以
降
に
年
月
に
干
支
を
配
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
ま
た
中
国
の
暦
変
遷
を
『
史
記
』
律
書
な
ど
の
諸
文
献
を
引
い
て
解
説
。
中
国
の
二
十
四

山
方
位
図
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
巻
末
に
自
ら
考
案
し
た
方
位
図
を
掲
げ
る
。

暦
日
註
釈
絵
抄
（
れ
き
じ
つ
（
こ
よ
み
の
）

ち
ゅ
う
し
ゃ
く
え
し
ょ
う

）
山
田
野
亭
（
山
田
案
山
子
・
好
華
堂
・
好
花
堂
・
得
翁
斎
）
作
。
川
部
天
受
（
玉
園
）
画
。
弘
化
4
年
（1847

）
1
月
刊
。［
大
阪
］

大
文
字
屋
仙
蔵
ほ
か
板
。
見
返
し
に
「
明
石
堂
」
と
あ
り
。　

▽
『
大
雑
書
』
等
に
見
え
る
暦
占
関
係
の
記
事
を
集
め
て
種
々
の
図
解
を
施
し
た
も
の
。
口
絵
に
「
須
弥
山
図
」

を
掲
げ
、
本
文
欄
に
「
年
徳
神
の
事
」「
金
神
の
事
」「
犯
土
（
土
い
じ
り
を
一
切
慎
む
日
）」
な
ど
を
収
録
。
ま
た
、
頭
書
欄
に
「
天
象
略
註
（
日
・
月
、
日
蝕
・
月
蝕
、
三

日
月
・
望
月
、
月
の
和
名
、
月
の
暈
、
星
、
虹
蜺
、
雨
、
雪
、
雷
）」
な
ど
を
掲
げ
る
。
原
本
表
紙
は
色
刷
。

　

■
第
79
巻
【
気
象
】（
収
録
5
点
）

秉
燭
或
問
珍
（
へ
い
し
ょ
く
　

わ
く
も
ん
ち
ん

）
鷹
見
爽
鳩
（
児
嶋
正
長
・
兒
嶋
不
求
・
爽
鳩
子
）
作
。
宝
永
7
年
（1710

）
1
月
、
三
浦
義
泰
（
養
正
斎
）
序
。
宝
永
7
年
1
月
自
序
・
刊
。

文
政
2
年
（1819

）
7
月
補
刻
。［
大
阪
］
秋
田
屋
太
右
衛
門
ほ
か
板
。　

▽
天
地
間
の
自
然
現
象
、
ま
た
、
不
可
視
的
現
象
・
怪
異
現
象
か
ら
呪
術
・
迷
信
に
至
る
諸
現
象

の
原
因
等
に
つ
い
て
問
答
体
で
記
述
し
た
書
。
種
々
の
文
献
や
故
事
に
基
づ
い
て
考
証
し
、
妄
説
・
迷
信
の
類
を
極
力
排
除
す
る
姿
勢
を
貫
く
。
6
巻
2
冊
に
、
雷
・
風
・
月
・

虹
・
光
物
・
谷
音
・
地
震
・
潮
・
竜
宮
・
狐
火
・
高
山
煙
立
つ
・
鬼
門
・
鬼
神
・
轆
轤
首
・
夢
・
仙
人
・
狐
・
天
狗
・
瘧
・
釜
鳴
・
産
婦
鬼
な
ど
の
事
・
説
を
集
録
す
る
。
江

戸
後
期
後
印
本
（［
大
阪
］
秋
田
屋
太
右
衛
門
板
）
の
上
巻
も
抄
録
し
た
。

〈
渾
天
〉
民
用
晴
雨
便
覧
（
こ
ん
て
ん-

み
ん
よ

う
せ
い
う
べ
ん
ら
ん

）
中
西
敬
房
（
華
文
軒
・
如
環
・
東
嶺
・
宇
兵
衛
）
作
・
序
。 

明
和
4
年
（1767

）
4
月
自
序
。
明
和
4
年
7
月
刊
。［
大
阪
］

松
村
九
兵
衛
（
敦
賀
屋
・
文
海
堂
）
板
。　

▽
『〈
運
気
〉
日
用
晴
雨
便
覧
』
を
「
天
時
不
測
ノ
変
災
」
を
逃
れ
な
い
と
批
判
し
た
著
者
が
、地
盤
（
地
勢
）
の
十
分
な
把
握
や
、

雲
色
・
運
気
の
定
時
（
八
節
・
朔
日
・
四
仲
等
）
観
測
を
基
本
に
、
占
験
（
天
気
占
い
）
も
参
酌
す
る
「
観
天
望
気
ノ
法
」
に
基
づ
い
て
記
し
た
、
日
本
最
初
の
気
象
関
連
書
。

占
卜
の
要
素
を
多
分
に
含
む
た
め
気
象
学
と
は
一
線
を
画
す
が
、
晴
雨
計
や
寒
暖
計
に
よ
る
本
格
的
な
気
象
観
測
が
幕
府
天
文
方
で
始
ま
る
約
70
年
前
に
緻
密
な
気
象
観
測
を

重
視
し
た
点
は
先
見
的
で
あ
る
。
天
体
全
般
や
、
雲
・
雨
・
風
な
ど
の
図
説
と
占
法
、
暦
占
関
連
記
事
、
虹
蜺
・
日
暈
・
月
暈
・
地
震
・
流
星
等
の
図
説
・
占
法
、「
占
六
甲

風
雨
法
」「
占
太
陽
法
」「
占
太
陰
法
」
な
ど
各
種
占
術
・
呪
術
の
記
事
を
載
せ
る
。

〈
天
文
早
考
〉
通
機
図
解
（
て
ん
も
ん
そ
う
こ

う-

つ
う
き
ず
か
い

）
明
逸
（
明
一
・
明
月
道
人
・
義
道
・
曇
寧
・
解
脱
隠
居
）
作
・
序
。
宝
暦
9
年
（1759

）
10
月
自
序
。
明
和
3
年
（1766

）
3

月
刊
記
。
明
和
4
年
3
月
校
訂
・
刊
。［
大
阪
］
高
嶋
秀
芳
蔵
板
。［
大
阪
］
誉
田
屋
伊
右
衛
門
売
出
。　

▽
雲
気
（
異
様
な
雲
や
雲
状
の
気
）
図
20
種
40
図
（
変
体
図
付
き
）

を
掲
げ
て
、
雲
気
の
形
状
と
そ
の
後
の
気
象
予
測
に
つ
い
て
述
べ
た
書
。
伊
予
松
山
の
浄
土
真
宗
円
光
寺
七
世
住
職
で
楠
木
正
成
の
末
裔
と
自
称
す
る
著
者
が
、
正
成
が
「
大

賢
之
資
」
を
以
て
「
蓋
世
之
勲
」
を
建
て
た
の
は
「
其
の
能
く
機
微
に
察
し
、
変
兆
に
観
る
の
故
」
で
あ
っ
た
が
、
日
頃
愛
読
の
「
機
微
変
兆
之
書
」
か
ら
抄
録
し
た
内
容
に

解
説
を
施
し
た
も
の
と
す
る
。「
柳
頴
」（「
甚
ダ
ヲ
ソ
ル
ベ
キ
ノ
気
」
で
、
未
申
の
刻
よ
り
激
し
い
雷
鳴
や
地
震
・
大
雨
の
前
兆
で
あ
り
十
分
用
心
す
べ
き
雲
気
）
な
ど
を
載

せ
る
。

風
雨
賦
国
字
辯
（
ふ
う
う
ふ
　

こ
く
じ
べ
ん

）
中
西
敬
房
（
華
文
軒
・
如
環
・
東
嶺
・
宇
兵
衛
）
編
・
画
。
安
永
5
年
（1776

）
6
月
自
序
。
安
永
6
年
1
月
刊
。［
大
阪
］
松
村
九
兵
衛
（
敦

賀
屋
・
文
海
堂
）
板
。　

▽
中
国
「
太
古
ノ
遺
書
」
で
あ
る
『
風
雨
賦
』（
明
・
王
鳴
鶴
編
、
万
暦
27
年
（1599

））
の
邦
訳
書
。『
風
雨
賦
』
は
「
天
時
ノ
陰
晴
及
ビ
風
雷
・

霜
雪
ヲ
占
候
ス
ル
ノ
秘
訣
」
を
記
し
た
書
だ
が
、
難
解
な
漢
文
で
あ
る
た
め
、
こ
の
本
文
に
仮
名
書
き
の
詳
し
い
注
釈
を
加
え
て
本
書
の
下
巻
（
坤
巻
）
と
し
、
上
巻
「
図
翼
」

に
そ
の
図
解
55
図
を
新
た
に
増
補
し
た
も
の
。
作
者
は
既
に
『
民
用
晴
雨
便
覧
』
を
明
和
4
年
（1767

）
に
刊
行
し
て
い
た
が
、
同
書
に
未
載
の
「
雲
気
変
形
ノ
図
翼
」
を
本

書
で
補
っ
た
も
の
で
、
こ
の
両
書
を
併
せ
読
む
こ
と
を
奨
め
る
。
下
巻
は
、
要
語
の
解
釈
と
各
句
の
大
意
を
示
す
ほ
か
、
適
宜
、
関
連
諸
説
も
引
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。

〈
御
免
〉
五
穀
人
豊
紀
（
ご
め
ん-

ご
こ
く
じ
ん

ぽ
う
き
／
さ
く
だ
め
し

）
嶋
津
大
定
（
土
御
門
殿
門
人
・
東
奥
桃
桑
臥
仙
）
作
。
嘉
永
4
年
（1851
）
11
月
刊
。［
奥
州
福
島
］
臥
竜
堂
丈
助
板
（
巻
末
に
「
最

上
・
米
沢
・
会
津
卸
取
次
所
」
と
記
）。
嘉
永
5
年
11
月
刊
。［
江
戸
］
玉
光
堂
善
助
板
。　

▽
嘉
永
5
年
（
同
4
年
刊
）・
同
6
年
（
同
5
年
刊
）
の
月
別
天
候
予
測
。
前
者
、

嘉
永
5
年
の
場
合
、
ま
ず
「
年
中
総
考
」
と
し
て
一
年
全
体
の
天
候
に
つ
い
て
、
当
年
の
納
音
か
ら
農
作
物
の
生
育
予
測
に
も
言
及
す
る
。
続
い
て
、
各
月
の
干
支
と
月
内
の

風
雨
な
ど
天
候
予
測
と
農
耕
に
関
す
る
諸
注
意
、
天
変
地
異
の
可
能
性
、
ま
た
、
暦
注
や
選
日
に
伴
う
禁
忌
等
を
記
す
。
さ
ら
に
、
巻
頭
に
二
十
四
節
気
を
6
分
し
た
六
気
別

の
寒
暑
・
風
雨
・
疾
病
等
の
傾
向
を
述
べ
、
ま
た
巻
末
に
「
生
年
生
日
に
よ
り
て
禍
を
遁
れ
、
悪
し
き
を
去
り
、
善
と
な
る
心
が
け
の
事
」「
疫
病
即
効
の
薬
方
」
の
記
事
を

付
す
。
な
お
、
嘉
永
6
年
の
予
測
も
同
様
だ
が
、
表
記
方
法
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
、
二
十
四
節
気
を
白
抜
き
文
字
に
し
て
目
立
た
せ
る
な
ど
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

　

■
第
80
巻
【
地じ

方か
た

・
経
済
】（
収
録
3
点
）

〈
算
法
入
〉
勧
農
固
本
録
（
さ
ん
ぽ
う
い
り-

か

ん
の
う
こ
ほ
ん
ろ
く

）
万
尾
時
春
（
万
尾
六
兵
衛
）
作
・
序
。
享
保
10
年
（1725

）
3
月
自
序
。
享
保
10
年
4
月
、
平
維
章
（
篠
崎
東
海
・
子
文
・
金
吾
）

序
。
享
保
10
年
9
月
、
謙
亭
（
小
宮
山
昌
世
・
杢
之
進
）
序
。
享
保
10
年
12
月
刊
。［
京
都
］
小
川
彦
九
郎
板
。　

▽
農
村
行
政
に
携
わ
る
者
が
農
民
生
活
や
農
耕
の
実
情
を

（79巻）
（80巻）
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把
握
し
て
適
切
な
農
村
統
治
を
行
う
た
め
の
知
識
・
心
得
を
詳
述
し
た
書
。
書
名
は
『
書
経
』
の
「
民
は
惟
邦
の
本
、
本
固
け
れ
ば
邦
寧
し
」
に
由
来
す
る
が
、
こ
れ
は
著
者

の
基
本
理
念
で
も
あ
る
。「
役
人
平
日
心
掛
之
事
」
で
は
、
役
人
は
朝
早
く
出
勤
し
て
遅
く
退
く
べ
き
こ
と
、
郷
村
統
治
に
は
そ
の
土
地
の
古
例
や
国
風
を
配
慮
す
べ
き
こ
と
、

万
事
筋
目
正
し
く
公
正
か
つ
公
平
無
私
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
算
法
に
習
熟
す
べ
き
こ
と
、
役
人
は
百
姓
か
ら
の
進
物
等
を
一
切
拒
否
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
諭
す
。

算
法
地
方
指
南
（
さ
ん
ぽ
う
じ

か
た
し
な
ん

）
村
田
恒
光
（
佐
十
郎
・
如
訥
・
栢
堂
）
編
。
長
谷
川
寛
（
善
左
衛
門
）
校
。
天
保
6
年
（1835

）
11
月
官
許
。
天
保
7
年
2
月
、秋
田
義
一
（
十
七

郎
）
序
。
天
保
7
年
2
月
刊
。［
江
戸
］
西
宮
弥
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
地
方
役
人
や
村
役
人
向
け
に
書
か
れ
た
農
村
支
配
の
手
引
書
で
あ
る
「
地
方
書
」
の
う
ち
、特
に
、検
地
・

年
貢
・
普
請
等
に
関
す
る
諸
計
算
に
比
重
を
置
い
た
算
法
地
方
書
の
一
つ
。
ま
ず
地
方
全
般
の
基
礎
知
識
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
国
郡
里
制
や
農
村
支
配
の
歴
史
、
地
方
で

用
い
る
度
量
衡
や
銭
貨
の
単
位
、
年
貢
収
納
高
、
等
級
別
一
反
当
た
り
標
準
収
穫
量
、
反
取
・
厘
付
取
（
免
）
の
年
貢
計
算
法
、
田
畑
の
本
租
で
あ
る
物
成
（
取
箇
・
成
箇
）、

毎
年
の
作
柄
で
年
貢
高
を
決
め
る
見
取
、
付
加
税
と
し
て
の
本
石
斗
立
・
出
目
米
・
延
米
・
込
米
・
口
永
・
口
米
、
雑
税
と
し
て
の
浮
役
・
小
物
成
、
検
見
法
全
般
、
稲
の
主

要
品
種
30
種
と
そ
の
特
色
、
川
除
そ
の
他
普
請
の
あ
ら
ま
し
（
図
解
多
数
）、
地
方
勘
定
帳
に
お
け
る
諸
計
算
や
、
種
々
の
形
状
を
し
た
田
畑
の
面
積
計
算
や
堤
防
の
体
積
計

算
な
ど
を
載
せ
る
。

地
方
調
法
記
（
じ
か
た
ち
ょ

う
ほ
う
き

）
烏
有
逸
人
作
・
序
。
市
野
節
義
校
。
明
治
3
年
（1870

）
5
月
、
烏
有
逸
人
序
。
明
治
3
年
5
月
刊
。［
東
京
］
相
模
屋
七
兵
衛
（
青
松
軒
）
板
。

　

▽
著
者
の
実
務
経
験
に
基
づ
き
農
村
経
営
上
の
基
本
事
項
を
ま
と
め
た
書
。
上
巻
で
は
、
ま
ず
優
良
な
農
地
の
条
件
や
、
土
地
の
善
悪
を
見
極
め
る
重
要
性
、
ま
た
、
検
見

（
毛
見
）
と
見
分
、
坪
刈
、
地
方
役
人
の
心
構
え
や
百
姓
に
対
す
る
指
導
や
理
解
、
郷
村
の
見
極
め
方
、
苅
田
の
諸
事
情
な
ど
実
務
上
の
秘
訣
や
心
得
を
説
く
。
以
下
同
様
に
、

検
地
・
見
分
の
心
得
、
庄
屋
・
百
姓
の
対
立
と
入
札
に
よ
る
庄
屋
選
任
、
石
盛
の
起
源
、
田
地
の
甲
乙
、
農
業
の
地
域
性
、
田
畑
の
日
照
を
確
保
す
る
た
め
の
樹
木
伐
採
、
田

地
で
の
麦
作
、
水
掛
麦
（
水
耕
栽
培
に
よ
る
麦
作
）、「
田
分
け
」
の
意
味
、
寺
社
に
田
地
を
売
る
べ
き
で
な
い
理
由
、
公
事
訴
訟
の
心
得
、
川
除
普
請
の
要
点
ま
で
を
述
べ
る
。

ま
た
下
巻
で
は
、
苗
代
の
見
積
も
り
、
農
業
の
年
間
諸
経
費
、
徳
田
・
損
田
と
田
畑
の
甲
乙
、
諸
国
独
自
の
年
貢
定
法
に
対
す
る
注
意
や
年
貢
割
付
帳
等
の
整
備
な
ど
、
後
顧

の
憂
い
を
避
け
る
秘
訣
な
ど
を
記
す
。
書
袋
も
収
録
。

　

■
第
81
巻
【
旅
行
・
交
通
（
海
陸
交
通
）】（
収
録
2
点
）

増
補
日
本
汐
路
之
記
（
ぞ
う
ほ
に
ほ
ん

し
お
じ
の
き

）
高
田
清
兵
衛
（
境
清
兵
衛
・
高
田
政
度
・
堺
屋
清
兵
衛
・
高
田
嘉
平
治
）
編
・
序
。
明
和
7
年
10
月
刊
。［
大
阪
］
高
田
清
兵
衛
ほ
か
板
。

　

▽
多
く
の
船ふ

な
お
さ翁

と
40
年
以
上
の
親
交
が
あ
る
編
者
が
見
聞
・
取
材
し
た
「
海
路
行
程
、
礒
・
嶋
・
瀬
戸
・
灘
等
の
難
所
、
湊
の
善よ

し

悪あ
し

」
か
ら
「
津
々
浦
々
の
汐
が
か
り
（
船

を
停
泊
さ
せ
て
潮
時
を
待
つ
こ
と
）」
ま
で
の
情
報
を
編
集
し
た
海
路
用
道
中
記
。
行
程
を
拾
う
と
、
大
坂
よ
り
江
戸
着
東
海
廻
り
、
江
戸
よ
り
奥
州
南
部
東
廻
り
、
下
之
関

よ
り
津
軽
青
森
迄
北
国
廻
り
、
大
坂
よ
り
下
之
関
迄
瀬
戸
内
船
路
、
下
之
関
よ
り
長
崎
、
肥
前
松
嶋
よ
り
肥
後
川
尻
、
椛か

ば

嶋し
ま

よ
り
京
泊
迄
薩
摩
路
并
日
向
路
海
上
、
豊
前
小
倉

よ
り
薩
州
鹿
児
嶋
、
肥
後
熊
本
よ
り
八
代
、
豊
後
道
中
府
内
よ
り
熊
本
、
肥
前
轟
木
よ
り
長
崎
、
肥
後
熊
本
よ
り
肥
前
佐
賀
、
佐
賀
よ
り
唐
津
福
岡
、
小
浜
よ
り
長
崎
な
ど
22

航
路
を
載
せ
、
巻
末
に
「
風
雨
を
知
る
事
」「
略
歴
（
明
和
7
～
11
年
）」「
潮
の
満
干
」
等
の
記
事
を
付
す
。

海
陸
道
中
行
程
図
鑑
（
か
い
り
く
ど
う
ち
ゅ
う

こ
う
て
い
ず
か
ん
　

）
作
者
不
明
（
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
か
）。
天
保
7
年
（1836

）
6
月
刊
。［
江
戸
］
須
原
屋
茂
兵
衛
（
千
鐘
房
）
板
。

　

▽
序
文
に
よ
れ
ば
、
先
行
書
「
本
朝
行
程
之
書
」（
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
編
、
寛
延
4
年
（1751

）
刊
『
海
陸
行
程
細
見
記
』
か
）
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
。

日
本
全
国
の
主
要
街
道
の
位
置
や
路
程
（
宿
駅
間
の
里
数
や
道
中
の
情
報
な
ど
）
や
関
連
情
報
を
記
し
た
道
中
記
で
、
凡
例
に
「
日
本
の
地
理
丸
き
を
長
く
画か

き
の
ぶ
る
ゆ
へ

に
、
方
角
に
か
ゝ
は
ら
ず
順
道
を
記
す
。
是
に
よ
つ
て
其
初
め
に
日
本
全
図
を
し
る
し
載
す
。
西
は
朝
鮮
よ
り
釜
山
海
、
対
馬
、
壱
岐
五
島
、
平
戸
、
長
崎
等
、
東
は
奥
州
仙

台
、
森
岡
、
弘
前
、
津
軽
、
松
前
、
蝦
夷
の
渡
口
に
至
迄
其
間
往
来
の
馬
次
、
道
筋
、
船
着
等
都す

べ

て
大
略
を
記
し
て
も
る
ゝ
事
な
し
」
と
あ
る
。
道
中
行
程
図
に
は
馬
次
・
船

着
、
名
所
・
山
・
坂
・
峠
・
川
、
国
境
、
船
路
、
舟
渡
、
城
下
な
ど
を
記
号
で
示
す
。
ま
た
、
余
白
に
「
南
部
津
軽
名
所
歌
」
等
の
名
所
和
歌
や
、「
奥
名
所
」
等
の
関
連
情

報
も
記
す
。「
江
戸
ヨ
リ
大
坂
迄
東
海
道
駄
賃
附
」「
大
坂
ヨ
リ
長
崎
道
中
」「
道
中
荷
物
掛
目
御
定
」
等
の
駄
賃
・
問
屋
関
連
の
情
報
、「
潮し

お
の
み
ち
ひ

汐
満
干
」「
旅
立
の
歌
」
な
ど
も

付
す
。

　

■
第
82
巻
【
災
異
（
地
震
・
救
荒
）】（
収
録
7
点
）

饑
年
要
録
（
き
ね
ん
　

よ
う
ろ
く

）
福
沢
憲の

り
は
る治

（
彦
四
郎
・
六
郎
兵
衛
・
駒
嶺
）
作
。
天
保
7
年
10
月
刊
。［
信
州
福
岡
］
福
沢
氏
施
印
。　

▽
信
州
伊
那
郡
上
穂
村
（
現
、
長
野
県
駒
ヶ

根
市
）
の
豪
農
で
、
天
保
3
年
以
後
続
い
た
飢
饉
に
米
倉
を
開
放
し
て
炊
き
出
し
を
行
い
、
野
草
を
食
料
と
す
る
研
究
も
進
め
た
福
沢
憲
治
が
、
飢
饉
の
最
中
に
著
し
自
ら
施

印
し
た
救
荒
書
。
必
要
悪
の
飢
饉
に
対
処
す
る
に
は
日
頃
の
心
掛
け
が
大
切
な
こ
と
を
諭
し
た
う
え
で
、
天
文
14
年
、
寛
永
19
年
、
延
宝
3
年
、
天
和
元
年
、
享
保
17
年
、
天

明
3
・
6
年
と
周
期
的
に
飢
饉
が
発
生
し
た
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
と
り
わ
け
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
天
文
14
年
、
天
明
3
・
6
年
、
天
保
4
年
の
飢
饉
に
つ
い
て
は
経
緯
や

惨
状
を
詳
述
す
る
。
そ
し
て
、
恒
常
的
な
飢
饉
対
策
の
必
要
を
指
摘
し
、
倹
約
と
吝
嗇
の
違
い
、
非
常
時
の
備
蓄
（
義
倉
）
の
必
要
性
、
為
政
者
に
よ
る
倹
約
・
備
蓄
・
防
災

（81巻）

（81巻）
＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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の
教
諭
、
救
荒
食
物
（
代
用
食
）
の
あ
ら
ま
し
を
記
す
。
昭
和
11
年
（1936

）
刊
の
複
製
本
も
抄
録
。

救
荒
孫
之
杖
（
き
ゅ
う
こ
う

ま
ご
の
つ
え

）
雲
洞
作
。（
神
竜
・
枕
雲
洞
・
法
天
・
無
心
庵
）
天
保
8
年
3
月
刊
。［
越
後
笠
槙
］
優
学
館
蔵
板
。　

▽
古
代
か
ら
天
保
期
に
い
た
る
日
本
の
飢

饉
の
歴
史
や
飢
饉
の
惨
状
、
ま
た
、
飢
饉
の
予
兆
や
越
後
に
お
け
る
飢
饉
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
飢
饉
時
の
救
荒
食
や
、
瀕
死
の
人
に
対
す
る
救
命
法
に
も
言
及
し
た
絵

入
り
の
救
荒
書
。
内
容
は
「
本
朝
飢
饉
運
数
之
事
」「
飢
饉
先
兆
の
事
」「
奥
羽
飢
饉
風
説
の
事
」「
古
今
人
情
生
計
く
ら
べ
」、「
飢
饉
扶ふ

食じ
き

糧
製
（
実み

の

類る
い

・
根
類
・
嫩わ

か

葉ば

類
・

荒
地
に
植
べ
き
物
・
干ほ

し

糧が
て

に
し
て
長
貯
へ
ら
る
ゝ
物
・
海
産
長
く
貯
へ
ら
る
ゝ
物
・
獣
肉
・
糧
物
の
心
懸
に
蒔
植
べ
き
物
・
粃ぬ

か

味
噌
製
法
・
飢
饉
の
時
、
雑
食
い
た
し
喰
あ
た

り
に
用
る
法
）」「
各
種
救
命
法
（
餓う

え

莩じ
に

を
救
う
法
、
并
餓う

え

人び
と

凍こ
ご
え
じ
に

死
の
救
法
・
縊

く
び
く
く
り
じ
に

死
を
救
う
法
・
溺

み
ず
お
ぼ
れ
じ
に

死
を
救
う
法
ほ
か
）」
な
ど
。

社
倉
勧
喩
并
附
言
（
し
ゃ
そ
う
か
ん
ゆ

な
ら
び
に
ふ
げ
ん

）
足
代
弘ひ

ろ
の
り訓

（
度
会
弘
訓
・
足
代
翁
・
寛
居
）
作
。
沢
屋
重
衛
門
編
・
付
言
。
嘉
永
4
年
（1851

）
冬
刊
。［
宮
田
］
沢
屋
重
右
衛
門
板
。 

▽
飢
饉
・
災
害
等
の
非
常
時
に
備
え
穀
物
を
備
蓄
す
る
「
社
倉
」
の
方
法
と
心
得
を
説
い
た
書
。
社
倉
法
は
、
朱
文
公
『
社
倉
記
』
や
張
文
嘉
『
斉
家
宝
要
』
で
説
か
れ
、
山

崎
闇
斎
『
朱
子
社
倉
法
』
に
よ
っ
て
日
本
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
た
。「
夫
、善
事
を
行
ふ
事
は
、人
を
救
ふ
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
人
を
救
ふ
に
は
、飢
饉
年
に
過
た
る
は
な
し
」

と
起
筆
し
、
飢
饉
時
に
財
力
の
あ
る
仁
者
が
力
の
及
ぶ
限
り
救
援
活
動
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
仁
愛
の
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
財
力
が
乏
し
け
れ
ば
そ
れ
は
叶
わ
な
い
、
こ
ん
な

時
、
古
人
が
考
案
し
た
社
倉
法
は
、「
世
の
さ
ま
た
げ
に
も
な
ら
ず
、
国
の
費
に
も
な
ら
ず
し
て
人
を
救
ふ
の
趣
法
」
で
あ
る
と
述
べ
、
各
地
に
「
連つ

れ

」
を
結
成
し
、
一
人
一

人
が
一
日
銭
一
文
ず
つ
を
貯
金
し
、
そ
れ
を
集
め
て
米
穀
を
備
蓄
す
る
積
小
為
大
の
心
掛
け
を
推
奨
す
る
。

凶
荒
図
録
（
き
ょ
う
こ

う
ず
ろ
く

）
小
田
切
春し

ゅ
ん
こ
う

江
（
忠
近
・
伝
之
丞
・
歌
月
庵
喜
笑
。
愛
知
同
好
社
幹
事
）
編
。
明
治
18
年
（1885

）
5
月
刊
。［
名
古
屋
］
愛
知
同
好
社
（
著
者
）
蔵
板
。

　

▽
享
保
・
天
明
・
天
保
の
三
大
飢
饉
の
惨
状
や
逸
話
を
、『
報
徳
記
』『
農
業
全
書
』『
続
西
遊
記
』『
農
喩
』『
天
明
年
中
凶
歳
日
記
』『
饑
年
要
録
』『
済
急
記
聞
』
等
に
取

材
し
て
描
い
た
淡
彩
刷
り
絵
本
。
見
開
き
を
基
本
と
す
る
挿
絵
で
、「
二
宮
金
次
郎
先
生
、
茄
子
を
喰
し
て
凶
荒
を
知
る
図
、
付
、
貝
原
楽
軒
翁
の
喩
言
」「
名
古
屋
藩
施
行
の

図
」「
道
路
に
於
て
飢
人
砂
を
喰
ふ
図
」「
九
州
地
方
凶
荒
、
橘
南
谿
翁
話
の
図
」「
西
国
飢
饉
、
金
を
持
て
餓
死
せ
し
図
」「
奥
州
凶
歳
、
飢
民
出
羽
に
流
落
す
る
図
」「
同
児ち

ご

飢
て
母
の
乳
房
を
喰
切
、
并
に
、
親
の
股
に
喰
付
図
」「
同
一
村
尽
く
餓
死
し
て
亡
所
と
な
る
図
」「
鈴
木
金
右
衛
門
、
衣
服
を
売
尽
し
て
窮
民
を
救
ふ
図
」「
義
農
作
兵
衛
、

種く
さ

麦む
ぎ

を
枕
と
し
て
餓
死
す
る
図
」「
凶
歳
に
塩
気
を
含
め
る
筵
を
熬
り
て
食
す
る
図
」「
蟻
蜂
食
を
畜
へ
て
冬
春
を
凌
ぐ
の
図
」
な
ど
18
図
を
掲
げ
、
総
振
り
仮
名
の
平
易
な
解

説
文
を
添
え
る
。
巻
末
に
「
救
荒
草
木
一
覧
」
と
「
有
毒
草
木
一
覧
」
を
付
す
。

地
震
考
（
じ
し
ん

こ
う

）
小
島
濤と

う
ざ
ん山

（
小
嶋
好
謙
・
思
斎
堂
主
人
）
作
。
小
島
東と

う

隴ろ
う

庵あ
ん

編
・
補
。
文
政
13
年
（1830

）
7
月
刊
。［
京
都
］
著
者
蔵
板
（
斉
政
館
都
講
、
小
嶋
氏
蔵
板
）。

　

▽
文
政
13
年
7
月
2
日
（1830

年
8
月
19
日
）、
申
の
刻
（
午
後
3
～
5
時
）
に
発
生
し
た
京
都
地
震
を
契
機
に
、
地
震
に
ま
つ
わ
る
妄
説
を
排
除
し
、
本
朝
の
地
震
の
歴

史
や
諸
文
献
『
類
聚
国
史
』『
三
代
実
録
』『
皇
帝
紀
抄
』『
方
丈
記
』『
天
文
考
要
』『
本
朝
天
文
志
』『
径
世
衍
義
』『
天
文
考
要
』『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
か
ら
地
震
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
た
書
。
ま
た
、
人
々
の
不
安
や
迷
い
を
解
く
た
め
、『
天
経
或
問
』
に
基
づ
き
、
今
回
の
京
都
地
震
も
地
球
規
模
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
局
地
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
「
地
球
図
」
を
用
い
て
解
説
し
、
地
震
に
は
「
心
（
震
源
地
）」
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
四
方
に
揺
れ
が
広
が
る
こ
と
や
、
各
地
に
お
け
る
大
地
震
の
予
兆
に
つ

い
て
も
縷
々
紹
介
す
る
ほ
か
、
地
震
を
予
知
し
た
享
保
年
間
の
盲
人
四
方
市
の
故
事
や
地
震
の
原
因
に
関
す
る
考
察
な
ど
を
記
す
。

地
震
年
代
記
（
じ
し
ん
ね

ん
だ
い
き

）
無
名
氏
編
。
安
政
3
年
頃
刊
。［
大
阪
］
文
麗
堂
（
播
磨
屋
利
助
）
板
。　

▽
諸
文
献
に
基
づ
い
て
本
朝
の
地
震
史
を
総
覧
し
た
う
え
で
、
安
政
2

年
10
月
2
日
の
大
地
震
の
詳
細
を
報
告
し
た
書
。『
埃あ

い
の
う
し
ょ
う

嚢
鈔
』
の
地
震
動ゆ

り

吉
凶
の
占
法
や
仏
説
に
基
づ
く
4
種
の
地
震
に
触
れ
、
安
政
大
地
震
が
「
帝
釈
動
」
で
あ
っ
て
決
し

て
凶
兆
で
は
な
く
「
兎
に
も
角
に
も
い
と
め
で
た
き
世
直
し
」
と
位
置
づ
け
、「
上
代
よ
り
の
地
震
を
古
今
の
書
籍
よ
り
鈔
略
・
取
詮
し
て
、
今
度
（
安
政
大
地
震
）
の
に
い

く
ら
も
勝
る
地
震
数
十
度
あ
り
し
か
ど
、
世
の
衰
弊
す
る
に
も
あ
ら
ず
、
弥
栄
え
に
さ
か
え
て
天
地
と
共
に
窮
り
な
き
我
葦
原
の
中
国
の
泰
平
万
々
歳
た
る
よ
し
を
人
々
に
知

ら
せ
参
ら
せ
ん
」
と
出
版
の
意
図
を
披
瀝
す
る
。
前
半
部
は
古
代
か
ら
の
地
震
の
記
録
を
記
載
し
、
後
半
部
に
は
、
安
政
大
地
震
の
江
戸
府
内
の
被
害
状
況
な
ど
を
18
地
域
別

に
、ま
た
江
戸
を
起
点
と
す
る
街
道
筋
近
郷
の
罹
災
状
況
を
、「
潰
家
一
万
四
千
二
百
四
十
一
軒
ト
千
三
百
三
棟
、潰
土
蔵
千
六
百
四
十
九
ヶ
所
…
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
。「
須

佐
之
男
命
が
国
を
ゆ
す
る
図
」「
東
大
寺
盧
舎
那
仏
罹
災
図
」「
伏
見
大
地
震
図
」「
江
戸
地
震
出
火
一
覧
」「
安
政
大
地
震
後
の
御
救
小
屋
風
景
」
な
ど
6
葉
の
口
絵
・
挿
絵
を

収
め
る
。

〈
御
府
内
・
五
街
道
〉
大
地
し
ん
（
ご
ふ
な
い
・
ご
か
い

ど
う-

お
お
じ
し
ん

）
御ご

安あ
ん

台た
い

賤し
ず

丸ま
る

作
。
安
政
3
年
頃
刊
。［
江
戸
カ
］
調
集
堂
板
。　

▽
表
紙
と
も
5
丁
の
小
冊
子
で
、
安
政
2
年
10
月
2

日
の
大
地
震
の
模
様
や
そ
の
被
害
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
報
告
し
た
も
の
。
江
戸
府
内
各
地
の
惨
状
を
次
々
列
記
、
周
辺
部
や
街
道
筋
の
罹
災
状
況
に
も
言
及
し
、
今
回
の

被
害
が
明
暦
の
大
火
を
超
え
る
も
の
で
死
者
も
数
知
れ
ず
、
荷
車
や
船
で
死
体
が
寺
院
へ
運
ば
れ
る
有
様
は
見
る
に
堪
え
な
い
も
の
だ
が
、
翌
日
に
は
鎮
火
し
、
時
折
余
震
が

あ
っ
て
も
特
別
な
事
は
な
い
と
述
べ
た
後
で
、「
町
数
五
千
三
百
七
十
余
崩
」「
御
屋
敷
二
千
五
百
六
十
余
軒
損
ず
」「
寺
院
堂
社
三
万
九
千
六
百
三
十
ヶ
所
」「
土
蔵
の
数

五
億
八
万
九
千
七
百
八
十
六
ヶ
所
」
と
罹
災
規
模
を
具
体
的
に
示
す
一
方
、「
軽
き
者
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
御
手
当
・
御
救
米
被
下
置
、
四
民
安
堵
に
帰
し
、
鼓
腹
し
て
御
仁
徳
あ

ふ
ぎ
奉
る
は
、
実
に
目
出
度
事
ど
も
な
り
」
と
為
政
者
の
救
恤
を
讃
え
て
、「
か
ゝ
る
凶
変
の
う
ち
に
か
く
ま
で
調
集
な
す
は
、
遠
国･

他
邦
の
親
族
へ
告
知
ら
し
め
て
安
堵

（82巻） （82巻）＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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な
ら
し
め
ん
こ
と
を
思
ふ
の
老
婆
心
な
り
」
と
記
す
。

　

■
第
83
巻
【
仏
教
（
般
若
心
経
）】（
収
録
6
点
）

般
若
心
経
絵
抄
（
は
ん
に
ゃ
し
ん

ぎ
ょ
う
え
し
ょ
う

）
玉ぎ

ょ
く
せ
ん
う
ん
き

川
雲
起
（
一
真
）
作
。
天
明
2
年
5
月
初
刊
。［
大
阪
］
秋
田
屋
太
右
衛
門
ほ
か
板
。　

▽
般
若
心
経

の
絵
入
り
注
釈
書
。
正
式
名
称
を
「
摩
謌
般
若
」「
波
羅
蜜
多
」「
心
経
」
の
三
つ
に
分
け
、
例
え
ば
「
摩
謌
般
若
」
と
は
「
大
智
恵
」
の

こ
と
で
人
々
に
本
来
備
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
小
智
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
大
智
恵
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
諭
し
て
大
智
・
小
智
な
ど
を
順
々

に
読
み
解
く
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
詳
し
く
解
説
。「
観
自
在
菩
薩
…
」
以
下
の
般
若
心
経
本
文
を
一
句
な
い
し
数
句
か
ら
な
る

二
五
段
に
分
け
て
施
注
す
る
が
、
特
に
「
照
見
五
蘊
皆
空
、
度
一
切
苦
厄
」「
不
生
不
滅
、
不
垢
不
浄
、
不
増
不
減
」「
乃
至
、
無
老
死
、

亦
無
老
死
尽
」
の
三
カ
所
は
頁
を
費
や
し
て
詳
し
く
解
説
。
本
文
中
に
挿
絵
4
葉
（
盗
賊
・
往
来
の
人
々
・
酒
宴
遊
興
・
恒
河
）
を
挿
入
。

般
若
心
経
和
解
（
は
ん
に
ゃ
し
ん

ぎ
ょ
う
わ
げ

）
作
者
不
明
。
天
明
2
年
（1782

）
4
月
初
刊
。［
京
都
］
蓍
屋
儀
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
般
若
心
経
の
題
号
と
、

本
文
各
句
の
語
注
や
文
意
を
詳
し
く
解
説
し
た
注
釈
書
。「
文
字
学
者
の
為
に
せ
ず
。
教
相
（
仏
教
諸
宗
の
教
義
理
論
）
の
名
目
（
呼
称
）

も
少
な
し
。
簡
に
し
て
要
な
り
。
言

こ
と
ば
の
あ
や

文
な
さ
ず
麁そ

に
し
て
惑
な
し
」（
序
）。
本
文
3
分
の
1
を
費
や
し
て
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」

を
注
し
、
題
号
の
解
説
に
重
点
を
置
く
の
が
特
徴
。「
心
経
」
と
は
「
唯た

だ

自み
ず
か
らの

心
を
説と

き

顕あ
ら
わし

た
」
も
の
で
、
こ
れ
は
心
経
に
限
ら
ず
「
一

切
の
経
論
・
祖
録
、
皆
自
心
を
説
顕
た
る
も
の
な
り
」
と
喝
破
。「
照
見
五
蘊
皆
空
、
度
一
切
苦
厄
」
と
「
無
苦
・
集
・
滅
・
道
。
無
智
、

亦
無
得
」
の
二
段
の
注
釈
が
長
文
で
あ
り
、
前
掲
『
般
若
心
経
絵
抄
』
と
比
重
の
置
き
方
に
相
違
が
あ
る
。
注
釈
は
総
じ
て
口
語
調
。
序

文
を
書
い
た
知
真
庵
は
、
江
戸
中
期
、
天
明
頃
の
僧
侶
（
京
都
清
閑
寺
住
職
）
で
、
手
島
堵
庵
に
師
事
し
た
心
学
者
。

般
若
心
経
鈔
図
会
（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ

う
し
ょ
う
ず
え
　

）
辻
本
基
定
（
源
基
定
）
編
。
天
保
15
年
（1844

）
初
刊
。［
京
都
］
堺
屋
仁
兵
衛
（
尚
書
堂
）
板
。　

▽
絵
入
り
注
釈
書
。「
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
多
心
経
」
の
題
号
を
詳
し
く
説
き
、「
般
若
」
は
智
恵
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
世
間
で
言
う
「
分
別
・
才
覚
」
な
ど
の
「
小
智
」
と
は
別
次
元
の
「
大
智
」
で
あ
り
、

「
心
経
」
と
は
「
般
若
の
心
」、
そ
し
て
、
仏
が
こ
の
経
を
説
い
た
の
は
「
本
覚
の
智
恵
を
も
つ
て
一
切
の
衆
生
を
し
て
妄
心
・
も
ふ
ね
ん
（
妄
念
）
を
除
き
正
し
め
て
生し

ょ
う
じ死

大

海
の
こ
の
岸
を
わ
か
れ
て
不
生
不
滅
の
ね
は
ん
（
涅
槃
）
の
彼
岸
に
い
た
ら
し
め
て
、
衆
生
を
し
て
本
心
・
本
性
を
見
せ
し
め
ん
が
た
め
な
り
」
と
述
べ
、
続
け
て
「
此
法の

り

は

う
け
て
た
も
て
る
玉
な
れ
ば
、
永
き
よ
て
ら
す
宝
成
け
り
」
以
下
14
首
の
和
歌
（
道
歌
）
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
注
釈
文
の
随
所
に
道
歌
を
数
多
く
列
挙
す
る
の
が
特
徴
。「
釈

尊
と
弟
子
」「
白
象
に
乗
る
遊
女
江
口
（
西
行
や
一
休
が
遊
女
と
や
り
と
り
す
る
問
答
歌
を
掲
げ
る
）」「
花
見
」
な
ど
挿
絵
4
葉
を
載
せ
る
。

般
若
心
経
和
訓
図
会（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ

う
わ
く
ん
ず
え

）
山
田
野
亭
（
山
田
案
山
子
・
好
華
（
花
）
堂
・
大
和
屋
圭
蔵
）
作
。
松
川
半
山
（
翠
栄
堂
）
画
。
天
保
15
年
（1844

）
3
月
初
刊
。［
大

阪
］
藤
屋
善
七
・
秋
田
屋
太
右
衛
門
板
。　

▽
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
往
来
物
や
通
俗
教
訓
書
を
多
数
手
掛
け
た
大
坂
の
作
家
と
絵
師
、
す
な
わ
ち
山
田
野
亭
と
松
川

半
山
に
よ
る
絵
入
り
注
釈
書
。「
此
書
は
、
般
若
心
経
を
真
読
・
訓
読
両
点
と
も
平
仮
名
付
に
し
、
且
ま
た
、
一
字
一
句
ご
と
に
委
し
く
註
解
し
、
悉
く
絵
図
を
加
へ
し
珍
書

な
り
。
夫
、
こ
の
心
経
は
大
般
若
経
六
百
巻
の
中
よ
り
肝
要
の
文
を
抜ぬ

き

萃い
だ

せ
し
妙
経
に
て
、
読
誦
す
る
人
は
福
を
増
し
、
禍
を
は
ら
ひ
、
心
経
功
力
の
広
大
な
る
こ
と
を
し
り

や
す
き
書
物
、
こ
れ
に
ま
さ
る
書
な
し
」（
巻
末
広
告
）。
上
下
2
巻
。
注
釈
に
は
、
平
易
か
つ
丁
寧
な
語
注
・
通
釈
の
ほ
か
に
、
し
ば
し
ば
故
事
を
添
え
る
た
め
、「
深
草
の

少
将
百も

も

夜よ

通
い
」
や
「
巴は

き
ょ
う峡

の
猿
（
母
猿
断
腸
の
故
事
）」
な
ど
多
く
の
挿
絵
（
15
図
）
を
施
す
の
が
特
徴
。
下
巻
末
尾
に
「
秘
密
般
若
略
解
」
と
題
し
て
「
羯
諦
羯
諦
…
」

以
下
17
字
の
真
言
の
大
意
を
載
せ
、
梵
字
の
表
記
（
神
呪
梵
字
）
も
示
す
。

二
時
食
作
法
文
諺
註
余
説･

般
若
心
経
略
諺
註
（
に
じ
じ
き
さ
ほ
う
も
ん
げ
ん
ち
ゅ
う
よ
せ
つ
・
は
ん
に
ゃ
し

ん
ぎ
ょ
う
り
ゃ
く
げ
ん
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
し
ゃ
く
え
し
ょ
う

）
十
阿
（
義
聞
）
作
。
嘉
永
元
年
（1848

）
以
前
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
前

半
に
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
略
諺
註
」、
後
半
に
「
食
時
作
法
文
諺
註
余
説
」
を
収
録
し
た
仏
書
。
前
半
は
般
若
心
経
の
簡
潔
・
平
易
な
注
釈
書
。
古
来
の
訳
本
が
11
種

あ
り
、
中
で
も
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

訳
（『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』）
と
玄
奘
三
蔵
訳
（『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』）
の
2
訳
が
流
布
す
る
が
、
本
書
が
玄
奘
訳
に
基
づ
く
と
す
る
。
注
釈

文
の
長
さ
は
各
段
と
も
1
・
2
頁
で
ほ
ぼ
均
等
だ
が
、「
舎
利
子
。
是
諸
法
空
相
」
の
段
は
5
頁
超
で
特
に
詳
し
い
。
し
ば
し
ば
概
念
を
図
式
化
す
る
の
が
特
長
（
小
乗

七
十
五
法
図
、
大
乗
百
法
図
、
五
蘊
之
図
、
四
諦
図
な
ど
）。
後
半
「
食
時
作
法
文
諺
註
余
説
」
は
、
律り

っ
け家

（
律
宗
）
に
お
け
る
食
作
法
（
食
事
の
際
の
宗
教
的
儀
式
・
作
法
）

を
問
答
形
式
で
解
説
し
た
も
の
。

般
若
心
経
絵
入
講
釈
（
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

え
い
り
こ
う
し
ゃ
く

）
近
沢
幸
山
（
桃
堂
）
編
注
。
一
光
斎
芳
盛
（
歌
川
芳
盛
・
三
木
光
斎
）
画
。
万
延
元
年
（1860

）
4
月
刊
。［
江
戸
］
若
林
喜
兵

衛
（
玉
養
堂
）
板
。　

▽
前
掲
の
山
田
野
亭
作
『
般
若
心
経
和
訓
図
会
』
の
注
釈
と
挿
絵
を
模
倣
し
て
編
ん
だ
絵
入
り
注
釈
書
。
上
段
頭
書
に
し
ば
し
ば
『
和
訓
図
会
』
と
同

様
の
挿
絵
37
葉
と
詞こ

と
ば
が
き書

、
ま
た
、
般
若
心
経
の
書
き
下
し
文
を
載
せ
、
下
段
本
文
欄
に
は
『
和
訓
図
会
』
と
同
じ
段
落
で
、
ほ
ぼ
同
文
か
一
部
割
愛
ま
た
は
改
編
し
た
注
釈
文

を
割
注
形
式
で
載
せ
る
（
基
本
的
に
こ
の
体
裁
は
経
典
余
師
に
な
ら
っ
た
も
の
）。
例
え
ば
「
深
草
少
将
と
小
野
小
町
」
の
故
事
を
「
平
清
盛
と
常
盤
御
前
」
に
差
し
替
え
た
り
、

越
前
国
朝
倉
郷
の
逸
話
を
下
総
国
葛
飾
郡
の
「
八や

わ
た幡

知
ら
ず
の
森
」
の
話
に
改
編
し
て
あ
る
。

（83巻）
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■
第
84
巻
【
祭
祀
（
葬
祭
）】（
収
録
8
点
）

非
火
葬
論
（
ひ
か
そ

う
ろ
ん

）
安
井
真さ

ね
す
け祐

（
帰
正
庵
）
作
。
享
保
2
年
（1717

）
9
月
刊
。［
江
戸
］
戸
蔵
屋
喜
兵
衛
板
。　

▽
も
と
京
都
の
僧
侶
で
、
後
に
還
俗
帰
儒
し
た
著
者
が
、

父
母
を
火
葬
し
た
己
の
後
悔
を
他
人
に
味
わ
わ
せ
な
い
た
め
に
、
火
葬
の
起
源
、
火
葬
の
非
道
と
残
酷
さ
、
火
葬
を
広
め
た
仏
教
の
矛
盾
や
問
題
点
を
指
摘
し
た
仮
名
書
き
の

書
。
益
軒
か
ら
「
世
教
に
補
ひ
あ
る
こ
と
大
な
り
」
と
評
価
さ
れ
た
が
脱
稿
か
ら
30
余
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
火
葬
が
「
不
孝
第
一
の
所し

わ
ざ為

」
で
「
人
情
自
然
の
彜

い
・
つ
ね（

人
が
常

に
守
る
べ
き
道
）」
に
背
く
行
為
で
あ
る
こ
と
、「
父
母
を
愛
し
み
敬
ま
ふ
」
の
は
「
良
知
良
能
の
天
然
」
で
あ
り
、
父
母
の
遺
体
を
大
切
に
す
る
の
は
「
愛
敬
の
心
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
説
く
。
そ
も
そ
も
火
葬
は
古
代
中
国
の
極
刑
で
あ
り
、
火
葬
で
穢
れ
た
煙
を
神
国
の
空
に
た
な
び
か
せ
る
の
は
最
も
禁
忌
す
べ
き
も
の
と
非
難
。
ま
た
「
愛
敬
の

本
心
」
や
「
人
情
自
然
の
彜
」
を
妄
想
と
み
な
し
、
未
来
応
報
説
や
念
仏
宗
の
悪
人
正
機
説
で
社
会
秩
序
を
維
持
せ
ん
と
す
る
仏
教
の
教
え
は
、
火
葬
同
様
に
有
害
無
益
と
論

断
す
る
。

日
本
養
子
説･

非
火
葬
論
（
に
ほ
ん
よ
う
し
せ

つ
・
ひ
か
そ
う
ろ
ん

）　
「
日
本
養
子
説
」
は
跡
部
良よ

し

顕あ
き
ら（

光
海
・
良
賢
）
作
。「
非
火
葬
論
」
は
安
井
真
祐
（
帰
正
庵
）
作
。 「
日
本
養
子
説
」
は
享

保
7
年
（1722

）
10
月
作
。「
非
火
葬
論
」
は
安
政
3
年
（1856

）
8
月
刊
。
安
中
藩
板
。　

▽
「
日
本
養
子
説
」
は
、
皇
統
に
お
け
る
養
子
の
事
例
を
示
し
て
養
子
の
必
要

と
そ
の
道
理
を
諭
し
た
書
。『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
（
上
）
の
天
照
大
神
の
勅
「
其
の
物も

の

根ざ
ね

を
原た

ず

ぬ
れ
ば
、
則
ち
八や

坂さ
か

瓊に

之の

五い

百ほ

箇つ

御み
す
ま
る統

は
是
、
吾
が
物
也
。
故
に
彼
の
五
男

神
は
悉
く
是
れ
吾
が
児
な
り
。
乃
ち
子み

こ

を
取
り
て
養ひ

だ

し
き
」
を
引
い
て
、
こ
れ
を
「
我
国
養
子
の
始
」
と
し
、
以
下
、
成
務
天
皇
が
日
本
武
尊
の
子
を
養
子
に
し
て
譲
位
し
た

こ
と
な
ど
皇
統
に
お
け
る
養
子
の
例
を
い
く
つ
か
示
し
、
末
代
に
お
い
て
は
「
気
化
も
薄
く
、
上
下
男
女
を
生
ず
る
事
も
古
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
子
な
き
も
の
は
養
子
の
義
な
く

て
は
叶
は
ぬ
こ
と
」
と
述
べ
て
養
子
の
必
要
性
を
強
調
し
、そ
の
心
得
を
述
べ
る
。「
非
火
葬
論
」
は
前
掲
の
享
保
2
年
板
と
同
内
容
だ
が
、甘
雨
亭
叢
書
本
で
は
、送
り
仮
名
・

振
り
仮
名
を
省
略
・
割
愛
し
た
り
天
皇
名
の
前
を
欠
字
に
す
る
な
ど
の
改
編
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
甘
雨
亭
主
人
の
跋
（
5
行
）
を
新
た
に
加
え
て
あ
る
。

葬
事
略
記
（
そ
う
じ

り
ゃ
っ
き

）
角つ

の
だ田

忠
行
（
由
三
郎
・
伊
吹
舎
・
墨
縄
）
作
。
江
戸
末
期
初
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
老
親
を
持
つ
者
の
心
構
え
や
神
葬
祭
に
お
け
る
準
備
や
儀
式
全

般
を
述
べ
た
葬
祭
書
。
危
篤
の
際
に
、
家
や
自
身
に
つ
い
て
の
心
得
や
遺
言
な
ど
を
全
て
書
き
留
め
る
べ
き
こ
と
、
親
が
死
去
し
た
ら
す
ぐ
に
神
棚
を
封
じ
、
柀ま

き

（
槙ま

き

、
椹さ

わ
ら）

で
棺
を
作
る
こ
と
、
神か

む
い衣

（
神
道
の
死
に
装
束
）
や
副
葬
品
、
納
棺
、
祭
壇
等
に
つ
い
て
な
ど
を
記
す
。
ま
た
、
祭
主
（
喪
主
）
が
告
げ
る
故
人
「
一
世
の
功
業
」
の
文
例
を

掲
げ
た
り
、「
葬
の
後
、
五
十
日
も
過
な
ば
、
お
ご
そ
か
に
墓
碑
を
立
る
ぞ
、
人
の
子
た
る
の
道
に
は
あ
り
け
る
」
と
説
く
。
親
の
肖
像
に
つ
い
て
は
「
或
は
歌
に
て
も
詩
に

て
も
得
意
の
も
の
を
書
せ
」、
あ
る
い
は
、
棺
用
材
の
柀
に
つ
い
て
は
「
此
木
な
く
ば
、
松
の
木
な
ど
用
ふ
べ
し
。
檜
杉
の
類
用
ふ
べ
か
ら
ず
」
な
ど
、
本
文
の
随
所
に
割
注
・

補
注
を
施
す
。

喪
儀
略
（
そ
う
ぎ

り
ゃ
く

）
古ふ

る
か
わ川

躬み

行ゆ
き

（
汲
古
堂
）
作
。
慶
応
元
年
（1865

）
７
月
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
冒
頭
の
「
葬
儀
略
」
で
葬
儀
の
あ
ら
ま
し
を
時
系
列
的
に
詳
し
く
説
明
し
、

「
葬
具
」
で
葬
祭
用
具
の
説
明
と
図
解
を
掲
げ
、
さ
ら
に
「
襍ぞ

う

式し
き

」
で
祭
文
・
木
牌
・
墓
碑
・
喪
中
心
得
等
を
補
足
し
た
仮
名
書
き
の
神
道
葬
祭
書
。
病
が
重
く
危
篤
に
な
っ

た
ら
、
内
外
を
静
か
に
し
、
遺
言
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
書
き
留
め
、
予
め
霊た

ま
し
ろ璽

を
造
っ
て
お
き
、
臨
終
間
際
に
は
家
の
主
や
葬
礼
関
係
者
は
衣
服
を
改
め
、
手
洗
い
・
口
漱
ぎ
で

身
を
清
め
、
霊
璽
を
机
上
に
置
き
、
筆
と
硯
を
携
え
て
病
床
へ
行
き
、
霊
璽
に
病
人
の
姓
名
を
墨
書
す
る
。
そ
の
際
、
病
人
に
向
か
っ
て
彼
の
霊み

た
まを

霊
璽
に
遷
す
旨
を
密
か
に

告
げ
る
（
そ
の
文
言
も
例
示
）
…
と
い
う
具
合
に
順
序
立
て
て
葬
祭
の
手
順
を
示
す
。
さ
ら
に
、
霊
璽
の
奉
安
や
祭
壇
の
供
え
物
や
飾
り
付
け
、
臨
終
後
の
諸
準
備
、
遺
体
の

身
支
度
と
安
置
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
使
用
し
た
道
具
や
汚
水
等
の
処
理
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
さ
ら
に
、
二
十
四
時
（
埋
葬
前
に
遺
体
を
安
置
す
る
期
間
で
二
日
間
）
以
降
の

儀
式
、
出
棺
か
ら
埋
葬
後
ま
で
の
作
法
や
事
後
処
理
ま
で
を
記
す
。『
喪
儀
略
』
に
多
く
の
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
、
巻
末
に
「
触じ

ょ
く
え穢

」「
服ぶ

つ
か仮

」
の
附
録
記
事
を
増
補
し
た
増

訂
版
が
後
掲
『
増
訂
喪
儀
略
』
で
あ
る
。

増
訂
喪
儀
略
（
ぞ
う
て
い
そ

う
ぎ
り
ゃ
く

）
古
川
躬
行
（
汲
古
堂
）
作
。
明
治
4
年
刊
（
増
訂
版
）。
古
川
家
蔵
板
。［
大
阪
］
鹿
田
清
七
ほ
か
製
本
。　

▽
前
掲
『
喪
儀
略
』
に
多
く
の
加
筆
・

修
正
を
加
え
て
、
巻
末
に
附
録
記
事
等
を
増
補
し
た
増
訂
版
。
総
じ
て
増
訂
版
で
は
、『
喪
儀
略
』
よ
り
も
本
文
の
文
字
を
小
さ
め
に
記
し
て
記
述
量
を
増
や
し
た
箇
所
が
目

立
つ
。
例
え
ば
、「
沐ゆ

あ
み浴

」
で
は
「
或
は
手た

の
ご
い巾

も
て
頭
の
髪
よ
り
初
め
て
、
能
々
身
体
を
拭
ひ
、
下
体
に
汚け

が
れ穢

あ
ら
ば
、
腰
よ
り
已
下
を
洗あ

浄ら

は
ん
も
あ
し
か
ら
じ
」
と
い
う

割
注
を
新
た
に
加
え
る
。
巻
末
附
録
は
『
喪
儀
略
』
に
未
収
録
の
記
事
で
、
人
の
死
穢
や
無む

服ぶ
く

の
殤し

ょ
う（

七
歳
以
下
の
死
に
は
喪
に
服
さ
な
い
こ
と
）
を
始
め
、
弔
喪
・
産
穢
・

月
経
等
の
穢
れ
の
心
得
で
あ
る
「
触
穢
」
と
、
近
親
者
の
死
去
に
際
し
て
の
服
喪
の
作
法
な
ど
を
記
し
た
「
服
仮
」
の
記
事
で
あ
る
。

庶
人
喪
儀
式
（
し
ょ
に
ん
　

そ
う
ぎ
し
き

）
古
川
躬
行
（
汲
古
堂
）
作
。
明
治
5
年
（1872

）
冬
刊
。
著
者
（
汲
古
堂
）
蔵
板
。［
大
阪
］
鹿
田
静
七
ほ
か
売
出
。　

▽
庶
民
向
け
に
神
葬
の

基
本
を
記
し
た
平
易
な
葬
祭
書
。
神
葬
が
「
我
国
ノ
風ふ

儀り

ニ
テ
葬
祭
ヲ
行な

す

」
こ
と
で
あ
り
、日
本
の
国
風
は
も
と
も
と
「
諸も

の
ご
と事

煩わ
ず
ら
わ
し

雑
カ
ラ
ズ
質す

な
お直

ニ
簡こ

と
す
く
な易

カ
リ
シ
」
も
の
で
あ
っ

た
が
、「
儒
仏
ノ
教い

で
き起

テ
華か

ざ
り飾

ヲ
ノ
ミ
尚た

つ
とブ

事
ト
ハ
成
タ
リ
」
と
現
状
を
憂
え
、「
葬
祭
モ
古む

か
し昔

に
復か

え

シ
テ
簡こ

と

便す
く
なニ

敦あ

厚つ

ク
行な

す

ベ
キ
事
第
一
ノ
心
得
ナ
リ
」
と
日
本
古
来
の
神
葬

に
基
づ
く
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、「
恣
ニ
肉
ヲ
食
ヒ
、
酒
ヲ
飲
、
無ふ

ぎ
ょ
う
ぎ頼

ナ
ル
ヲ
神
葬
ト
思
フ
事
勿
レ
」
と
明
言
し
、
近
親
者
は
も
ち
ろ
ん
人
の
死
去
に
際
し
て
「
哀

か
な
し
む
こ
こ
ろ

情
」
が
な

い
の
は
人
の
道
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
以
下
の
本
文
は
概
ね
『
喪
儀
略
』
の
骨
子
。
挿
絵
4
丁
分
（
木か

り
じ
る
し標

・
諄の

り
と詞

・
榊
・
結
灯
台
、
霊
璽
・
机
、
臥ね

棺が
ん

・
盖ふ

た

・
坐
棺
、
霊
祭

（84巻）
（84巻）
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図
、
墓
碑
な
ど
）
を
掲
げ
る
。

上
等
葬
祭
図
式
（
じ
ょ
う
と
う
そ

う
さ
い
ず
し
き

）
常と

こ

世よ

長
胤
（
常
住
敬
吉･

栄
木
廼
舎
）
作
。
明
治
7
年
（1874

）
春
刊
。［
東
京
］
栄
木
廼
舎
（
著
者
）
蔵
板
。［
東
京
］
中
村
佐
助
ほ
か
売
出
。

　

▽
主
に
貴
人
向
け
の
神
葬
を
箇
条
書
き
に
記
し
、
多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
し
た
葬
祭
書
。「
官
位
高
キ
人
等
ノ
葬
祭
ニ
係

あ
ず
か
りテ

数
あ
ま
た
た
び度

執と
り

擬ま
か
なヒ

タ
ル
記ふ

録み

等ど
も

ヲ
本も

と
つ
だ
ね種

ト
シ
テ

目
安
ク
図
式
ニ
撰
定
」
し
た
と
し
、「
歛か

ん

具ぐ

及
祭
具
ノ
品
物
、
員
数
・
寸
法
ニ
至
ル
迄
、
万
事
際
ヤ
カ
ニ
記

し
る
し

載の

ス
ル
ト
雖
モ
、
総
テ
失
費
ニ
関
係
ス
ル
事
物
ハ
、
其
分ほ

ど
ほ
ど限

ニ
応

テ
増
補
・
節
略
ス
ル
コ
ト
喪
主
ノ
意
ニ
任
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
、
本
書
で
示
し
た
も
の
が
一
つ
の
目
安
で
あ
り
、
喪
主
の
事
情
に
即
し
て
適
宜
判
断
す
べ
き
と
断
る
。
葬
祭
は
神

職
等
に
全
面
的
に
任
せ
よ
と
説
い
た
後
、
葬
祭
の
手
順
、
神
官
な
ら
び
に
教
導
職
等
の
役
割
や
招
魂
祭
・
葬
祭
の
基
本
的
な
心
得
を
示
し
、
招
魂
祭
・
地
鎮
祭
・
入
棺
・
発
葬

祭
・
葬
所
祭
・
墓
所
・
見み

そ
ぎ滌

禊は
ら
え祓

・
葬
後
霊
祭
・
追
祭
に
つ
い
て
、
儀
式
の
段
取
り
や
必
要
な
準
備
に
つ
い
て
順
々
に
説
明
し
、
適
宜
、
葬
祭
具
や
祭
場
風
景
な
ど
の
図
解
を

多
く
掲
げ
る
。

葬
儀
心
得
大
意
（
そ
う
ぎ
こ
こ

ろ
え
た
い
い

）
新
田
邦
光
（
竹
沢
寛
三
郎
）
作
。
明
治
11
年
3
月
刊
。［
東
京
］
山
田
亀
一
郎
板
。　

▽
神
道
修
成
派
の
門
人
向
け
に
編
ま
れ
出
版
さ
れ
た
、

表
紙
と
も
全
10
丁
の
簡
易
な
葬
儀
心
得
書
。
同
派
の
教
祖
、
新
田
邦
光
が
慶
応
年
間
に
門
人
に
示
し
た
葬
儀
心
得
の
聞
書
を
後
に
校
訂
・
上
梓
し
た
。
邦
光
の
心
得
は
全
14
項

か
ら
成
り
、
①
生
死
は
表
裏
で
あ
り
、
吉
凶
循
環
が
当
然
の
理
で
あ
る
、
②
生
は
当
世
へ
の
来
臨
、
死
は
幽
界
へ
の
帰
去
で
あ
り
、
懇
篤
を
尽
く
し
て
死
者
を
送
る
べ
き
で
、

葬
儀
に
は
己
の
真
情
を
竭つ

く

せ
、
⑤
仏
式
の
葬
祭
に
は
神
代
以
来
の
伝
統
も
多
く
、
仏
葬
を
神
葬
に
改
め
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
、
⑪
私
が
説
く
神
道
修
成
派
の
法
に
従
っ
て

葬
儀
を
行
え
ば
死
者
の
霊
は
神
と
な
る
、
⑫
墓
に
は
木
を
植
え
よ
、
世
間
の
火
葬
は
野
蛮
だ
か
ら
決
し
て
用
い
る
な
、
⑬
眼
前
の
神
道
の
葬
法
を
無
視
し
て
外
国
の
葬
法
を
用

い
る
な
、
⑭
祝
詞
の
奏
上
が
望
ま
し
い
が
、
死
者
の
行
状
を
懇
切
に
記
し
た
俗
文
で
も
よ
い
、
な
ど
。
末
尾
の
増
補
は
、
天
皇
と
同
様
に
皇
国
民
が
全
て
神
葬
に
す
べ
き
こ
と

や
、
神
道
教
導
職
が
葬
儀
に
際
し
て
金
品
を
得
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
説
く
。

　

■
第
85
巻
【
漢
学
（
語
録
）】（
収
録
1
点
）

言
志
四
録
（
言
志
録･

言
志
後
録･

言
志
晩
録･

言
志
耋
録
）（
げ
ん
し
し
ろ
く
／
げ
ん
し
ろ
く
・
げ
ん
し
こ
う

ろ
く
・
げ
ん
し
ば
ん
ろ
く
・
げ
ん
し
て
つ
ろ
く

）
佐
藤
一
斎
（
坦
・
信
行
・
捨
蔵
・
大
道
・
愛
日
楼
・
老
吾
軒
）
作
。【
言

志
録
】
文
政
13
年
8
月
初
刊
（［
江
戸
］
須
原
屋
佐
助
板
）。［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
（
名
山
閣
）
板
。　
【
後
録
】
天
保
8
年
初
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
板
。　
【
晩
録
】

嘉
永
3
年
（1850

）
9
月
初
刊
。［
江
戸
］
有
乎
爾
斎
（
渡
辺
氏
カ
）
板
。　
【
耋
録
】
嘉
永
7
年
2
月
初
刊
。［
江
戸
］
有
乎
爾
斎
板
。　

▽
「
言
志
四
録
」
は
一
斎
が
晩
年

の
40
余
年
に
わ
た
っ
て
書
い
た
語
録
（
総1133

条
）
で
『
言
志
録
』『
言
志
後
録
』『
言
志
晩
録
』『
言
志
耋
録
』
4
冊
の
総
称
。
内
容
は
自
身
の
志
に
資
す
る
事
柄
を
、
自
戒

の
念
も
込
め
て
折
々
書
き
記
し
た
漢
文
体
随
筆
。
わ
が
国
語
録
中
の
白
眉
と
言
わ
れ
る
。
主
な
内
容
は
、『
言
志
録
』
は
、「
運
命
は
既
に
定
ま
る
」
か
ら
「
数
理
の
秘
」
ま
で

の
運
命
論
・
宿
命
論
で
、
天
意
・
天
道
・
窮
理
・
天
命
、
本
然
の
性
・
心
、
学
問
・
学
者
、
寛
容
、
修
己
治
人
、
君
臣
・
為
政
者
・
重
臣
、
生
死
・
霊
魂
、
欲
望
、
教
育
な
ど
。

『
後
録
』
は
、「
斃
れ
て
後
已
む
」
か
ら
「
古
人
を
心
友
と
す
る
」
ま
で
の
儒
学
を
学
ぶ
心
得
で
、
養
生
・
身
体
、
儒
学
と
実
践
・
言
行
一
致
、
君
子
・
小
人
、
書
物
、
子
弟
教

育
・
躾
な
ど
。『
晩
録
』
は
、「
学
問
と
政
治
」
か
ら
「
真
我
脱
―
真
実
の
自
己
」
ま
で
で
、
儒
学
・
日
本
の
宋
学
、
講
義
・
学
問
、
武
士
・
兵
法
、
治
世
・
乱
世
、
家
庭
倫
理
、

老
人
、
医
者
・
養
生
な
ど
。『
耋
録
』
は
、「
学
問
の
道
」
か
ら
「
臨
終
の
心
得
」
ま
で
で
、
学
問
、
立
志
、
心
の
霊
性
、
感
応
、
処
世
法
、
毀
誉
、
君
主
・
官
吏
、
訴
訟
、
老

人
心
得
・
養
生
法
、
臨
終
心
得
な
ど
。

　

■
第
86
巻
【
医
学
・
本
草
】（
収
録
1
点
）

広
恵
済
急
方
（
こ
う
け
い
さ
い

き
ゅ
う
ほ
う

）
多
紀
元
徳
（
丹
波
元
悳･

安
元
・
藍
渓
・
永
寿
院
）
編
。
多
紀
元
簡
（
安
長
・
桂
山
・
櫟
窓
）
校
。
植
田
文
敬
（
通
央
）
書
。
寛
政
2
年
（1790

）

8
月
刊
。［
江
戸
］
須
原
屋
嘉
助
ほ
か
板
。　

▽
仮
名
書
き
の
平
易
な
記
述
と
豊
富
な
図
解
に
よ
り
、
適
切
か
つ
実
用
的
な
処
方
や
治
療
法
を
ま
と
め
た
民
間
向
け
の
救
急
医

療
辞
典
。
十
代
将
軍
徳
川
家
治
の
要
請
で
編
纂
さ
れ
た
。
上
巻
は
「
卒
倒
之
類
」
中
風
・
脱
腸
・
交
接
昏
迷
・
中
気
・
痰
厥
な
ど
19
項
。
中
巻
は
「
卒
暴
諸
証
」
吐
血
・
歯
衂

舌
衂
・
諸
失
血
眩
暈
な
ど
22
項
と
「
外
傷
之
類
」
金
創
・
舌
断
・
擦
壊
な
ど
15
項
。
下
巻
は
「
横
死
之
類
」
餓
死
・
縊
死
・
溺
死
な
ど
6
項
、「
諸
物
入
九
竅
」
誤
呑
銅
鉄
物
・

諸
物
哽
咽
・
卒
食
噎
な
ど
7
項
、
ほ
か
に
「
中
毒
之
類
（
諸
物
中
毒
）」、「
婦
人
（
産
前
）
急
証
」、「
臨
産
急
証
」、「
産
後
急
証
」、「
小
児
急
証
」
を
収
め
る
。

　

■
第
87
巻
【
茶
道
】（
収
録
5
点
）

茶
道
早
合
点
（
ち
ゃ
ど
う
　

は
や
が
て
ん

）
珍
阿
（
珍
阿
弥
・
洛
北
隠
士
）
作
・
序
。
萩
箸
叟
跋
。
明
和
8
年
（1771

）
9
月
初
刊
。
［
大
阪
］
植
田
伊
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
初
心
者
の
た
め

に
茶
道
の
基
礎
知
識
と
基
本
的
作
法
を
豊
富
な
図
解
で
諭
し
た
入
門
書
。
茶
道
を
極
め
る
た
め
の
書
で
は
な
く
、
茶
を
楽
し
む
た
め
の
最
低
限
の
知
識
（
露
地
・
茶
室
・
茶
器

お
よ
び
製
作
者
等
）
と
心
得
を
ま
と
め
た
も
の
と
す
る
。
上
巻
で
「
茶
人
系
図
」「
廬
路
の
図
」「
茶
室
」「
香
盒
」「
釜
」
等
の
項
目
に
分
け
て
基
本
的
事
項
を
解
説
、
下
巻
で

茶
器
類
の
あ
ら
ま
し
を
図
解
し
た
後
、「
茶
の
湯
の
大
概
」
と
題
し
て
基
本
的
な
作
法
と
心
得
を
教
え
る
。

煎
茶
早
指
南
（
せ
ん
ち
ゃ
　

は
や
し
な
ん

）
瓦
礫
舎
主
人
（
朴
巌
・
霊
岳
院
祖
淳
）
述
。
柳
下
亭
嵐
翠
（
宗
一
・
街
頭
道
者
）
編
・
画
。
享
和
2
年
（1802

）
1
月
刊
。
［
尾
張
］
永
楽
屋
東

（85巻）（86巻）

＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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四
郎
（
東
壁
堂
）
板
。　

▽
近
年
（
享
和
頃
）
流
行
す
る
煎
茶
の
入
門
書
と
し
て
著
し
た
煎
茶
指
南
書
。
既
に
流
布
し
て
い
た
上
田
秋
成
『
清
風
瑣
言
』（
寛
政
6
年
刊
）、
大

枝
流
芳
『
煎
茶
仕
用
集
（
青
湾
茶
話
）』（
宝
暦
6
年
刊
）、
巽
斎
子
作
『
煎
茶
決
』（
未
詳
）
等
の
煎
茶
指
南
書
は
「
初
心
の
人
の
一
見
に
解
し
が
た
し
」
と
述
べ
る
。
上
巻
は

凉
炉
・
丸
こ
ん
ろ
・
風
炉
・
炉
囲
・
瓢
製
茶
焙
を
始
め
と
す
る
茶
道
具
や
茶
器
を
詳
し
く
図
解
す
る
。
下
巻
で
は
「
茶
を
貯
ふ
事
」「
湯
か
げ
ん
の
事
」「
茶
を
煎
じ
て
熟
味
を

う
か
ご
ふ
事
」「
花
香
茶
の
事
」
な
ど
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
、
巻
末
「
附
言
」
で
、
茶
道
の
肝
要
で
あ
る
「
和
敬
静
寂
」
の
四
意
、
茶
の
効
能
、『
茶
経
』『
茶
経
詳
説
』
を

始
め
、
和
漢
の
茶
人
や
茶
書
、
日
本
の
銘
茶
や
茶
器
の
産
地
な
ど
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

茶
湯
早
指
南
（
ち
ゃ
の
ゆ
　

は
や
し
な
ん

）
月
斎
峨
眉
丸
（
沼
田
峨
眉
丸
・
峩
眉
山
人
）
作
・
画
・
序
。
文
化
6
年
（1809

）
4
月
刊
。
［
江
戸
］
西
村
屋
与
八
ほ
か
板
。　

▽
豊
富
な
図
解

に
丁
寧
な
解
説
を
添
え
た
茶
道
入
門
書
。
客
の
心
得
（
客
意
）
と
主
人
の
心
得
（
主
意
）
を
上
下
二
段
に
分
け
、
前
者
に
「
返
書
認
様
の
事
」「
風
炉
の
茶
湯
事
」「
菓
子
の
茶

湯
事
」「
跡
見
の
茶
湯
事
」、後
者
に
「
五
時
之
約
束
」「
口
切
道
具
組
定
」「
当
日
茶
湯
式
」「
炭
手
前
の
事
」
な
ど
の
項
目
を
概
ね
時
系
列
的
に
記
述
す
る
ほ
か
、本
文
中
に
「
客

意
の
図
形
」
や
、
手
元
の
細
か
い
所
作
を
図
解
し
た
「
手
の
図
」、「
女
立
前
之
図
形
」
な
ど
の
図
を
添
え
る
な
ど
要
点
を
詳
し
く
解
説
す
る
の
が
特
徴
。

こ
の
め
の
説
（
こ
の
め

の
せ
つ

）
前
田
夏
蔭
（
前
田
健
助
・
菅
原
夏
蔭
・
鴬
園
）
作･

跋
。
文
政
12
年
（1830

）
10
月
刊
。
［
宇
治
］
上
林
盛
一
蔵
板
。
［
江
戸
］
岡
村
庄
助
（
尚
友
堂
）

製
本
。　

▽
日
本
に
お
け
る
茶
の
起
源
や
歴
史
、
ま
た
、
茶
事
や
茶
道
の
沿
革
な
ど
を
考
証
的
に
記
述
し
た
書
。『
類
聚
国
史
』『
日
本
紀
略
』『
元
亨
釈
書
』『
凌
雲
集
』『
文

華
秀
麗
集
』『
西
宮
記
』『
和
名
類
聚
抄
』『
経
国
集
』『
喫
茶
養
生
記
』『
年
中
行
事
歌
合
』『
太
平
記
』『
喫
茶
往
来
』『
異
制
庭
訓
往
来
』
な
ど
多
く
の
文
献
を
引
用
し
典
拠
を

示
す
。

喜
撰
往
来
大
全
（
き
せ
ん
お
う
ら

い
た
い
ぜ
ん

）
荒
堀
庄
之
助
（
一
四
歳
）
書
。
安
政
3
年
（1856

）
8
月
書
。　

▽
製
茶
に
関
す
る
現
存
唯
一
の
往
来
物
。
茶
栽
培
（
下
準
備
、
肥
料
等
）

か
ら
生
葉
の
摘
採
、
加
工
（
蒸
熱
、
乾
燥
、
袋
詰
等
）、
保
存
法
、
茶
の
取
引
に
必
要
な
斤
目
や
相
場
・
通
貨
の
単
位
、
ま
た
、
日
雇
い
の
摘

み
子
に
対
す
る
褒
賞
、
製
茶
業
に
必
要
な
諸
帳
簿
等
に
関
す
る
要
語
と
心
得
を
記
す
。
製
茶
業
者
子
弟
用
に
編
ま
れ
た
往
来
物
か
。

　

■
第
88
巻
【
天
文
】（
収
録
1
点
）

〈
運
気
暦
術
〉
天
文
図
解
（
う
ん
き
れ
き
じ
ゅ
つ

-

て
ん
も
ん
ず
か
い

）
井
口
常
範
編
・
序
。
梅
華
堂
義
雪
図
解
。
元
禄
2
年
（1689

）
6
月
初
刊
。
［
大
阪
］
河
内
屋

源
七
郎
ほ
か
板
。　

▽
天
文
・
暦
学
の
概
要
を
平
易
に
解
説
し
た
最
初
の
書
で
全
五
巻
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
一
～
三
巻
は
天
体
や
「
七
政
（
七

曜
星
）
の
行
度
（
運
行
）」
に
関
す
る
論
。
四
巻
は
算
術
を
用
い
な
い
「
推
歩
（
天
体
の
運
行
推
測
）」
や
「
運
気
論
（
古
代
中
国
の
天
文
学
思
想
）」

の
概
要
や
「
天
文
の
旧
説
」
に
対
す
る
批
評
。
五
巻
は
二
十
八
宿
や
七
政
の
違
い
や
列
宿
（
星
座
）
や
五
星
の
形
な
ど
で
、
以
上
は
、「
幼
学

の
士
」
が
実
見
し
難
い
道
理
を
悟
り
、
知
り
難
い
知
識
を
得
る
「
捷
径
（
近
道
）」
で
あ
る
と
す
る
。

　

■
第
89
巻
【
医
学
・
看
護
】（
収
録
6
点
）

古
方
便
覧
（
こ
ほ
う
べ

ん
ら
ん

）
六
角
重
任
（
六
角
主
計
・
毅
夫
）
作
・
書
。
吉
益
東
洞
（
為
則
）
校
・
序
。
天
明
2
年
（1782

）
9
月
初
刊
。
［
大
阪

］
高
橋
平
助
ほ
か
板
。　

▽
『
傷
寒
論
』
や
『
金
匱
要
略
』
の
薬
方
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
、
日
本
人
に
適
し
た
処
方
や
実
践
的
な
治
療
を
目

指
し
た
古
方
派
を
代
表
す
る
処
方
集
。
上
巻
は
「
桂
枝
湯
」
か
ら
「
土
瓜
根
散
」
ま
で
の
97
方
、
下
巻
は
「
桃
核
承
気
湯
」
か
ら
「
蛇
牀
（
床
）

子
散
」
ま
で
の
90
方
を
系
統
的
に
並
べ
、
薬
方
毎
の
調
合
法
・
効
能
・
服
用
上
の
諸
注
意
な
ど
を
記
す
。
下
巻
末
に
種
々
の
腹
部
の
状
態
を
図

示
し
た
「
附
録
腹
候
図
」
を
掲
げ
る
。
作
者
は
、
江
戸
中
・
後
期
の
漢
方
医
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
吉
益
東
洞
の
弟
子
。

賜
民
薬
方
（
し
み
ん
や

く
ほ
う

）
阿
部
正
興
（
正
右
衛
門
＊
奥
州
須
加
川
住
）
編
・
序
・
跋
。
文
化
8
年
（1811

）
1
月
自
序
・
刊
。
［
奥
州
須
加
川
］
著
者
蔵
板
（
施
本
）。
［
江
戸
］

西
村
屋
与
八
製
本
。　

▽
「
大
人
小
児
急
病
、
或
は
急
難
を
救
ひ
治
す
る
秘
方
」
を
述
べ
た
民
間
療
法
の
小
冊
子
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
が
急
病
・
急
難
に
直
面
し
た
時
の
基

本
的
な
救
急
法
を
列
挙
す
る
。
鼠
や
猫
に
よ
る
咬
傷
、
銭
の
喉
詰
、
眼
病
、
食
あ
た
り
、
食
滞
（
食
も
た
れ
）、
火
傷
、
刺
し
傷
、
漆
か
ぶ
れ
、
魚
骨
（
咽
頭
）
異
物
、
蛇
に

よ
る
咬
傷
、
水
難
事
故
、
気
絶
、
捻
挫
、
発
熱
、
小
児
五
疳
（
疳
の
虫
）、
寸
白
（
寄
生
虫
）、
鼻
血
、
縊
死
未
遂
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
ま
で
の
対
処
法
を
記
す
。

看
病
手
引
歌
（
か
ん
び
ょ
う

て
び
き
う
た

）
霊
応
（
尾
張
萩
白
山
）
作
。
文
政
10
年
（1827

）
1
月
刊
。
刊
行
者
不
明
（
施
印
）
＊
別
に
［
名
古
屋
］
白
山
本
地
堂
板
が
あ
る
。　

▽
表
紙
と

も
七
丁
の
小
冊
子
。
七
五
調
の
和
讃
形
式
で
、
看
病
の
意
義
や
具
体
的
な
看
病
の
方
法
や
諸
注
意
を
述
べ
た
教
訓
書
。
見
返
し
に
「
八
福
田
」（
敬
い
仕
え
る
と
福
徳
が
得
ら

れ
る
仏
・
聖
人
・
和
尚
・
闍
梨
（
阿
闍
梨
）・
僧
・
父
・
母
・
病
人
の
八
つ
）
を
掲
げ
る
。
臨
終
に
際
し
て
病
者
に
念
仏
を
勧
め
る
な
ど
、
臨
終
作
法
書
の
面
も
持
つ
。

精
養
要
略
（
せ
い
よ
う
よ

う
り
ゃ
く

）
元
玄
堂
編
・
序
。
天
保
10
年
（1839

）
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
編
者
の
師
で
あ
る
桜
井
祐
之
に
学
ん
だ
「
医
道
之
真
理
」
を
「
治
療
と
養
生
の
道
」

と
「
病
人
看
病
人
の
心
得
」
の
二
章
に
分
け
て
説
い
た
小
冊
子
。
例
え
ば
鳥
・
獣
・
虫
な
ど
は
本
能
的
に
「
其
薬
を
知
り
、
喰
ふ
て
病
を
癒
す
」
が
、
こ
れ
が
天
地
自
然
で
あ

り
、
い
か
に
病
名
が
増
え
よ
う
と
も
本
来
「
万
病
一
毒
」
で
あ
り
、
病
毒
を
去
る
に
は
「
汗
・
吐
・
下
」（
発
汗
・
嘔
吐
・
下
痢
）
の
三
方
以
外
に
な
い
と
す
る
。

（87巻）

（88巻）

（89巻） ＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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と
し
玉
（
と
し
だ
ま

） 

佐
藤
鶴
城
（
藤
原
方
定
・
民
之
助
・
神
符
満
）
作
・
序
。
嘉
永
5
年
（1852

）
1
月
刊
。
［
江
戸
］
著
者
蔵
板
。
［
大
阪
］
河
内
屋
喜
兵

衛
ほ
か
売
出
。　

▽
医
師
の
い
な
い
田
舎
者
で
も
薬
を
待
た
ず
、
急
病
に
も
自
ら
対
処
し
て
辛
い
境
遇
に
陥
る
こ
と
な
く
、
天
下
の
人
々
が
共
に
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
る
べ
く
、
養
生
や
長
寿
の
秘
訣
を
さ
さ
や
か
な
一
枚
刷
り
と
し
て
毎
年
配
布
し
て
き
た
も
の
を
合
綴
し
た
小
冊
子
。

〈
長
生
法
附
録
〉
救
急
法
（
ち
ょ
う
せ
い
ほ
う
ふ
ろ

く-

き
ゅ
う
き
ゅ
う
ほ
う

） 

石
黒
忠
悳
（
恒
太
郎
）
作
。
明
治
6
年
（1873

）
頃
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
「
救
病
療
法
并
貯
薬
用
法
」

「
眩
暈
・
卒
倒
」「
消
化
不
良
并
に
飲
留
」「
下
利
（
痢
）」「
便
秘
」「
嘔
吐
」「
腹
痛
」「
霍
乱
」「
中
食
」「
感
冒
」「
瘧
病
」「
蛔
蟲
」「
截
傷
」「
打
撲
」「
火
傷
」

「
咬
傷
」「
重
病
中
の
失
神
」
に
つ
い
て
記
し
た
小
冊
子
。
日
本
の
医
道
が
大
貴
己
命
と
少
名
彦
名
命
の
二
柱
の
神
に
始
ま
る
こ
と
や
、
文
明
開
化
後
の
医

学
校
の
制
度
と
医
者
の
現
状
に
触
れ
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
医
療
の
現
状
に
多
少
の
関
心
を
持
ち
つ
つ
、「
急
場
用
心
の
薬
」
を
家
庭
に
備
え
付
け
る
べ
き

こ
と
な
ど
を
助
言
し
た
う
え
で
、
日
頃
の
備
え
で
急
場
し
の
ぎ
が
可
能
な
、
前
述
各
項
の
救
急
法
を
簡
潔
明
瞭
に
説
く
。

　

■
第
90
巻
【
辞
書
】（
収
録
1
点
）

日
本
釈
名
（
に
ほ
ん
し
ゃ

く
み
ょ
う

）
貝
原
篤
信
（
損
軒
・
益
軒
）
編
・
序
。
松
下
見
林
（
慶
摂
・
西
峯
・
秀
明
）
序
。
元
禄
13
年
（1700

）
初
刊
。
［
京
都
］
茨
城
多

左
衛
門
（
柳
枝
軒
）
板
。　

▽
後
漢
末
の
劉
熙
が
編
纂
し
た
『
釈
名
』
に
な
ら
っ
て
、
和
語
を
「
天
象
」「
時
節
」「
地
理
」「
宮
室
」「
地
名
」（
以
上

五
門
、
上
巻
）、「
水
火
土
石
金
玉
」「
人
品
」「
形
体
」「
人
事
」「
鳥
」「
獣
」「
蟲
」「
魚
」「
介
」（
以
上
九
門
、
中
巻
）、「
米
穀
」「
草
」「
木
」「
飲
食
」

「
衣
服
」「
文
具
」「
武
具
」「
雑
器
」「
虚
字
」（
以
上
九
門
、
下
巻
）
の
二
三
門
に
分
け
、『
神
代
直
指
抄
』『
釈
名
』『
仙
覚
抄
（『
万
葉
集
』
注
釈
書
）』

等
を
参
酌
し
な
が
ら
約
一
一
〇
〇
語
の
語
源
を
解
説
し
た
字
書
。
語
源
解
釈
上
の
八
原
則
、
す
な
わ
ち
、「
自
語
（
上
古
の
時
、
自
然
に
云
出
せ
る
語
）」

「
転
語
（
五
音
相
通
に
よ
り
て
名
づ
け
し
語
）」「
略
語
（
こ
と
ば
を
略
す
る
語
）」「
借
語
（
他
の
名
と
こ
と
ば
を
か
り
、其
ま
ゝ
用
ひ
て
名
づ
け
た
る
語
）」

「
義
語
（
合
語
。
義
理
を
以
て
名
づ
け
た
る
語
）」「
反
語
（
か
な
返
し
。「
は
た
お
り
」
を
「
服
部
」
と
す
る
類
）」「
子
語
（
母
字
よ
り
生
ず
る
詞
）」「
音

語
（
字
音
・
唐
音
・
梵
語
を
用
い
て
和
語
に
す
る
類
）」
を
設
定
し
、
諸
説
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
最
も
適
切
な
説
を
冒
頭
に
掲
げ
る
。
ま
た
、
上

代
以
来
の
和
語
を
字
音
で
解
釈
し
た
り
、
近
代
の
俗
語
を
も
っ
て
上
古
の
言
葉
を
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
を
排
除
す
る
ほ
か
、
子
語
を
も
っ
て
母
語
を
解

く
の
で
は
な
く
母
語
を
用
い
て
子
語
を
解
く
べ
き
こ
と
や
、
難
解
な
語
を
疑
わ
し
い
語
で
み
だ
り
に
解
く
べ
き
で
な
い
こ
と
な
ど
種
々
の
注
意
を
喚
起

す
る
。

　

■
第
91
巻
【
商
業
】（
収
録
2
点
）

町
人
考
見
録
（
ち
ょ
う
に
ん
こ

う
け
ん
ろ
く

）
三
井
高
房
（
三
郎
助
・
八
郎
右
衛
門
・
宗
清
）
作
。
享
保
頃
（1716

～1736

）
作
。　

▽
三
井
総
本
家
三
代
の
高
房
が
、

二
代
高
平
（
宗
竺
）
が
見
聞
し
た
、
主
に
京
都
町
人
の
没
落
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
。
計
50
話
と
跋
文
中
に
5
例
を
載
せ
る
が
、
大
半
は
「
大
名
貸
し
」

「
贅
沢
」「
才
覚
不
足
」
等
に
よ
る
失
敗
事
例
で
、
没
落
商
人
を
他
山
の
石
と
す
る
商
人
教
訓
書
と
言
え
る
。
わ
ず
か
な
が
ら
成
功
し
た
模
範
的
商
人
、

河
村
随
見
（
瑞
賢
）、
鴻
池
善
右
衛
門
等
の
事
例
も
交
え
る
。「
町
人
の
盛
衰
は
其
主
の
守
り
に
あ
り
。
よ
つ
て
、
昔
よ
り
の
町
人
の
家
を
失
ふ
趣
を
親

に
尋
ね
て
し
る
し
置
、
家
門
の
輩
に
も
見
せ
度
旨
を
す
ゝ
む
。」（
跋
）

諸
国
道
中
商
人
鑑
（
し
ょ
こ
く
ど
う
ち
ゅ

う
あ
き
ん
ど
か
が
み

）
竹
野
（
竹
埜
）
半
兵
衛
・
壺
井
円
水
編
。
歌
川
国
景
（
一
英
斎
・
英
斎
・
一
桜
斎
）
画
。
文
政
10
年
（1827

）
刊
。

［
江
戸
］
花
屋
久
二
（
次
）
郎
（
星
運
堂
）
板
。　

▽
中
山
道
（
板
橋
～
川
越
～
松
山
～
小
川
～
寄
居
～
藤
岡
～
冨
岡
～
下
仁
田
～
初
鳥
屋
等
）
の
、

道
中
宿
駅
ご
と
の
宿
屋
や
名
物
・
名
産
品
の
店
舗
情
報
（
業
種
業
態
・
販
売
品
目
、
商
標
、
屋
号
、
住
所
等
）
を
紹
介
し
た
名
鑑
。
所
々
に
店
舗
外
観

や
周
辺
の
風
景
図
な
ど
も
掲
げ
る
。

「
国
々
の
諸
問
屋
お
よ
び
名
家
の
工
商
、或
は
所
の
名
産
、当
時
手
び
ろ
く
仕
い
れ
、値
段
・
恪
好
よ
ろ
し
き
店
、亦
は
累
代
験
功
あ
る
売
薬
な
ら
び
に
諸
病
の
妙
や
く
・
料
理
茶
屋
・

水
茶
屋
、
名
高
き
旅
籠
屋
に
い
た
る
ま
で
委
細
に
し
る
し
…
」（
序
）

　

■
第
92
巻
【
商
業
】（
収
録
2
点
）

家
業
道
徳
論
（
か
ぎ
ょ
う
ど

う
と
く
ろ
ん

）
河
田
正
矩
（
孤
松
・
荷
秉
庵
）
作
。
元
文
3
年
（1738

）
作
。［
大
阪
］
天
王
寺
屋
正
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
士
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
に
職
務
に
応
じ

た
徳
目
や
求
め
ら
れ
る
能
力
が
異
な
る
と
い
う
立
場
か
ら
説
か
れ
た
町
人
向
け
通
俗
教
訓
書
。
収
録
は
25
項
。「
天
地
の
間
理
は
一
つ
に
あ
ら
ざ
る
之
辨
」「
家
業
を
専
と
す
る

は
儒
仏
の
極
意
な
る
之
辨
」「
無
能
は
有
能
に
勝
り
て
其
身
に
益
あ
る
之
辨
」「
其
職
に
よ
り
て
五
常
に
も
本
末
の
序
あ
る
之
辨
」「
異
端
外
道
と
は
家
職
の
外
を
務
る
を
謂
之
辨
」

「
卜
筮
に
未
来
は
定
難
き
之
辨
」「
孟
子
の
性
を
善
と
い
ふ
は
方
便
の
説
な
る
辨
」「
異
国
の
風
俗
は
悉
く
我
朝
に
は
合
ざ
る
之
辨
」「
教
化
に
よ
り
て
気
質
は
変
ぜ
ざ
る
之
辨
」「
家

業
道
徳
の
利
益
余
教
に
超
過
之
辨
」「
極
楽
浄
土
に
往
生
無
益
之
辨
」
等
。

（90巻）

（91巻）

（92巻）
＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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商
人
生
業
鑑
（
あ
き
ん
ど
す
ぎ

わ
い
か
が
み

）
岩
垣
光
定
作
・
跋
。
守
岡
光
信
画
。
宝
暦
7
年
（1757

）
序
。［
京
都
］
菱
屋
孫
兵
衛
板
。　

▽
絵
入
り
の
商
人
教
訓
書
。
内
容
は
、

商
人
の
職
分
と
後
継
者
の
育
成
、
倹
約
と
吝
嗇
の
違
い
、
安
き
に
居
て
危
う
き
を
忘
れ
ぬ
事
、
あ
る
薬
種
問
屋
の
「
万
日
開
闢
帳
」
の
話
と
そ
の
商
売
の
趣
き
、
買
い

置
き
の
仕
方
、
命
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
事
、
わ
が
子
を
出
家
さ
せ
る
心
得
、
利
方
は
良
く
て
も
世
上
の
気
に
叶
わ
ぬ
事
、
春
夏
の
入
用
物
は
冬
か
ら
心
懸
け
用
意

す
る
事
、
一
紙
も
粗
末
に
せ
ぬ
事
、
人
は
賢
い
よ
う
で
愚
か
な
事
、
人
の
器
量
を
見
極
め
る
事
、
親
し
き
に
礼
儀
あ
る
事
、
金
銀
の
出
入
り
勘
定
は
主
人
が
念
を
入
れ

る
べ
き
事
、
幼
時
か
ら
召
し
使
う
奉
公
人
に
情
け
を
か
け
る
事
な
ど
。

　

■
第
93
巻
【
書
道
】（
収
録
2
点
）

臨
池
求
源
鈔
（
り
ん
ち
き
ゅ
う

げ
ん
し
ょ
う

）
鈴
木
正
真
（
鈴
木
周
水
・
悦
斎
・
臨
池
堂
・
向
若
子
・
儀
右
衛
門
・
七
郎
右
衛
門
）
作
・
書
。
元
禄
10
年
（1697

）
作
。［
京
都
カ
］

刊
行
者
不
明
。　

▽
御
家
流
の
能
書
の
筆
跡
を
集
め
て
臨
書
し
た
筆
道
書
。（
上
巻
）
伏
見
院
・
後
伏
見
院
、
青
蓮
院
宮
尊
円
親
王
・
同
尊
道
親
王
・
同
尊
応
准
后
ほ

か
12
人
の
詩
歌
と
、
尊
円
親
王
筆
「
御
賀
往
来
」。（
中
巻
）
文
字
・
書
道
の
起
源
・
沿
革
や
筆
法
の
基
本
を
述
べ
た
「
論
字
義
」、
当
世
筆
法
の
師
伝
や
師
伝
の
学
び
方
、

上
代
の
筆
跡
を
模
範
と
す
べ
き
こ
と
、
真
行
草
の
書
法
、
御
家
流
の
筆
術
等
に
つ
い
て
述
べ
た
「
論
楷
法
」。（
下
巻
）
は
種
々
の
筆
法
で
、
詩
歌
二
法
之
事
、
横
竪
文

字
之
事
、
四
声
文
字
之
事
、
掲
神
前
画
馬
書
付
事
、
絹
布
ニ
物
書
事
、
進
献
筥
書
付
之
事
、
書
物
外
題
之
事
、
短
冊
題
之
事
、
歌
仙
短
冊
之
事
、
万
葉
書
之
事
、
往
来

書
之
事
、
商
人
日
記
帳
表
書
事
、
折
紙
之
事
ほ
か
38
項
と
消
息
例
文
4
通
。

東
江
先
生
書
話
（
と
う
こ
う
せ
ん

せ
い
し
ょ
わ

）
沢
田
東
江
（
鱗
・
景
瑞
・
文
竜
）
作
（
述
）。
橋
圭
橘
編
・
序
。
明
和
6
年
（1769

）
自
序
。［
江
戸
］
万
屋
太
次
右
衛
門
板
。　

▽

書
論
や
書
道
全
般
に
わ
た
る
随
筆
。（
上
巻
）
蘭
亭
記
伝
来
の
話
、
十
七
帖
に
真
贋
あ
る
話
、
独
草
・
連
綿
草
と
い
ふ
話
、
草
書
よ
め
が
た
き
と
い
ふ
話
、
能
書
筆
を

え
ら
ば
ず
と
い
ふ
話
、
大
字
・
中
字
・
小
字
の
話
、
腕
法
三
品
あ
る
話
、
書
家
に
雅
俗
あ
る
話
、
和
漢
碑
を
建
し
始
り
の
話
、
上
毛
多
胡
郡
古
碑
の
話
な
ど
20
話
。（
下

巻
）
水
神
山
谷
が
書
を
好
む
話
、
宗
楚
客
名
筆
を
集
て
屏
風
に
張
し
話
、
墨
本
を
作
り
し
始
り
の
話
、
一
字
値
千
金
と
い
ふ
話
、
一
日
に
三
万
字
を
写
す
話
、
王
羲
之
洗
硯
池

并
ニ
蘭
亭
古
跡
の
話
、
代
書
人
并
ニ
右
筆
と
い
ふ
話
、
古
銭
に
宸
翰
あ
る
話
、
日
本
の
書
中
国
と
抗
衡
す
る
話
な
ど
22
話
。
附
録
に
書
家
心
得
14
話
。

　

■
第
94
巻
【
伝
記
】（
収
録
9
点
）

妙
祐
往
生
伝
（
み
ょ
う
ゆ
う
お

う
じ
ょ
う
で
ん

）
渋
谷
芳
忠
（
孫
左
衛
門
）
作
。
雲
介
子
関
通
編
・
序
・
跋
。
元
禄
14
年
（1701

）
作
。［
江
戸
］
竹
叢
軒
（
三
縁
山
西
渓
）
蔵
板
。　

▽
泉
州
岸

和
田
城
主
、
岡
部
美
濃
守
家
中
、
渋
谷
孫
左
衛
門
芳
忠
の
母
で
あ
る
信
女
妙
祐
の
伝
記
。
元
禄
13
年
9
月
末
、
大
病
に
罹
っ
て
か
ら
、
翌
年
3
月
に
行
年
55
歳
で
大
往
生
す
る

ま
で
の
経
緯
が
主
。
霊
夢
を
見
て
か
ら
の
不
思
議
・
奇
瑞
の
体
験
談
を
詳
述
す
る
。

越
後
孝
婦
伝
（
え
ち
ご
こ

う
ふ
で
ん

）
林
鳳
谷
（
信
言
・
子
恭
・
松
風
亭
・
愿
）
作
。
相
田
政
雋
跋
。
寛
保
2
年
（1742

）
作
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
越
後
国
三
島
郡
尼
瀬
町
（
現
・
新

潟
県
出
雲
崎
町
）
の
大
工
・
作
大
夫
の
妻
百
合
の
行
状
を
記
し
た
孝
婦
伝
。
百
合
は
32
歳
で
、
夫
が
出
稼
ぎ
の
留
守
中
に
11
歳
の
女
児
と
5
歳
の
男
児
、
中
風
を
病
み
身
体
不

如
意
の
79
歳
の
姑
を
抱
え
て
一
家
を
守
っ
て
い
た
。

義
士
夜
討
高
名
咄
（
ぎ
し
よ
う
ち
こ
う

み
ょ
う
ば
な
し

）
承
天
則
地
（
広
岳
院
六
世
・
大
清
撫
国
禅
師
）
作
。
享
和
3
年
（1803

）、
越
智
直
澄
（
河
野
直
澄
）
序
。［
江
戸
］
泉
岳
寺
蔵
板
。　

▽
吉
良
邸
討
ち
入
り
後
の
赤
穂
義
士
の
身
柄
を
、
泉
岳
寺
の
長
恩
和
尚
と
と
も
に
命
が
け
で
預
か
っ
た
広
岳
院
の
承
天
則
地
和
尚
が
、
直
接
、
大
石
内
蔵
助
ら
に
取
材
し
、
各

自
の
証
言
に
基
づ
き
詳
し
く
書
き
留
め
た
記
録
。

〈
江
州
日
野
〉
孝
子
善
治
行
状
（
ご
う
し
ゅ
う
ひ
の-

こ
う

し
ぜ
ん
じ
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う

）
門
坂
善
太
郎
作
・
序
。
文
化
1
年
（1804

）
自
序
。［
京
都
］
脇
坂
仙
治
郎
板
。　

▽
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
・
鍛
冶
町

の
孝
子
・
善
治
（
善
次
）
の
行
状
を
記
し
た
孝
子
伝
。
冒
頭
で
「
父
母
の
死
後
迄
も
不
孝
を
重
」
ね
た
作
者
自
身
の
体
験
を
交
え
て
父
母
の
高
恩
を
述
べ
る
。
父
は
傘
職
人
、

母
は
雇
わ
れ
仕
事
や
賃
仕
事
、
績
み
紡
ぎ
な
ど
で
生
計
を
立
て
る
貧
家
に
生
ま
れ
た
善
治
は
、
14
歳
で
父
が
病
死
、
間
も
な
く
母
が
失
明
し
、
奉
公
先
に
暇
願
い
を
し
て
実
家

に
戻
り
、
正
心
誠
意
の
孝
養
を
尽
く
し
た
。「
子
た
る
者
の
規
矩
」
で
あ
る
と
結
ぶ
。

百
姓
逸
八
後
家
は
つ
孝
義
状
（
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
い
っ
ぱ
ち

ご
け
は
つ
こ
う
ぎ
じ
ょ
う

） 

野
田
松
三
郎
編
・
跋
。
文
化
4
年
（1807

）
刊
。［
野
州
足
利
郡
カ
］
野
田
松
三
郎
板
。　

▽
山
口
鉄
五
郎
支
配
所
、

野
州
足
利
郡
上
川
崎
村
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
川
崎
町
）
の
百
姓
逸
八
の
後
家
は
つ
（
32
歳
）
の
孝
婦
伝
。
長
男
が
誕
生
す
る
と
間
も
な
く
夫
は
労
症
（
肺
結
核
）
を
患
い
死

去
、
は
つ
は
老
い
た
舅
姑
へ
の
孝
養
や
介
護
に
心
を
尽
く
し
た
。
深
夜
に
盗
賊
が
入
っ
て
姑
が
殺
さ
れ
か
け
た
時
、
は
つ
は
盗
賊
の
一
人
に
背
後
か
ら
組
み
付
い
て
姑
を
助
け

た
が
、
受
け
た
疵
で
左
腕
の
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
た
。

孝
子
奇
特
を
書
出
（
こ
う
し
き
ど
く

を
か
き
い
だ
す

）［
作
者
］ 

不
明
。
文
政
10
年
（1827

）
書
。　

▽
阿
波
国
麻
植
郡
西
麻
植
村
（
現
・
徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
）
の
百
姓
・
与
兵
衛
な
ら

び
に
嫡
子
・
与
左
衛
門
を
始
め
阿
波
国
に
お
け
る
享
和
～
文
化
年
間
の
孝
子
11
人
（
全
て
男
性
）
の
行
状
と
褒
賞
を
記
録
し
た
全
7
丁
の
小
冊
子
。

〈
朝
師
〉
紀
季
録
（
ち
ょ
う
し-

き
ね
ん
ろ
く

）
一
乗
舎
黙
翁
（
日
迵
・
聖
坂
黙
翁
老
居
士
）
作
・
序
。
文
政
10
年
（1827

）
自
序
。［
江
戸
］
井
口
氏
ほ
か
蔵
板
。　

▽
室
町
前
期
の
日
蓮
宗
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19
の
僧
侶
、
日
朝
上
人
（1422

～1500

）
の
一
代
記
。
日
朝
の
字
は
鏡
澄
、
号
は
行
学
院
。
伊
豆
国
に
生
ま
れ
、
8
歳
で
出
家
、
28
歳
で
三
島
の
本
覚
寺

を
継
承
、
40
歳
で
身
延
山
久
遠
寺
（
現
在
、
日
蓮
宗
総
本
山
）
法
主
と
な
る
。
同
寺
在
職
38
年
の
間
に
、
教
団
発
展
に
対
応
し
て
堂
塔
を
整
え
、
宗
祖
日

蓮
の
祖
廟
を
中
心
と
す
る
法
則
を
定
め
て
組
織
体
制
を
確
立
、ま
た
教
義
の
組
織
化
に
努
め
、天
台
教
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
著
作
に
『
法
華
草
案
鈔
』

や
『
補
施
集
』
百
余
巻
な
ど
。
合
計
8
葉
の
挿
絵
。

孝
連
人
物
考
（
こ
う
れ
ん
じ

ん
ぶ
つ
こ
う

）
川
瀬
友
山
（
菅
原
友
山
・
孝
学
道
人
・
清
水
堂
主
人
）
作
・
序
。
天
保
8
年
（1837

）
刊
。［
美
濃
］
清
水
堂
蔵
板
。　

▽

美
濃
国
大
野
郡
寺
内
村
出
身
で
、天
保
8
年
春
か
ら
孝
の
実
践
を
旨
と
す
る
考
学
道
（
孝
連
）
を
提
唱
し
、天
保
12
年
に
京
都
の
水
火
天
神
（
水
火
天
満
宮
）

を
拠
点
に
布
教
活
動
を
展
開
し
た
作
者
が
、
草
創
期
の
門
人
（
多
く
が
美
濃
国
在
住
者
）120

人
の
道
歌
・
金
言
類
と
と
も
に
、
そ
の
出
身
地
・
氏
名
・

孝
名
（
門
人
と
し
て
の
呼
称
）
を
列
記
し
た
歌
集
及
び
門
人
一
覧
。
川
瀬
友
山
の
著
作
は
水
火
天
神
神
職
以
後
の
も
の
が
多
い
が
、
本
書
は
孝
連
草
創
期

の
組
織
や
活
動
に
関
す
る
記
述
が
豊
富
で
貴
重
。

和
漢
二
十
四
孝
（
わ
か
ん
に
じ
ゅ

う
し
こ
う

） 
柳
下
亭
種
員
（
麓
園
種
員
）
作
。
江
戸
後
期
（
嘉
永
頃
）
刊
。［
江
戸
］
森
屋
治
兵
衛
板
。　

▽
嘉
永
2
年
（1849

）
序
・

刊
『〈
和
漢
〉
二
十
四
孝
図
会
』
の
改
変
・
改
題
本
。
前
半
部
に
中
国
の
『
二
十
四
孝
』
に
な
ら
っ
て
選
ん
だ
日
本
の
24
人
の
孝
子
（
仁
徳
天
皇
・
養
老

孝
子
・
藤
原
衛
・
小
野
篁
・
大
江
挙
周
・
小
松
内
大
臣
重
盛
・
農
民
甚
助
・
竹
内
邑
今
女
・
北
条
泰
時
・
楠
正
行
・
後
三
条
院
ほ
か
）
の
小
伝
と
挿
絵
、

後
半
に
中
国
の
二
十
四
孝
の
小
伝
と
挿
絵
を
集
め
る
。
各
丁
と
も
上
方
三
分
の
一
を
小
伝
に
あ
て
、
下
方
三
分
の
二
を
挿
絵
と
す
る
。

　

■
第
95
巻
【
医
学
・
養
生
】（
収
録
2
点
）

こ
け
ぬ
杖
（
正
編･

後
編
）（
こ
け
ぬ

つ
え

）
山
口
重
匡
（
山
口
雅
楽
）
作
・
序
。
正
編
：
寛
政
10
年
（1798

）
自
序
・
刊
。［
京
都
］
著
者
蔵
板
。
後
編
：
文

政
1
年
（1818

）
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
平
七
板
。　

▽
陰
陽
思
想
に
基
づ
い
て
養
生
全
般
を
述
べ
た
書
。
正
編
上
巻
は
、
天
地
・
陰
陽
の
あ
ら
ま
し
か

ら
説
き
始
め
、
息
、
命
、
長
寿
短
命
論
、
心
や
ス
ト
レ
ス
、
房
事
、
隠
虚
火
動
の
理
、
服
薬
心
得
な
ど
。
同
下
巻
は
、
病
中
・
病
後
心
得
、
熱
病
・
湿
病
・

小
児
病
そ
の
他
諸
病
、
食
事
心
得
、
鍼
灸
、
無
病
の
秘
訣
な
ど
。
後
編
は
、
前
編
に
漏
れ
た
養
生
の
真
意
や
、
効
果
が
実
証
済
み
の
養
生
法
を
記
し
た
も

の
で
、
特
に
「
潅
水
・
灸
治
」
に
つ
い
て
詳
述
。

按
摩
手
引
（
あ
ん
ま

て
び
き

）
藤
林
良
伯
作
。
寛
政
11
年
（1799

）、
橘
春
暉
（
南
谿
・
梅
華
仙
史
）
序
。［
大
阪
］
加
賀
屋
弥
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
按
摩
の
基
本

を
体
系
的
か
つ
簡
潔
に
記
し
た
図
解
入
り
入
門
書
。
見
返
し
の
広
告
文
に
「
此
書
は
按
摩
導
引
の
法
を
師
に
学
び
ず
し
て
、心
安
く
覚
へ
、人
の
急
病
の
助
け
と
な
し
、

又
は
式
法
を
用
て
常
に
よ
く
其
気
血
を
め
ぐ
ら
す
時
は
、
人
を
し
て
無
病
長
生
な
ら
し
む
る
、
実
に
有
益
の
書
な
り
」
と
あ
る
。
頭
療
治
稽
古
、
療
治
人
体
之
備
、

按
摩
自
慢
せ
ぬ
心
得
、
補
瀉
の
療
治
、
服
診
の
事
、
小
児
按
服
、
産
婦
按
服
、
鍼
術
稽
古
な
ど
。「
按
摩
稽
古
」
で
は
按
摩
施
術
の
秘
訣
52
種
を
図
解
、
ほ
か
に
も
多

く
の
図
解
を
施
す
。

　

■
第
96
巻
【
測
量
】（
収
録
4
点
）

規
矩
分
等
集
（
き
く
ぶ
ん
と

う
し
ゅ
う

）
万
尾
時
春
（
六
兵
衛
）
作
。
享
保
7
年
（1722

）
刊
。［
江
戸
］
小
川
彦
九
郎
板
。　

▽
作
者
が
考
案
し
た
「
四
方
六
面
𨦈か

ね

（
四
方
六
面

様
合
曲
尺
）」（
水
を
盛
っ
て
平
準
を
と
る
こ
と
に
よ
り
水
平
・
直
立
を
正
す
こ
と
の
で
き
る
真
鍮
製
の
測
量
具
）
の
仕
組
み
や
そ
の
使
い
方
を
始
め
、
種
々
の
測
量

か
ね
た
め
あ
わ
せ
が
ね
具
や
測
量
方
法
、
ま
た
、
日
月
運
行
な
ど
天
文
・
暦
学
の
初
歩
知
識
を
述
べ
た
入
門
書
。
多
く
の
図
解
を
掲
げ
る
。

量
地
図
説
（
り
ょ
う
ち

ず
せ
つ

）
甲
斐
駒
蔵
（
広
永
・
子
漢
・
蕃
山
・
吐
雲
）
編
。
嘉
永
5
年
（1852

）
刊
。［
江
戸
］
数
学
道
場
蔵
版
。　

▽
初
学
者
用
の
測
量
術
入
門
書
。

算
法
を
知
ら
な
い
者
で
も
、
木
製
の
測
量
器
を
使
い
、
磁
石
を
用
い
ず
、
曲か

ね
じ
ゃ
く尺

が
あ
れ
ば
遠
近
高
低
か
ら
田
畑
・
屋
敷
、
国
郡
郷
村
の
量
地
ま
で
可
能
と
謳
う
。
正

方
儀
、
水
縄
、
野
帳
、
間か

ん
ざ
お竿

、
仮か

り
の
あ
て標

、
界
針
、
鈎こ

う

股こ

弦げ
ん

、
見た

か
き
め
あ
て
を
み
と
お
す
ず

通
高
目
的
図
、
隔

か
わ
を
へ
だ
て
や
ま
の
た
か
き
を
は
か
る
ず

川
量
山
高
図
な
ど
合
計
43
項
目
。

〈
六
分
円
器
〉
量
地
手
引
草
（
ろ
く
ぶ
ん
え
ん
き-

り
ょ
う
ち
て
び
き
ぐ
さ

）
村
田
如
訥
（
恒
光
・
栢
堂
・
佐
十
郎
・
朽
木
軒
）
編
。
嘉
永
6
年
（1853
）
刊
。［
江
戸
］
学
而
堂
板
。　

▽
「
六

分
円
器
（
六
分
儀
）」
の
原
理
・
構
造
・
使
用
法
か
ら
、
そ
れ
を
用
い
た
測
量
の
実
際
ま
で
を
述
べ
た
測
量
術
入
門
書
。
六
分
円
器
は
、
天
球
上
の
二
点
間
の
角
度
を

は
か
る
携
帯
用
の
器
械
（
広
辞
苑
）
で
、「
セ
キ
（
ク
）
ス
タ
ン
ト
」
と
も
言
う
。「
六
分
円
器
は
、
西
洋
の
人
創
製
す
る
所
に
し
て
、
其
機
智
巧
思
の
精
、
和
と
唐

と
の
能
く
お
よ
ぶ
所
に
非
ず
。
航
海
必
用
の
器
な
り
。」

量
地
円
起
方
成
後
編
（
り
ょ
う
ち
え
ん
き
ほ

う
せ
い
こ
う
へ
ん

）
剣
持
章
行
（
要
七
・
成
紀
・
任
数
堂
・
予
山
）
作
。
安
政
2
年
（1855

）
刊
。［
江
戸
］
岡
田
屋
嘉
七
売
出
。　

▽
嘉
永

6
年
（1853

）
刊
の
正
編
の
後
編
。
複
雑
な
形
状
の
土
地
の
測
量
の
手
順
を
細
か
く
図
解
、
ま
た
野の

ち
ょ
う帳

（
検
地
な
ど
の
現
場
で
記
し
た
基
礎
的
な
測
量
帳
簿
）
や
縮

図
の
書
き
方
も
例
示
す
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
。

（95巻）
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■
第
97
巻
【
年
中
行
事
】（
収
録
5
点
）

国
朝
佳
節
録
（
こ
く
ち
ょ
う

か
せ
つ
ろ
く

）
松
下
見
林
（
秀
明
・
慶
摂
・
西
峯
）
編
。
貞
享
5
年
（1688

）
刊
。［
大
阪
］
森
田
庄
太
郎
（
森
田
永
英
）
板
。　

▽
日
本
古
来

の
年
中
行
事
に
関
す
る
諸
説
や
故
事
な
ど
を
、
出
典
（
日
本
書
紀
・
旧
事
本
紀
・
博
雅
・
本
草
綱
目
・
事
文
類
聚
・
太
平
御
覧
・
月
令
広
義
・
居
家
必
用
・
書

言
故
事
・
名
月
記
等
）
を
示
し
な
が
ら
比
較
的
詳
し
い
漢
文
注
を
施
し
解
説
。

和
漢
年
中
修
事
秘
要
（
わ
か
ん
ね
ん
ち
ゅ

う
し
ゅ
じ
ひ
よ
う

）
大
江
文
坡
（
匡
弼
・
臥
山
人
・
菊
丘
・
臥
仙
子
）
作
。
天
明
2
年
（1782

）
刊
。［
京
都
］
吉
野
屋
為
八
（
永
昌
堂
）
板
。

　

▽
和
漢
の
数
多
く
の
文
献
（
引
書
二
五
五
部
）
に
取
材
し
、
日
本
と
中
国
の
年
中
行
事
の
故
事
や
意
義
、
飲
食
・
薬
方
の
心
得
を
、
主
に
養
生
の
観
点
か
ら

詳
述
。
頭
書
「
修
事
秘
要
拾
遺
補
註
」
に
各
月
の
異
名
や
本
文
の
補
遺
や
補
注
、
合
計
約
150
項
目
を
載
せ
、
所
々
に
挿
絵
を
掲
げ
る
。

本
朝
歳
時
考
（
ほ
ん
ち
ょ
う

さ
い
じ
こ
う

）
松
亭
金
水
（
中
村
経
年
・
保
定
・
金
水
道
人
・
女
好
庵
）
編
。
嘉
永
4
年
（1851

）
刊
。［
江
戸
］
大
和
屋
喜
兵
衛
板
。　

▽
「
稚

き
女
童
部
を
し
て
、
そ
の
故
実
を
知
ら
し
む
る
捷ち

か
み
ち径

な
ら
ん
」
の
趣
旨
で
、
貝
原
好
古
編
『
日
本
歳
時
記
』
を
参
照
し
、
月
の
異
名
や
そ
の
月
の
節
気
、
年
中

行
事
の
故
事
由
来
や
意
義
、
そ
の
時
期
の
健
康
法
（
薬
方
・
飲
食
心
得
等
）
な
ど
を
記
す
。
頭
書
に
本
文
の
補
足
や
関
連
の
挿
絵
を
載
せ
る
。

四
時
遊
人
必
得
書
（
し
じ
ゆ
う
じ
ん

ひ
っ
と
く
し
ょ

）
山
田
梅
東
（
敬
直
・
其
正
・
左
一
・
松
桂
・
翠
雪
・
無
用
庵
主
人
）
編
。
文
久
1
年
（1861

）
刊
。［
京
都
］
越
後
屋
治

兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
四
季
風
物
の
故
事
、
交
遊
に
関
す
る
事
柄
を
種
々
の
文
献
か
ら
集
め
る
上
下
二
巻
。
上
巻
は
正
月
54
、
二
月
46
、
以
下
、
合
計
267
項
目
に
、

補
遺
17
項
目
、
さ
ら
に
附
録
で
年
中
行
事
や
十
干
十
二
支
・
閏
月
・
十
二
時
そ
の
他
の
異
称
を
掲
げ
る
。
下
巻
は
、
焼
尾
宴
・
探
花
宴
な
ど
四
季
交
遊
に
関
す

る
90
項
目
。

大
日
本
万
物
歳
時
記
（
だ
い
に
ほ
ん
ば
ん
ぶ
つ
さ
い

じ
き
・-

ば
ん
も
つ
さ
い
じ
き

）
前
半
＝
神
仙
堂
作
、後
半
＝
雷
山
作
、い
ず
れ
も
野
崎
魯
文
（
仮
名
垣
魯
文
）
校
。
江
戸
末
期
刊
。
前
半
＝
［
江

戸
］
恋
岱
堂
蔵
板
。
後
半
＝
［
江
戸
］
種
玉
堂
蔵
板
。　

▽
日
本
の
年
中
行
事
の
起
原
、
毎
月
の
主
要
行
事
の
意
義
や
由
来
等
を
略
述
。
ま
た
、
天
地
開
闢
の

あ
ら
ま
し
、
軍
神
の
祖
、
統
治
者
の
歴
史
、
五
臓
六
腑
・
五
輪
五
体
、
神
道
や
陰
陽
思
想
に
基
づ
く
方
角
・
時
日
の
意
義
、
女
性
の
装
身
具
・
化
粧
の
意
義
な

ど
を
説
明
。

　

■
第
98
巻
【
神
道
】（
収
録
6
点
）

神
路
の
手
引
艸
（
か
み
じ
の
て

び
き
ぐ
さ

）
増
穂
残
口
（
増
穂
最
仲
・
十
寸
穂
耶
馬
台
・
似
切
斎
）
作
。
享
保
4
年
（1719

）
刊
。［
大
阪
］
武
川
善
右
衛
門
（
富
政
）

ほ
か
板
。　

▽
日
の
短
い
秋
の
日
に
、
奴
一
人
に
旅
道
具
を
持
た
せ
、
当
て
所
も
な
く
旅
す
る
男
が
遭
遇
し
た
、
六
〇
歳
代
初
め
の
老
女
と
の
対
話
を

通
じ
て
、
神
道
に
関
す
る
種
々
の
事
柄
の
故
事
由
来
や
生
活
心
得
を
綴
っ
た
初
学
者
用
の
教
訓
書
。

神
路
之
手
向
草
（
か
み
じ
の
た

む
け
ぐ
さ

）
今
西
洪
克
作
。
享
保
6
年
（1721

）
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
最
仲
（
増
穂
残
口
）
作
『
小
社
探
』
と
牧
樵
子
作
『
小

社
探
買
詞
（
残
口
猿
轡
）』『
艶
道
通
鑑
』『
小
社
探
』
な
ど
「
残
口
八
部
書
」
の
批
判
）
の
両
説
を
評
論
し
た
書
。
著
者
は
世
間
で
非
と
さ
れ
る
最
仲
の

『
小
社
探
』
を
支
持
、
多
く
が
『
買
詞
』
の
批
判
で
あ
る
が
、『
小
社
探
』
の
誤
り
も
適
宜
指
摘
す
る
。

神
民
須
知
（
し
ん
み

ん
す
ち

）
小
佐
野
某
作
。
天
明
5
年
（1785

）
刊
。［
京
都
］
河
南
儀
兵
衛
売
出
。　

▽
童
蒙
向
け
に
神
道
や
拝
礼
の
基
本
を
記
す
。

拝は
い
じ
ん
し
き

神
式
、
祓は

ら
い
の
つ
と

祝
詞
、
神じ

ん
み
ょ
う
り
ゃ
く
き

名
略
記
、
服ぶ

っ
き
り
ょ
う

忌
令
に
分
け
、
特
に
「
拝
神
式
」
で
は
、
祝
詞
の
意
味
や
拝
礼
の
動
作
・
心
得
を
細
か
く
注
記
、
丁
寧
に
解
説
。

〈
幸
神
〉
阡
陌
の
立
石
（
さ
い
の
か
み
（
こ
う
し

ん
）-

ち
ま
た
の
た
て
い
し

）
玉
田
永
教
（
主
計
）
作
。
佳
信
画
。
享
和
2
年
（1802

）
刊
。［
京
都
］
秀
穂
舎
蔵
板
。　

▽
京
都
の
家

塾
・
秀
穂
舎
を
拠
点
に
諸
国
に
布
教
す
る
か
た
わ
ら
、平
易
明
快
な
神
道
書
を
数
多
く
著
し
た
玉
田
永
教
の
著
作
の
一
つ
。
猿さ

る
た
ひ
こ
の
お
お
か
み

田
彦
大
神
の
神
徳
や
祭
礼
、

具
体
的
な
拝
礼
法
と
供
物
等
の
祀
り
方
、
そ
の
加
護
の
広
大
な
こ
と
を
説
い
た
教
訓
書
。

天
神
経
絵
入
講
釈
（
て
ん
じ
ん
き
ょ
う
え

い
り
こ
う
し
ゃ
く

） 

笠
亭
仙
果
二
世
（
篠
田
仙
果
・
篠
田
久
次
郎
・
万
石
亭
積
丸
）
作
。
慶
応
3
年
（1867

）
刊
。［
江
戸
］
森
屋
治

兵
衛
（
錦
森
堂
）
板
。　

▽
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
、
特
に
天
神
講
の
際
に
唱
え
ら
れ
た
偽
経
で
あ
る
『
大
威
徳
天
神
感
応
経
（
天
神
経
）』
を
子
供
向
け

に
解
説
し
た
平
易
な
絵
入
り
注
釈
書
。
菅
原
道
真
の
威
徳
を
尊
崇
し
、
そ
の
神
徳
を
讃
嘆
、
詳
細
な
割
注
。

神
道
道
し
る
べ
初
篇
（
し
ん
と
う
み

ち
し
る
べ

） 

野
之
口
（
野
々
口
）
隆
正
（
大
国
隆
正
・
今
井
中
・
仲
衛
・
如
意
山
人
・
真
瓊
園
・
佐
紀
乃
舎
・
葵
園
）
作
。
江

戸
後
期
・
文
久
2
年
（1862

）
以
前
刊
。［
津
和
野
カ
］
佐
紀
乃
屋
（
著
者
）
蔵
板
。　

▽
国
学
者
・
大
国
隆
正
に
よ
る
神
道
系
の
通
俗
教
訓
書
。
初
編

の
み
刊
行
か
。
口
語
調
の
文
章
で
、
長
短
三
三
カ
条
よ
り
な
る
。
孝
、
忠
、
善
悪
、
食
衣
宅
、
人
界
、
職
分
等
。

　

■
第
99
巻
【
本
草
・
植
物
】（
収
録
2
点
）

〈
草
形
出
生
〉
草
花
絵
全
書
（
く
さ
が
た
し
ゅ
っ
せ
い-

く
さ
ば
な
え
ぜ
ん
し
ょ

）
伊
藤
伊
兵
衛
四
世
（
政
武
・
染
井
伊
兵
衛
）
作
・
序
。
伊
藤
伊
兵
衛
三
世
（
三
之
丞
）
画
。
元
禄
12

（97巻）
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21
年
（1699

）
刊
。［
江
戸
］
須
原
茂
兵
衛
板
。　

▽
日
本
の
園
芸
文
化
の
隆
盛
に
寄
与
し
た
元
禄
期
、
江
戸
染
井
村
の
園
芸
家
・

伊
藤
伊
兵
衛
四
世
（1676

～1757

）
が
、
父
（1739

没
）
の
描
い
た
草
花
123
図
に
、
草
花
の
形
状
・
色
や
異
名
な
ど
解
説
を

施
し
た
図
鑑
。
温
室
の
花
や
切
り
花
で
は
な
く
、
野
外
に
咲
く
自
然
の
姿
を
描
い
た
点
に
特
色
が
あ
る
と
強
調
す
る
。

本
草
図
譜
〈
山
草
部･

芳
草
部
〉（
ほ
ん
ぞ
う
ず
ふ-

さ
ん

そ
う
ぶ
・
ほ
う
そ
う
ぶ

）
岩
崎
常
正
（
灌
園
・
源
蔵
・
東
渓
・
又
玄
堂
）
作
・
序
。
岡
田
清
福
（
棔

斎
）
画
。
文
政
13
年
（1831

）
刊
。［
江
戸
］
山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
明
の
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
全
52
巻
・
付
図
2
巻
、

約
一
九
〇
〇
種
収
載
） 
の
貧
弱
な
植
物
図
に
刺
激
さ
れ
、
自
ら
実
見
し
た
約
二
千
種
の
植
物
等
を
収
録
し
た
本
邦
初
の
本
格
的

な
彩
色
植
物
図
鑑
。
見
開
き
で
花
弁
を
大
き
く
描
く
な
ど
大
胆
で
迫
力
の
あ
る
絵
が
多
く
、
絵
が
主
体
の
画
期
的
な
図
鑑
、
全

92
冊
。
20
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
文
政
11
年
に
5
～
96
巻
が
完
成
、
同
13
年
に
最
初
の
5
～
10
巻
が
単
色
の
木
版
刷
り
で
出
版

さ
れ
た
（
底
本
は
こ
の
部
分
。
後
に
改
め
て
手
彩
色
写
本
が
制
作
さ
れ
た
）。
11
巻
以
後
は
出
版
の
目
途
が
立
た
ず
、
希
望
者
に

有
償
で
手
彩
色
の
写
本
を
予
約
頒
布
さ
れ
た
。
作
者
在
世
中
に
完
成
し
た
の
は
56
巻
ま
で
。

　

■
第
100
巻
【
画
譜
】（
収
録
3
点
）

絵
本
集
草
（
え
ほ
ん
あ

つ
め
ぐ
さ

）
長
谷
川
光
信
（
松
翠
軒
・
柳
翠
軒
・
庄
蔵
）・
岡
山
繁
信
ほ
か
画
（
以
上
の
画
工
は
底
本
に
署
名
の
あ
る

も
の
）。
宝
暦
頃
初
刊
。
明
治
初
年
再
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
宝
暦
頃
刊
行
の
絵
本
一
〇
点
を
集
成
・
再
刊
し
た
も
の
（
木
版

刷
り
）。
①
絵え

ほ
ん
し
ゅ
こ
う
づ
く
し

本
趣
向
尽
（
北
尾
雪
坑
斎
画
。
雑
俳
の
絵
解
き
）、
②
吉き

ち
に
ち
ま
す
み
の
か
が
み

日
増
見
鑑
（
馬
淵
光
信
画
。
年
中
行
事
や
風
物
を
描
い

た
絵
本
）、③
当
世
絵
本
隠か

く
れ
が
さ
と
し
こ
し
ば
な
し

笠
節
分
話
（
北
尾
雪
坑
斎
画
。
当
世
風
絵
物
語
）、④
絵
本
対つ

い
が
さ
ね

歌
実
（
北
尾
雪
坑
斎
画
。
狂
歌
絵
本
）、

⑤
古こ

こ
ん
て
ま
り
う
た

今
栢
毬
哥
（
北
尾
雪
坑
斎
画
。
童
謡
の
絵
物
語
）、
⑥
絵
本
淀よ

ど
の
な
が
れ

之
流
（
長
谷
川
光
信
画
。
京
都
と
大
阪
の
風
俗
を
対
照
さ
せ

た
狂
歌
絵
本
）、
⑦
絵
本
旅
の
旭
（
長
谷
川
光
信
画
。
諸
国
名
物
風
俗
絵
本
）、
⑧
扇お

う
ぎ
き
ん
こ
う
し
え
し
ょ
う

子
勤
功
誌
絵
抄
（［
大
阪
］
糸
屋
市
兵
衛
板
。
北
尾
雪
坑
斎
画
。
新
年
の
年
玉
、
礼
儀
や

祝
儀
を
述
べ
る
必
需
品
、
土
産
物
や
お
祝
い
の
進
物
な
ど
、
扇
の
功
用
を
絵
解
き
し
た
絵
本
）、
⑨
花は

な
か
ぶ
と
め
い
か
の
よ
ろ
い

兜
名
香
鎧
（
岡
山
繁
信
画
。
源
頼
政
、
木
曽
義
仲
な
ど
故
事
や
名
場
面

を
描
い
た
武
者
絵
本
）、
⑩
福ふ

く
と
く
え
ほ
う
ま
い
り



徳
恵
方
参
（
北
尾
雪
坑
斎
画
。
節
分
に
厄
払
い
が
唱
え
る
文
句
を
絵
解
き
し
た
祝
儀
物
の
絵
本
）
を
収
録
。

北
樹
画
譜
（
ほ
く
じ
ゅ

が
ふ

）
葛
飾
北
樹
画
。
嘉
永
5
年
（1852

）
頃
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
葛
飾
北
斎
晩
年
の
門
人
で
、
江
戸
後
期
（
弘
化
～
嘉
永
頃
）
の
浮
世
絵
師
で
あ
る

北
樹
の
、
刊
本
で
は
ほ
ぼ
唯
一
の
作
品
。
見
開
き
の
山
水
画
と
半
丁
に
小
さ
な
挿
絵
を
数
多
く
描
い
た
人
物
や
魚
鳥
・
草
木
等
の
挿
絵
を
集
め
た
画
譜
で
、
特
に
人
物
画
は
表

情
豊
か
で
、『
北
斎
漫
画
』
を
想
起
さ
せ
る
筆
づ
か
い
や
図
柄
が
目
立
つ
。

半
山
画
譜
（
は
ん
ざ

ん
が
ふ

）
松
川
半
山
（
翠
栄
堂
・
安
信
・

霞
居
・
直
水
・
義
卿
）
画
。
明
治
初
年
刊
。［
京
都
］

松
柏
堂
蔵
板
。［
東
京
］
文
陽
堂
書
店
ほ
か
売
出
。　

▽
松
川
半
山
の
挿
絵
を
集
め
た
淡
彩
刷
り
の
画
譜
で
、

表
情
豊
か
な
庶
民
風
俗
画
、
優
れ
た
情
景
描
写
の
風
景

画
や
和
漢
の
故
事
に
因
む
挿
絵
な
ど
90
葉
を
掲
げ
て
雑

俳
を
添
え
る
。
雲
和
亭
湖
龍
編
、
松
川
半
山
画
、
嘉
永

4
年
刊
『
画え

ぐ
ち
あ
い
ふ
く
べ
の
つ
る

口
合
瓢
之
蔓
』
三
巻
三
冊
の
挿
絵
の
ほ
と

ん
ど
を
抽
出
・
改
編
し
た
も
の
。

（99巻）

（100巻）

＊図版は収録資料の一部です。 詳細はホーム

ページの配本案内をご覧ください。
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『江戸時代庶民文庫』第２期第２期・別巻「解題・索引」

［A5判・上製・クロス装・640 頁］ISBN 978-4-908926-12-9

\28,000.

（2022年5月刊）

【第61～100巻】

これは、
使える！

「江戸庶民」の生活を知る２



23＊本書は、第２期（第 61～ 100 巻）収録資料の「解題・索引」です。
第１期（第 1～ 60 巻）「解題・索引」は本パンフレット 5頁をご覧ください。

見本

原寸

「第２期」別巻・索引には
　主項目（太見出）	約 2,600
　小項目（細見出）	約 1,100
収録しています。 ＊	同一単語や関連語を含むものを「共通する語」

（太見出）でまとめた、検索しやすい索引です。

《解題》 ①第２期（第 61 ～ 100 巻）収録資料 157 点の書誌情報と内容概説。参考
図版も追加など、既収録の解題内容を更新した決定版解題。

	 ②資料本文中からキーワードを丹念に抽出した「主要目次」。
《索引》 ①の「主要目次」（上記②）をもとに「事項・人名・書名」の詳細索引を作成。
	 ②「収録文献索引」は第1期（第1～60巻）と合わせた全100巻を対象とし、

⑴五十音順、⑵分野別（『江戸時代女性文庫』を含む）の 2種を作成。

★	原資料にはほぼ目次がありません。このように詳細目次を作成し、
全面的にルビを振るなど、内容が把握しやすい「使えるルール」です。

江
戸
時
代
を
知
る

資
料
の
宝
庫
に

縦
横
無
尽
に
駆
け
巡
る

最
強
ツ
ー
ル
で
す
！
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『江戸時代庶民文庫』第２期第２期・別巻「解題・索引」
【第61～100巻】

■「本朝歳時考」解題（主要目次）より
　　（第 97 巻「年中行事」所収）

見本

原寸

■索引より

見本縮小

●「江戸時代庶民文庫」100 巻には
　　あらゆる分野のことが詰まっています！
教育・道徳・民衆・女性・子ども・老人・生活・
風習・社会・産業・職人・風俗・芸能・医学・科学・
経済・交通・地理・地誌・地域・宗教・絵画・
美術・書道・出版…の歴史、画像・イラスト・
デザインの素材…

●
江
戸
時
代
の
こ
と

何
か
知
り
た
く
な
っ
た
と
き

ま
ず
こ
の
「
別
巻
２
冊
」
を

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

「江戸庶民」の生活を知る２
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学術資料出版

大空社出版

次
々
と
展
開
す
る

江
戸
庶
民
の
心
と
智
恵
！

た
と
え
ば「
地
震
」を
索
引
で
引
い
て
・・・

…
と
な
り
の
ペ
ー
ジ
に

興
味
を
そ
そ
る
絵
が▼

第
10
巻【
仏
教
】よ
り

第27巻【家政】より

●

●

見本縮小

江戸時代研究を加速・深化！

［A5判・上製・クロス装・660 頁］ISBN 978-4-908926-02-0

\28,000.

《解題》で内容を詳しく知って・・・

『江戸時代庶民文庫』別巻「解題・索引」【第１期：第1～60巻】

「江戸庶民」の生活を知る

第２期「別巻」と揃いで
【第61～100巻】

（2016 年 12 月刊）

・・・さあ、本文（第10巻）へ

「第１期」別巻・索引には
　主項目（太見出）	約 1,650
　小項目（細見出）	約 3,400
収録しています。

「第１期」（第 1～ 60 巻　約 22,800 頁）には
197 点の多種多様な資料が収録されています。


